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　この作品はフィクションです。

　実在の人物・団体・事件などに一切関係ありません。








　　プロローグ　　（セレスティナ視点）




　テーブルの上に肘をつきながら手にした小さな鏡を覗のぞき込む。ごく緩ゆるいウェーブがかった黒髪を首の後ろで一つに縛しばり、ややキツイ印象の緑の瞳。

　鏡に映るのは私、この国の王太子妃であるセレスティナ。ただしその服装はドレスではなく、シャツにズボンといった気楽な格好だ。これでは姫どころか騎士にすら見えまい。

「どうなさいました？　鏡など覗き込んで」

「いや……一年前と比べて育ったと思ってな」

「ああ。確かに背も随分と伸びましたものね」

　唯一の侍女――エメリナが不思議そうに声をかけてくるのに理由を言えば、彼女は「確かに」と頷うなずいた。祖国からただ一人連れて来た気心の知れた侍女は、自分が幼い頃から傍に居た。彼女の目から見てもこの一年で随分と印象が変わったのだろう。

　一年前。突如、大国キヴェラよりもたらされた婚姻の『命令』。本来ならば正室腹ではない自分は王女であろうとも王太子妃などにはなれはしない。まして相手はキヴェラという大国。これで訝いぶかしく思わぬ方が無理というものだろう。

　しかもキヴェラの王太子にはあまり良い噂うわさは聞かない。次期国王には力不足だとか、溺でき愛あいする寵ちょう姫きを正妃にしたいと言い出して王と揉もめているといった話は祖国コルベラまで伝わっている。

　皆は当然反対し、争うことも覚悟した。だが、私からすれば自分一人のせいで国が滅ぶなど冗談ではない。『王家に生まれた以上は政略結婚に納得している』と言い張って、一年前に嫁いだのだ。

「本当に噂どおりの方だったな、王太子殿下は。いや、私にとっては噂どおりで良かったのだが」

「ふふっ、本当に。本来ならば頭の痛い話ですが、私達からすればそこだけは感謝しなくては」

　エメリナもこれまでを思い出しているのか、笑って同意する。何せ誓いの場で花嫁のヴェールすら上げず、『誓約書だけの、形ばかりの婚姻だ』と式の直後に言い放ったのである。

　おかげで王太子殿下と私の不仲――一方的に嫌われているだけだが――は民にすら知られている。しかも私が無理やり嫁がされたことも知られていたので、『愛されぬ悲劇の王太子妃』ができあがった。当たり前だが、私は殿下に愛されないと嘆いたことなど一度もない。

　王太子殿下と妃に成なれぬ寵姫の恋物語も人気があるらしく、『皆様おかわいそう』というのが民の認識らしい。王家のロマンスが完璧に娯楽扱いだ。それを黙認しているあたり、国の上層部が王太子殿下の醜聞を捻ねじ曲げて伝えたと見るべきだろう。

「納得したとはいえ、望まぬ婚姻。それがここまで快適だとは皆も思わなかったろうな」

　そう、悲劇の王太子妃である自分は嘆くどころかとても快適に過ごしていた。それも王太子殿下の冷遇によって。

　何せ王太子殿下は寵姫一筋。誓いの口付けも初夜もなし、後宮の一室に連れて来た侍女と閉じ込めた後は無関心なのだ。夜会や茶会などの誘いが来たことはないから、王太子殿下が勝手に断っているのだろう。

　しかも王が連れて来た王太子妃なので、暗殺の心配も無かった。あるのは精せい々ぜい嫌がらせ程度の、簡単に見抜ける毒入り食事。おそらくは寵姫殿の指示かご機嫌取りの侍女の仕業だろう。

　大変可愛らしい悪いた戯ずらである。ごく稀まれにぶつけられる言葉といい、物語に出てくる恋する乙女とはこういうものかと妙に感動したりもした。

　必要以上に着飾ったり、小国の姫と侮あなどられながらの腹の探りあいなどの面倒事を覚悟していただけに現状はとても快適だったのだ。

　だが、エメリナは納得しながらも怒りを滲にじませる。

「普通の姫君では耐えられぬやもしれませんわ。ドレスは手持ちのものだけで商人も呼べず、持参した装飾品は寵姫様に取り上げられましたもの」

「ドレスはともかく、寵姫殿が私の持ち物を取り上げてくれたおかげで鬱うっ陶とうしい『贈り物』が来なくなったじゃないか」

「それは……そうですけど」

　寵姫にとっては無自覚の行動だが、それが私達にとって大いに助けになったことも事実。大国の貴族からの贈り物ともなれば、元が小国の王女である自分は拒否できない。受け取らなければ『嫁いだ国の貴族からの好意を受け取らぬとは、なんと恥知らずな』とでも言われて、祖国の評判を落とす事になる。

　だが、王太子殿下お気に入りの寵姫が横から攫さらう真ま似ねをするならば、嫌がらせも控えるだろう。彼女がそういった物を手にしてしまえば、王太子殿下から不興を買うことは確実なのだから。

「私は元々気楽な服装を好むし、監視をしたり嫌味を言ったりする侍女が居ないこともありがたいと思っている。エメリナには苦労をかけてしまうが……」

「お気になさらず。本当に手の掛からない姫君ですものね、セレスは」

　すまなそうに言えば、エメリナは悪戯っぽく笑いながら首を横に振る。……姉のような彼女の存在があるからこそ、私は平然としていられるのだろう。

「侍女も護衛もつけずに隅の部屋に閉じ込める……確かに物語のようだな」

「ええ、ですが……」

　ちらり、とエメリナがある一角に視線を向ける。彼女の言わんとする事が判わかり、私も思わず遠い目になった。




　……何な故ぜ、隠し通路のある部屋に閉じ込めるのだろうか？




　物が少なく最低限の生活ができる部屋、ということで選ばれたのだとは思う。だが、せめてそんな物がある部屋は避けろと言うべきじゃないだろうか？　彼が王になった時が果てしなく心配になったのは言うまでもない。

「まあ、侍女達もあの状態ですから……知らなかったのだと思いますわ」

「それはそうなんだがな」

　閉じ込められた当初はそれでも世話をしてくれようとする侍女や良心的な騎士が居た。そういった者達は王太子殿下の不興を買い、遠ざけられたと聞いている。そしてそんな状況になれば、困ったことが起きるのだ。それは――

「食事すらまともに運ばないとは思いませんでしたわ」

　冗談のようだが事実である。おそらくは貴族出身の侍女しか残っておらず、王太子の不興を買う事を避けているのだ。基本的に彼女達はお嬢様……『誰かがやるだろう』と思っているに違いない。

　関わるなと口にした王太子殿下とて、そこまで考えてはいなかったのだろう。何せ彼の立場からすれば『侍女が身の回りの世話をするのが普通』だ。己が発言の弊害を考えなかったというべきか。

　もっとも彼女達ばかりのせいではない。そんな状況にも拘かかわらず、平然と暮らしている自分達の姿が目撃されているからこそ大事にならないのだ。

　隠し通路から町に出て、身に着けていた少ない装飾品を売り、その金で必要なものを購入し後宮内の部屋に戻る。

　ここ一年ほど増えたエメリナの仕事である。制約に縛られる自分が外に出ることは叶かなわないが、彼女はそうして日々の糧かてや情報を入手して来てくれていた。

「コルベラでの教えがこんな所で役立つとはな……」

　しみじみと呟つぶやけば、エメリナも感慨深げに同意する。

「王家の皆様は民を守る者として、一度は騎士団に所属なさいますものね。野営ですらこなしますし、身の回りのことも一通りできて当然、しかも食糧不足という事情がありますから食事に不満など抱きませんしね」

　たくましいと言われればそれまでなのだが、コルベラは小国。それでも生き残ってきたのは、閉鎖的とも言える結束力の高さである。有事の際には民さえ武器を持ち、王家の姫だろうとも『民を守る側』なのだ。

　だからこそ、怖かった。自分一人のために国が滅ぶ可能性があることが。婚姻を拒絶すればキヴェラに攻め込まれかねなかった。その隙すきを作るわけにはいかなかったのだ。

「ですが、そろそろ手持ちの金も尽きるのですが」

「そう、なんだよな……」

　思わず溜ため息いきを吐つく。今の暮らしは自分達の手持ちの金で成り立っていると言ってもいい。しかも増える事は無く、減るばかり。その先に待つのは餓死だ、笑えない。

「キヴェラ王は相変わらず動きませんのね」

「私は夜会にすら参加しないんだ、冷遇には気付いているだろう。やはり『私を使って何かを企んでいる』と見るべきじゃないか？　小国の王女に拘こだわった理由も判らないしな」

　明らかにおかしい婚姻。私の立場は王の駒ではないかと疑っている。もしも私の身に何かが起これば、責任を取るのは王太子殿下。

「……これ以上の憶測を口にするのは止めておこう。とりあえずは今後どうするかだ」

　軽く頭を振って強引に会話を変えると、エメリナは真剣な表情で頭を下げた。

「申し訳ございません。先ほど、一つ勝手な真似を致しました」

「何？」

　訝しげに聞き返すと、エメリナは頭を下げたまま言葉を続けた。

「町で『もう一人のお爺じい様さま』に手紙を送りました。もはや頼れるのはあの方より他はありません」

「それは……」

「姫様。我らが不審な死を迎えれば祖国コルベラは今度こそ黙ってはおりません。例え叶わずとも牙を剥むくでしょう。私は姫様のお心を存じております。お叱りはいかようにも」

　エメリナの言葉は事実である。そしてそれこそ、自分が最も恐れるもの。彼女はそれを知るからこそ最善のことをしただけで、咎とがめることなどできはしない。不ふ甲が斐いないのは守られるばかりの自分なのだから。
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「顔を上げてくれ。……咎めるつもりはない。よくやってくれた、エメリナ」

　感謝を込めてそう言えば、漸ようやく頭を上げ微ほほ笑えむエメリナ。その表情に自分の心は伝わっているのだと判り、思わず笑みが浮かぶ。

「この歳としでお迎えを頼むのか。やれやれ、亡きお爺様に笑われそうだ」

「ふふ。どちらかと言えば『もう一人のお爺様』の夢に現れて、力になってくれるよう頼み込んでらっしゃるかと」

　わざとらしく溜息を吐けば、エメリナも冗談めかして話に乗ってくる。

　……ああ、そうだ。お二人はとても仲がよろしかった。あのような友を得たいと、幼心にも憧れたものだった。

　今はもう居ない、私を可愛がってくれた祖父。あの方が親友と呼んだ存在は他国に在ありながらも、我々の力となってくれるだろう。私達のため、それ以上に亡き友のために。

　私達は遠い日々を思い出し、暫しばし思い出話に花を咲かせた。もはや不安はない。私達には困った時にはいつだって力になってくれた頼れる存在が居るのだと、そう思い出せたのだから。







　　第一話　子猫と狸の攻防戦




　元の世界の家族達よ、元気にしているかい？　私こと香こう坂さか御み月づき―こちらでは『ミヅキ』と呼ばれているよ――は突然異世界に飛ばされてから、山あり谷あり回転ありのジェットコースターな人生を満喫中だ。楽しいイベントが目白押しで落ち込む暇もねぇっ！

　保護してくれたゴードン先生から魔法があると聞かされて狂喜乱舞、直後に発音の問題から詠唱ができないと知り独自の魔法の使い方をしたら魔導師認定。

　魔術師どころか一気に上級職にジョブチェンジ、でもやったことは狩りとか元の世界の生活に近付かせるような生活臭溢あふれるものです。世界の災厄とか呼ばれる者とは全く別物なこの地味さ。

　それでも魔導師は放置しておけんと、村にやって来た騎士達にドナドナされて城へＧＯ！　……そうなった理由はどこぞのＭな奴やつに求婚されたからだけど。顔も家柄もいいのに残念な奴だな！

　どうやら保護された国って『異様に綺麗＋有能→変人』の法則が成り立つみたいで、特に珍しくはないんだとか。元々整った顔立ちの人が多いことに加えて貴族や王族は顔か能力か血筋で婚姻するから、貴族以上は美形の宝庫。眼がん福ぷくです。

　ちなみに私の後見こと保護者は第二王子で渾あだ名なは『魔王』という。

　勿もち論ろん、人外とかではない。生まれ持った魔力が強過ぎることから視線を合わせるだけで他の人を威圧してしまうから、ということらしい。確かに最初はビビった。

　それに加えて大変な愛国者にして有能らしく『ちょっと外交で愛国心のままに本気を出した』（本人談）ら威圧も手伝って魔王呼びが定着したんだとか。

　そこで何故、魔王と呼ばれて周囲が納得するの、とか。

　王子様ってそんなに悪の代名詞みたいなものだったっけ、とか。

　後見なのに保護者って何だ、とか。

　疑問に思うのは当然だ。だが、ここは異世界……常識さえ違うことが『当然』なのだ、細かいことを気にしてはいけない。気にしたら負けだ。

　そんな魔王様の忠実な配下兼幼おさな馴な染じみがアルジェントとクラウス。ちなみに村まで迎えに来たどこぞのＭがアルジェント。クラウスは魔術特化の家系らしく魔術一筋、それはもはや愛。

　恐ろしいことにこの二人は公爵家の人間です、しかも『素敵な騎士様』とか呼ばれちゃってます、冗談抜きにこの国に対して疑問を覚えることだろう。

　そして城に着いた直後に、馬鹿正直な感想を述べてゼブレストという隣国に島流し……もとい、王様のお手伝い。




　そ　れ　が　後　宮　破　壊　っ　て　ど　う　い　う　こ　と　だ。




　犯罪者一直線にしか思えないこの依頼は大人の事情により無罪放免どころか推奨されるようだ。

　何がなんでも勝たねばなるまい。魔王様の配下Ａでしかない私に敗北など許されるはずはないのだという決意を胸に、それはそれは頑張った。

　幻術系魔道具を使って後宮内をゴーストハウスに仕立て上げたりとか。

　巨大カエルを後宮の池で飼育してばら撒まき、側室達の神経を磨すり減らしまくったとか。

　稀に気合の入った側室と女同士の泥沼バトルしたりとか。

　親友と呼べるほど仲良くなったゼブレスト王ルドルフの全面協力の下、きゃっきゃと遊びまくった。後悔は欠片かけらもしていない。

　私が他国の後見を受ける側室という設定だったから、仕掛けてきた側室は家ごと処罰。元からあった不正の証拠などを加えてルドルフ達はザックザックと悪の根を刈り取っていった。

　その際の見返りにルドルフが異世界人としての保護と、特産物である乳製品の無む償しょう提供を約束してくれたのはとても幸運だったと思う。後見よりもこちらの方が何倍も嬉うれしいのは言うまでもない。

　ルドルフの他には一見冷淡で中身はおかんな宰相様、侍女と言う名の側近にして武闘派なエリザ、人間並みに賢いカエルの長個体のタマちゃん、そして見た目は穏おだやか美人さんな将軍セイル――腹黒というか微妙に壊れてる気がする――と親交を深めつつ無事役目は終了。

　で、イルフェナに戻ってきたら婚約者が決まってました。ちなみにアル、クラウス、セイルの三人。あらゆる意味での豪華面子メンツに別の意味で泣きそうだ。

　さすがに魔王様もからかい過ぎたと思ったのか、さくっと事情説明がされた。実際は婚約者という名の監視なんだとか。まあ、常識すら怪しい異世界人を放置ということもできないのだろう。

　なんでも二百年前に魔道具を考案した異世界人を利用した国が大規模な戦を起こしたとかで『異世界人の御お目め付つけ役にして保護者、本命は監視』な守護役制度なるものができたらしい。

　意訳すると『複数の国から守護役出すから互いに妙な真似しないか見張れ。そして異世界人がヤバイことを仕出かす前に止めろ。異世界人の技術が使えそうならば共有』という感じ。

　なので誰も通常の婚約という認識はしないんだそうな。契約だと民間人でしかない異世界人からの破は棄きができないので婚約になっているだけ、とのこと。お嬢様方との泥沼展開が回避されて何よりだ。

　その後は隣国の異世界人アリサの置かれたあまりにもイルフェナとは違う状況に苦情――苦情だ、あれは――を言ってみたり、友人であるグレンと再会――ただしグレンは二十七年前にこの世界に来ており、現在はアルベルダという国に居る――したりとイベントが連発した。

　そして一番最近のものが危機回避能力特化のへたれ、ディーボルト子爵家の双子である騎士ズより依頼されたグランキン子爵家の撃破……じゃない、食事会のための料理提供。

　国からもマークされていたグランキン子爵一家ということもあり、魔王様サイドの思惑も絡んで最終的には『昔ながらの三流悪役グランキン子爵の最期を楽しむ会』から『グランキン子爵家に絡む馬鹿どもの駆除、及びレックバリ侯爵の押さえ』にまで発展した。

　一気にシリアス展開っぽく聞こえるが、狸たぬきが一匹混ざっただけである。やることは変わらないので問題無し。

　娯楽一歩手前のこのイベントは騎士ズ妹であるクリスティーナのデビュタントが最終決着の場になった。もちろん、皆様に楽しんでもらうべく『お祭りがあるよ！　参加者歓迎（意訳）』といった噂を流した上で。

　結果はグランキン子爵の襲撃を逆手に取った裏工作、もとい『あんた隣国の王を襲撃したんだけど、何か言い訳ある？』という力技にて私達の勝利。

　ちなみに私発案ではない、ルドルフ提案の魔王様達でさえ驚かせるための悪戯だ。素晴らしき哉かな、利害関係含む友情。さすがだ、親友よ。

　で。

　終わったはず……なんだよね、全ては望んだ最良の結果で。なのに夜会の翌日に魔王様からの日付指定のお呼び出しが伝えられた。解せぬ。

　今更、説教もないだろうに何かあったんだろうか。悩んでても現実は変わらないけどさ。

　そう、現実は変わらない――

「ミヅキ、気持ちは判るがいい加減に現実逃避を止めなさい」

「元の世界の家族へ向けた心のお手紙生産中です。あと数十枚は書く予定」

「……。後にしなさい」

　お子様じみた言い訳も華麗にスルーする魔王様は美しい顔に疲れを滲ませている。

　いやいや、だって現実逃避したくもなるだろう。呼ばれて執務室に来たのに、どうして元凶だったレックバリ侯爵が居るのさ!?

　グランキン子爵の事件から数日後。呼び出された部屋には何故か先客がいた。つまり目の前に狸……いえ、レックバリ侯爵が座っている。

　先の事件の黒幕、レックバリ侯爵。

　黒幕といっても悪い意味ではなく、利用した者といった方が正しいだろう。何せ彼自身は悪事を働いてはいないし、忠誠心も揺るがないのだ。

　そんな彼が国に追い詰められるグランキン子爵を庇かばっていたのは『グランキン子爵に連なる者達を一いっ斉せいに駆除し、自分が政の中枢から遠ざかることで後任の者達へと自信をつけさせ独り立ちさせるため』。

　いくら頼れる人物であろうとも罪人との繋つながりがあれば躊ちゅう躇ちょせざるを得ない。いつまでも自分がいては頼ってくる者達が頼り無いままだという、教育者的な言い分が理由らしい。

　だからといってレックバリ侯爵が善人かといえば、思いっきり否いなと答える。

　なにせ結果はともかく、やらかしたことは『自分のためにグランキン子爵を利用した』という一言に尽きるのだ。彼を知る皆さんは口をそろえて「あの人だものな」と納得したらしい。

　ちなみに魔王様の教育係でもあったんだそうな。これだけでも奴が善人ではないと知れる。

　つまり見た目で判断できない腹黒。

　温厚そうな口調と言葉に騙だまされる奴、多数。

　過程はともかく最終的な結果重視の計算高い狸。

　これで警戒するなというのが無理というものだ。魔王様とてそれが嫌というほど判っているから、私を関わらせようとしないっぽいし。

　……利用価値の高い駒なんだよねぇ、異世界人って。持っている知識以前にこの世界の常識を知らないから『知りませんでした』という言い訳が通っちゃうし。

　それに加えて魔導師、興味を引かせて会話に持ち込むという手も使える。私自身もそういう手を好むので、使い勝手の良い駒という認識なのだろう。

「レックバリ侯爵、何度も言っておくがミヅキを利用させはしないから」

「判っておる」

　念を押す魔王様はその言葉が信用できないのか、やや案じるような眼差しを私に向けてきた。

　あれですか、狸の言葉は『儂わしの言葉に誘導されなければ』という部分が隠されているわけですね？　後見としてはそれを心配している、と。

　相変わらず面倒見のいい保護者様だ。天使のようだと称される美貌は威圧のせいか冷たい印象を受けるのに、一度懐ふところに入れれば過保護気味になって守ろうとしてくれる。

　金の髪に青い瞳の王子様は良い保護者。レックバリ侯爵曰いわくの親猫というのも頷ける。

「レックバリ侯爵。ミヅキには我々がついていることもお忘れなく」

　にこり、と穏やかに微笑むのはバシュレ公爵家のアルジェント。本日も魔王様の護衛……かと思ったら、どうやらレックバリ侯爵対策でここに居たらしい。

　淡い金の長髪を首の後ろで一つに纏まとめ、優しげな瞳は明るい緑。白い騎士服がよく似合う彼は確かに『素敵な騎士様』と言われるのも納得できるが、中身は中々に腹黒い。絶対に御お伽とぎ噺ばなしや物語の素敵な騎士様ではない、間違いなく子供達の夢を砕くだく。

　容姿さえ対人カードの一つにしている彼は『自分より強い者に痛めつけられることに悦よろこびを感じる』という難儀な性癖をお持ちだ。素敵どころか変態です。

「俺達だけではなく家もミヅキを望んでいるからな」

　無表情に言うのは魔術特化のブロンデル公爵家のクラウス。黒髪に藍色の瞳を持つ彼もまたレックバリ侯爵対策要員なのだろう、日頃はこんなことを言わないし。

　魔王様やアルに並ぶ美しさを持つ彼は魔術を心の底から愛している。それはもう、魔道具で己の伴侶を作り出すことを実の親から心配されるほどに。

『貴女を逃したら次はないと思ってるんです！』

　というご両親の魂の叫び、もとい懇願は守護役についての説明の時に聞いた。その時、私は思ったのだ――




『いい歳した男が等身大フィギュアを自作し嫁と呼ぶ？　何それ超怖い』




　と。馬鹿正直と言うなかれ。彼の両親は『人間であれば性別・年齢不問』などと血迷ったことを言い出すほどに追い詰められていたのだから。

　二人の様子に口を開かずとも『やだなー、大おお袈げ裟さなんだからぁ』と思っていた私は、その後すぐにそれが決して過剰な心配でないことを悟さとった。すまぬ、ブロンデル公爵夫妻。

　以来、魔道具の嫁に代わる存在（＝魔導師）としてクラウスのお気に入り枠わくに私は入っている。しかも生き物を模した魔道具の製作は断念させたので代わりはない。ぶっちゃけるとブロンデル家は切実な家庭事情も含めて味方するということだ。

　狸よ、何故ここまで警戒されるんだ。あからさまに防衛対策をとるとか絶対におかしいだろうが。

　呼び出されたのは魔王様の執務室から繋がっている部屋なのですが。

　呼び出したのは魔王様なのですが。

　何故だろう……『お話ししたいから』などという普通の展開が待っているとは思えん。

　引退延期を決定するまで多くの人に粘られた狸が多少萎しおれていても自業自得。そしてその程度で狸が己の行動を反省するはずもないというのが私の見解だ。

　……。

　逃げていいかな、この状況。

　ここに来る直前にジャネットさんから渡された『あるもの』をぎゅっと抱き込み、警戒心を剥き出しにする私を見てレックバリ侯爵は苦笑する。

「ふむ、それほど警戒せんでも」

「いえいえ、か弱いので自己防衛は重要ですよ」

「か弱い……」

　ぽつりと呟き、生温かい視線を向けてくるレックバリ侯爵。

「何か？　ああ、大人しくはないですが」

「……。その腕の中のぬいぐるみは」

「これですか？　先ほど、近衛騎士のジャネットさんにもらいました。実物に手を出さなければ罪にはならないと」

　噂ではレックバリ侯爵が今回の黒幕と思われている間、ジャネットさんが想いをぶつけていたらしい。なお、その情報をもたらしたのはジャネットさんの息子。ご家庭の裏話をさらっと暴露していったのだが、いいのだろうか？

「……」

「……」

　見つめ合うこと暫し。そして。

「すまなかった」

「あら、初めて謝罪の言葉を聞きました」

　やはり腕の中の狸のぬいぐるみは効果絶大だったみたい。……うん、何故かは知らないけど首に縄が巻き付いていて妙に首が細くなっているんだよ。

　誰が見ても『絞めたんじゃね？』としか思わないよね、これって。まあ、後で縄を解いて綿を詰め直してやろう。さすがに哀れだ。

　つーかね、レックバリ侯爵。近衛騎士の立場から見ても貴方のやり方は強引だったってことですよ。でなきゃこうはなるまい。ジャネットさんも騎士なのだ、最優先が国である以上は多少のことなら目を瞑つぶる。だが今回は少々問題だ。

　一応庶民に該当している私を無理矢理引き摺ずり出すってどうよ？

　騎士とは比較的友好的でも貴族とはかなり温度差があるのだ、大半の貴族にとって私の認識は『使えるか・使えないか』だろう。後見を受ける以上その認識はある意味正しい。だから私は魔王様の配下だと言っている。

　そして現在の呑のん気きな生活ができるのは魔王様の庇ひ護ごとゼブレストの存在があるからだ。他国の王とも親しいから、イルフェナの内部に組み込まれることはない。

　レックバリ侯爵としては私を国の駒としても使いたい……というのが本音だったんだろうね。そのままだと魔王様が絶対に表に出さないから。何だかんだ言っても良い保護者です、魔王様。

　勿論、レックバリ侯爵の狙いどうりにはならなかったわけだが。

「謝罪より理解していただきたいです。私は魔王様の駒にはなっても国の駒にはなりません」

「ほう、何故かな？　国の後見を受けているはずだが」

「ええ。それはゼブレストも同様です。そしてゼブレストが『私個人の味方』である限り、イルフェナの駒にはなりえないでしょう」

　私の返答にレックバリ侯爵は苦笑を返すのみ。魔王様達が口を出してこないところを見ると、彼らは私がレックバリ侯爵の話に乗ることを良く思っていないらしい。

　他国と深い繋がりを持つ人物を国の中核に位置付けるなんてありえない。

　私がイルフェナに忠誠でも誓えば心強い繋がりに見えるだろうが、現時点でその気はないのだ。ついでに言えばルドルフ達が困ったら私は当然味方する。良くも悪くも中途半端な立場だからこそ『どちらの協力者にもなることができ、国の中核に組み込まれることはない』のだから。

　しかも私は今回のことでルドルフという王を個人の人脈として見せ付けている。ここまでやったら国に取り込む危険性の方が重視されますって。

　なお、逆の場合は私がイルフェナにおいて何の権力もないので問題視されることはない。魔王様と守護役二人が優先するものが国だとルドルフ達も知ってるし。

　そう個人的な見解を述べるとレックバリ侯爵は実に残念そうに溜息を吐いた。当然じゃないか、魔王様が必至に庇ってくれているのを理解できないほどアホな配下でいるつもりはありません！

　平穏な生活を維持するためなら努力を惜しみませんとも。邪じゃ魔まする奴はそれなりの扱いされても文句言うんじゃない。好感度は重要だ。

「やれやれ……有能な若手を獲得できると思ったんじゃがな」

「お断りします。今いる人達を育ててください」

「……レックバリ侯爵、もういいだろう？　貴方がミヅキと話したいと言ったから場を設けたが、これ以上押し付けるようなら強制的に切り上げさせてもらう。……ルドルフ殿からの抗議も来るだろうね」

　魔王様が会話を打ち切ろうと言葉を挟んでくる。このまま続けば私が言い負ける可能性も高いと判断した模様。視線を向けると『黙っていろ』と暗に伝えてきた。

　ちなみに魔王様の言葉は嘘うそではない。ルドルフ襲撃は事実なのだ、ルドルフが私の共犯だけど。

　本人が物もの凄すごく楽しんでいたから忘れてたけど、これもレックバリ侯爵以下イルフェナ勧誘組を黙らせる手段なのか。意外な所でお役立ちだな、宰相様はここまで見越していたのかい。

　やっぱり国の中枢に居る人達と付け焼刃の私では格が違うね。絶対に勝てん。

「ふむ、では可か哀わい相そうな年寄りの頼みではどうかね？」

「どなたのことです？　多少萎びた狸なら居ると思いますが」

　ぴくり、と反応するレックバリ侯爵。器用に片眉を上げている。

「……狸とは儂のことかな？」

「あら、ご自分を狸だと思ってるんですか」

　では今後狸様とお呼びしましょうか！　と笑顔で続けると今度こそレックバリ侯爵は顔を引き攣つらせた。

　嫌ですね、狸様。夜会で私の性格はある程度理解できていたと思うのですが。魔王様どころか背後に控えたアルやクラウスが見て見ぬ振りをしているのだ……私達がどういった感情を抱いているか察してくださいな。

　もっと言うなら空気読め。この場で絡め取るような言い回しが通用するはずなかろう。

　ただ、何か言いたいことがあるのは理解できた。じとっと睨にらみながらも先を促うながす。

「で、結局何が言いたいんです？」

「お前さんが『か弱い』などという冗談を言うのでつい釣られてな……」

「お話がないようなので失礼しますね！　二度と会わないことを心より願ってますから！」

「なっ！」

「お待ちください！」

　私の優しさを無にする返答に笑顔で席を立ちかけると、レックバリ侯爵と控えていた執事らしき人が慌てて止める。ちっ！　そのまま退場は無理か。

　当たり前だが『か弱い？』発言で怒るような性格はしていない。……いや、実際に一般人並みの耐久性しかないから騎士に比べてか弱いのだが。

　貴族も嗜たしなみとして剣術を習ったりするらしいので庶民の私は正真正銘それ以下。便利さに慣れた世界の人間は体力的な面で明らかに劣る。虚弱というより軟弱だ。

「ま……待て待て待て！　謝る！　話だけでも聞いてくれ！」

　慌てだすレックバリ侯爵に、私は頷きつつもしっかりと釘を刺す。

「話を聞いても『国に取り込まれることはない』ことと『無理矢理関係者にしない』ことを約束してくれるならいいですよ？　魔王様、証人になってくださいね？」

「勿論だよ。証拠もあるから問題ない」

　魔王様も笑顔で頷きクラウスを振り返る。軽く頷くってことは魔道具で記録されてるってことか。対してレックバリ侯爵は苦い顔になる。懲こりない狸だな、いい加減学習しろよ。

「はあ……片方だけならばともかく、エルシュオン殿下も揃そろうと本当にやりにくいの」

「教育の賜たま物ものです。とにかく疑え、あらゆる事態を想定しろ、言げん質ちを取られるな、ということが最大の自己防衛に繋がると学習してますからねー……体験学習で」

　そう言うと何故かレックバリ侯爵は可哀相なものを見る目になった。その視線は憐あわれみ一杯。

「ああ……それは確かに身に付くじゃろうな」

「身に付くどころか一歩間違えば死んでますよ！」

　特にゼブレストでの後宮騒動。ルドルフ達がブチ切れる環境でよくぞ生き残ったといえる。寵を競うんじゃなくて命の取り合いだったもんなー、その分報復には手加減というものをしなかったが。

　仲間意識が強いのは偏ひとえに命の危機的状況を共に勝ち残ったからだ。素晴らしき哉、戦場の絆。

　……などと言ったら執事さんにも哀れみの眼差しで見られた。珍しく狸様も似たような表情を表に出している。さすがに一般人をいきなりそういった場に放り込むのは思う所があるらしい。

　憐れみなんて要いらないやい。そもそも魔王様の教育方針の元凶、アンタじゃん!?

「やれやれ、その条件を呑のもう。じゃが、お前さんならば話に乗ってくれると思うがの」

「へぇ？　魔王様かルドルフ関連ですか」

「……？　まさか。レックバリ侯爵！　あの話は断ったはずだ。蒸し返す必要はない！」

　訝しく思う間もなく、魔王様が声を荒げた。あれ？　魔王様が声を荒げるなんて珍しい……ってアル、耳を塞ふさぐでない！　んん？　何か思い当たることがあるのか？　初めて見たぞ、そんな様は。

　何にせよ話を聞かねば判断できまい。とりあえず耳を塞ぐアルの手をべりっと引き剥がす。

「あー、はいはい。話を聞くだけという約束もあるので黙っててください。アル、耳塞がないの！」

「ミヅキ、退室しなさい」

「魔王様？」

　即座に退去命令が下った。レックバリ侯爵の話を一切聞かせたくないらしい。

「君には関係がないことだ。聞く必要はない！」

「さすが親猫。子猫を危険に晒さらす真似はせんのだな」

　魔王様は憮ぶ然ぜんとするも、その挑発に乗ることなくレックバリ侯爵に厳しい目を向けている。

　本当に珍しい。ところで親猫と子猫って何さ？　状況的に魔王様が親猫で私が子猫っぽいけど。

　微笑ましそうな顔で見る前に説明してくださいよ、レックバリ侯爵。

　そんな私の思いをシカトして二人は言葉の応酬を開始した。

「事前に防ぐ術すべがあるのに感情を優先して行動を起こさぬ者は愚かだと教えたはずじゃがな？」

「それは手の中の駒でできる範囲のものでは？　無関係な者を犠牲にしていいことではありません」

「王族としても同じことが言えるかね？」

「言えますよ？　部外者だけに押し付けて自分達は安全な場所に居るなど、どこの外道ですか」

　……。

　意味が判らん。とりあえず私に『何か』をさせたいってことみたいだけど、保護者な魔王様が前から突っ撥ぱねていたらしい。アルやクラウスも魔王様と同意見らしく教えてくれる気はないようだ。

　当事者無視せんでおくれ、寂しいじゃないか。

　埒らちがあかないと思ったのか、レックバリ侯爵は魔王様を無視して私に話し掛けてきた。

「話が進まんの。……ミヅキ、お前さん後々イルフェナとゼブレストに災厄が降りかかるならばどうするかね？」

「悪役が居るなら〆しめます。災厄が起こる要因が判っているならば取り除きますね」

　即答する私に満足そうにするレックバリ侯爵。

「レックバリ侯爵！」

「この愚弟子が、黙っておれ！　……それをお前さんが取り除けるとしたら？　命の危機になるほど危険じゃがな」

　魔王様の抗議も一掃。師匠の貫禄を見せつけると更なる返答を私に迫ってくる。

「状況によります。国がすべきことならば傍観、私にしか覆くつがえせない状況ならば行動でしょうか」

「その基準は？」

「国の評価と周囲に与える影響。幾ら私が結果を出してもそれが個人に頼ったと言われ、国の評価を落とすならば動くべきではないでしょうね」

　淀よどみなく答える私にレックバリ侯爵はとても満足そうだ。逆に魔王様は不機嫌そう。答えとしては間違ってないっぽいのに何故。

「では、話そう。異世界人よ、ある国の王太子妃と侍女を母国まで送り届けてくれんか？」

「は？」

　何それ。里帰りくらい普通にできるでしょ？

　疑問がそのまま顔に出たのか、レックバリ侯爵は「普通は、な」と意味ありげに呟いた。

「実はな、その国の王太子は溺愛する寵姫が結婚前からおってだな……今も公の場にはその寵姫を伴っているそうじゃ。王太子妃は結婚式以来、姿を見せておらん」

「その寵姫じゃ駄目だったんですか？」

「子爵家であることに加え浪費家らしくてな。王とその側近達が許さなかったらしい」

　甘やかされた貴族の令嬢なのだろうか。それならば将来の王妃として不安になるのも頷ける。

「将来の王妃に相応ふさわしくない人柄なんですね？」

「それも許されなかった理由の一つじゃろうな。勿論、それ以外にもあるのじゃが……平然と国庫を圧迫させるような女が民に尽くすとは思えん」

　浪費女に恋する王子様ねえ……財産狙いじゃないの？　それ。愛だと言うなら自分から身を引くとか慎つつましやかに暮らして王太子妃を立てるとかするだろ、普通。それに王子もどうかと思う。そこまで愛に生きたいなら身分捨てろよ、どうせまともな王にはならん。

「うむ、儂もそう思う」

「声に出てましたか。ついでに言うならいい年して『周囲の反対の中、身を寄せ合って健気に立ち向かう恋人同士』な自分達に酔っている思考回路は普通に恥ずかしい。アリサ達を知っているから特に」

　アリサからはあの後お詫びと事後報告の手紙が届いた。きちんと理解した彼女は元が善良なだけあって非常にまともだ。

『一年後にはもう一度エドの奥さんに戻る予定だから家事を頑張ってるの』と可愛い奥様な言葉があったので、簡単な料理のレシピを返事と共に送ってみた……ら旦那様（予定）に大変好評だったらしく。

　今では料理指導係兼お友達として友好的な関係を築いていたり。今後家庭菜園を作るそうだ。あの子やっぱり貴族階級が合わなかっただけだったんだなぁ。

　異世界人と貴族の組み合わせが現実を見ることができているのだ、教育を受けた王族・貴族でこの行動ってどうよ？

「おお！　まさにそのとおりじゃぞ？　咎める者は遠方に飛ばしとるらしいからの」

　話が早い、とばかりのレックバリ侯爵に微かすかな違和感を抱き、首を傾かしげる。

「何故そんな駄目な生き物を野放しにしておくんです？　それに反対している王様に情報はいかないんですか？」

「あの国は正妃の生んだ男児に継承権が優先される。民に慕われとる王妃様にまで影響が出るのは確実じゃからな、簡単にはいかんのよ。情報に関しては……お前さんが言うかね？」

「へ？」

　いきなり自分に向いた矛ほこ先さきに、ぱちくりと瞬まばたきをする。

「貴族でさえお前さんの情報はつかめんかったじゃろ、同じ国に居るというのに。向こうは後宮の全てが敵であることに加え、王太子の味方が周囲を固めているでな。それに後宮は王と王太子のみ持つことを許されているが……基本的に不干渉なのじゃよ」

「王や王の命を受けた人でも、ですか？」

「うむ。主以外の子を身み籠ごもる可能性があるからの。それを利用して王太子と周囲の貴族は嫁いで来た姫を虐しいたげておる」

　つまり情報の規制が徹底されていることに加え強制捜査もできないから、不審に思っても行動に移せないわけか。明確な証拠がないのに一方的な叱しっ責せきはできんな、王様でも。しかも証拠の入手も難しい、と。

　悲恋に酔う王子様にとって周囲の貴族達は心強い味方扱いかい……普通にヤバそうだね、国の将来。後宮の管理が次期王としての資質を試される場となっている気がしないでもない。

　ところで。

「その国や王太子妃様はお気の毒だと思いますけどね、私が動けることじゃないでしょう？」

「いいや？　暫くすると間違いなく被害が来るぞ」

「何故」

　首を傾げる私に対しレックバリ侯爵は大変いい笑顔で――気のせいか額に青筋を浮かべて。

　問題発言をしたのだった。

「イルフェナには現在一歳になる王女が居る。ゼブレストもクレスト家に歳の近い姫と若君が居たはずじゃ！」

「……」

　思わずジト目になる。侯爵の考えが読めた。うん、そこまで言われると私でも理解できる。魔王様は溜息を吐き、アルとクラウスは僅わずかに顔を歪ゆがめていた。

「……。そのろくでもない寵姫が子供を産んだらイルフェナやゼブレストと縁組みしたいと言い出しかねないわけですね？　しかも王太子の独断とかで」

「そのとおり！　王子を産めば間違いなく正妃にするじゃろうし、我が子の後ろ盾を得るという意味ではイルフェナかゼブレストが狙い目じゃろうな」

　その国が望んでいるのか、王太子の独断かは判らない。正直そんな王太子が王になる国に血縁者をくれてやりたくないと思うのも当然。だが、次期王からの直々の打診は無む碍げにはできないということだろう。

「駄目王子が王になったら国が傾きそうですね。共倒れは勘弁して欲しいです」

「共倒れどころか踏み台にしかねんぞ？　王の決めた婚姻にも拘わらず后きさきを蔑ないがしろにする奴じゃ」

「あれ、そっちから言い出して迎えた姫なんですか!?」

「そうじゃよ。寵姫の噂を知っておるからの、姫の方から言い出すことはない」

　新たな情報にぎょっとする。ヤバくね？　普通に考えてそんな扱いしてたら抗議来るぞ？

　最悪、宣戦布告されるかもしれないんじゃないのかな!?

「王達は余程あの寵姫を認めたくはなかったらしいの」

「ちなみに姫様達を母国に戻して穏おん便びんに済むんですか？」

「それはお前さん次第じゃな」

「はい？」

　何でー!?

「君が証拠を持って無事に二人を連れ帰れば報告を受けたイルフェナとゼブレストが介入できる。そんなことを公にされれば批難が集中するだろう。結果的に全てを良い方向へ持って行けるんだ……逆に言えばそれまで我々が一切介入できない」

　諦あきらめたのか、溜息を吐きながらも解説してくれる魔王様。説明感謝です、何やら随分と大おお事ごとになってますね。

　私がゴールまで無事に着ければ『私と姫の母国からの報告で事態を知った国が抗議できる』と。

　ぶっちゃけると王太子が縁組を望んでも、王太子妃の冷遇を盾にイルフェナとゼブレストが拒絶するということだ。王が望んで迎えた王族の姫を冷遇とかありえないもの。

　一応互いに納得した上での婚姻なので、普通に逃亡しただけでは姫の祖国が一方的に悪く言われるだけ。冷遇の証拠がない状態では、『責任感のない王太子妃』と言われ批難される可能性・大。

　だが、第三者として他国が介入し証拠を入手すれば話は変わってくる。姫の祖国と手を組み、『望んでおきながらに目に余る冷遇を行うとは、馬鹿にしているのか』と逆に批難できるだろう。

『関係のない国が動くほどの事態』。しかも善意に溢れた抗議――実際は利害関係の一致だが――なのだ、提示された証拠を覆さない限り悪者確定。

「さて、どうするかね？」

　面白そうに、けれど探るようにレックバリ侯爵が聞いてくる。

　本当にどうしましょうねー？　とりあえずもう少し詳しく聞いてからかな。







　　第二話　子猫は考える




　さて、レックバリ侯爵の『お願い』のまとめをしてみよう。

　内容…ある国の王太子妃と侍女の逃亡の手助け。

　勝利条件…彼女達を母国へと無事に送り届ける。

　敗北条件…逃亡失敗（落命含む）。




　現時点での説明から得られた情報

　●王太子には結婚前から浪費家の寵姫あり。

　●彼女との結婚を反対され、王が連れてきた妃を認めておらず冷遇。

　●王は王太子とその側近達に（現時点では）口出しできない。




　……大体こんな感じか。

　個人的な予想として。




　●王太子は身分を捨てるつもりはなく、悲恋に酔っている。

　●寵姫は財産狙い。側近も王子の味方というより利を見込んで味方している。

　●王は王妃への影響を恐れ事態を内々に済ませたい？

　●王太子妃の国は王太子の国に逆らえない状況。




　引き受けていないから国の名前とか明かされていないけれど、力関係は正しい予想だろう。誰が王の言葉も聞かず寵姫溺愛の王子の下に姫を嫁がせるというんだ。冷遇確定じゃん。

　政略結婚はお互い様なのに、自分のことしか考えていない時点で王太子にも期待できない。

　これ、状況的に普通に連れ帰るだけじゃ無理ですねー……現状を覆せる証拠の入手と舞台を整える必要があるわけか。そこで私に話を持ってくるあたり認められていると思うべきなのかね？

　そもそも寵姫が后に相応しくなるよう努力するとか、王子が諦めていれば問題は起こらなかったわけで。

　魔王様が関わらなくていいと言った理由がよく判るな、あまりにもアホ過ぎる。王太子の国、自業自得だろ？　国の法があるっていうなら王妃ごとばっさり切れよ。

　まあ、何か考えがあってその状態にしている……という可能性も捨てきれない。王太子はともかく、王が無能だとは言ってないもの、魔王様達。だからこそ、警戒しているのかもしれないが。

「……そろそろいいかね？」

「はい、いいですよ。これ以上考えてると王や王太子の暗殺まで考えが及びそうですし」

　馬鹿正直に答えれば、侯爵は一瞬動きを止め……軽く頷いた。諌いさめる言葉はない。

「……。物騒だがある意味同意できるの」

「ああ、やっぱり一度は考えましたか」

「うむ。少しばかり勝手が過ぎるじゃろ」

　寧むしろ推奨方向にある模様。ですよねー！

　勝手に自滅でもしてろって感じですよ。魔王様やルドルフを知ってるから全然同情できない。

　他の王族は知らないけど、何よりも国優先でなきゃならないんじゃないの？　義務だよね？

「国名は伏せるがこんな国じゃ」

　執事さんが差し出してきた紙に目を通すと……ある一箇所が目に留まった。

「豊かな国というのは強い。まして国を守り通せるだけの力を持つならば。今の王は野心家でもあるがの」

「……あの国はね、土地に恵まれているんだ。食糧事情で逆らえない国が幾つもあるんだよ。特に自給自足できない小国にとって民を飢えさせないためには言いなりになるしかない」

　魔王様の補足に王太子妃側の事情が見えた気がした。民を飢えさせるわけにはいかなかったのか。

「……つまりレックバリ侯爵の『お願い』だけじゃなく、その点も今まで通りにさせなきゃならないわけですね」

「そう。イルフェナは自給自足できているけど他国まで養うのは不可能だ」

　なるほど。だから魔王様としてはイルフェナだけじゃなく影響を受ける国のことも考えてレックバリ侯爵の意見に反対らしい。下手に動いてその国が姫の母国に対し警戒を強めた挙句に、交易を制限されたりしたら悲惨なことになりかねない。まして他国のことに気を使うような国じゃないみたいだし。

　そうさせないためには私が何らかの交渉材料を用意しなければならないわけで。

　魔王様……ちゃんと他国のことも考えられる人なんですね。アルやクラウスが全面的な信頼を置いているのは幼馴染というだけではないとみた。誇ほこれる主ってのは素晴らしいものだ、私も配下Ａとして自慢できる。

「だから向こうがイルフェナに話を持ってきた時点で対処した方が被害はないと思うんだ。我が国ならばやり合えるからね」

　そうしている間にも魔王様とレックバリ侯爵は睨み合いを続けていた。好戦的な発言が出るということは、無茶な要求をされた場合は突っ撥ねる方向なのか。確かに、他国の事情に利用されるというのも頭にくるだろうけど。

「おやおや、一戦交える気かね？」

「必要ならば。最悪の場合、ですが」

「我々もエルに賛同しております」

「その場合は俺達が最前線を務めさせてもらう」

　魔王様に賛同し、それぞれの決意を語るアルとクラウス。魔王様達の言い分も理解できるのか、レックバリ侯爵は少々困った顔だ。

　縁組を持ちかけられる可能性のあるイルフェナやゼブレストはそれでいいとして、姫様達の命は危ういもんな。彼女と彼女の祖国は見捨てると言ってもいい。

　うーん……立場と考え方によっては魔王様達の言い分が最善の方法なのか。まあ、何もしなければそうなるだろうけど。

　その点レックバリ侯爵の方法はピンポイントで協力者が恨まれる、ある意味私だけが迷惑を被こうむる方法だ。どう考えても犯罪者一直線、しかも冷遇の決定的瞬間を目撃していれば最悪消される。

　確かにレックバリ侯爵の『お願い』は難易度が高い。姫の母国のことも含めれば更に難易度は上がるだろう。しかも、私が異世界人でなければ成り立たないと言った方が正しい。




　異世界人はこの世界の事情など『知るはずがない』のだ、『誰か』から逃げてきた『女性達』と一緒に行動しようと文句の言いようがない。しかも追ってくる者達はその理由を明かせないのだから。




　幼児（＝異世界人）に本気で怒る大人（＝国）など周囲に呆れられ評価を下げるだけだろう。そもそも数ヶ月前に来た異世界人にしてやられたなんて絶対に言いたくはないに違いない。

　私の今までの功績は全て『協力者』としてのものなのだ……個人でやらかすなんて普通は信じない。しかも外見、小娘。負けたら恥です。笑われます。

　そのことも踏まえ姫の冷遇の証拠さえ持っていれば交渉で全てを『なかったこと』にできる。他にも交渉材料があれば交易もこれまで通り継続可能。そのあたりの交渉はレックバリ侯爵がやるつもりなのだろうが。

　そしてそんなことがあった以上、イルフェナとゼブレストに縁組を持ちかけるなんて真似はすまい。強気で交渉とかできないもの。

『全てを良い方向に持っていける』と魔王様が言った理由は間違いなくこれだろう。反対する理由は『私が恨みを買うから』だ。保護者としては頷けませんね、そりゃ。

　どうやら色々と理由があったらしい。と言うか私に話す必要がないことだしね、これ。

『将来的に縁談を申し込まれそうだから』なんて仮定でしかないことで言い争いも妙だと思ってたけど納得だ。最良の方法とは私が犠牲になること前提なのだから。

　まあ、私が興味を示した時点で裏事情まで話さざるを得なくなったんだけど。

「レックバリ侯爵。貴方は何でそんなに必死なんです？」

　ふと疑問に思ったことを聞いてみる。いや、レックバリ侯爵も魔王様達の意見を全面的に否定してるわけじゃなさそうだしね？　何か理由がある気がするのだよ、どうも不自然というか。

　そう言うとレックバリ侯爵は一枚の手紙を差し出してきた。読めってことだろうか。内容は……姫からの近況報告かな？

『現在、私達は装飾品を売って糧を得ておりますが、それも近いうちに尽きるでしょう』

　そんな一文が目に入りぎょっとする。ちょっと待て、これ拙まずい。なんで後宮で餓死フラグ!?

　他にも様々なことが報告書のように淡々と書かれているけど、一番拙いのはこれだ。タイムリミットが迫ったゆえのＳＯＳだったらしい。

　でも何故か悲壮感はないんだよなぁ。しかも使用人宛ての一般郵便ぽいのが気になるところ。……王族・貴族って手紙用の転移法陣あるよね？　先生も使ってたし。

　疑惑で一杯の私の視線を受けて、レックバリ侯爵はやや寂しげに話し出す。

「儂はな、かの国の先王とは友人だったのじゃよ。王だけでなく姫の教育に携たずさわったこともある。だからこそ姫が簡単に弱音を吐かぬことも知っておる」

「お姫様だからこそ打たれ弱いんじゃ？」

　当然の疑問にレックバリ侯爵は小さく笑って首を横に振った。

「あの国は王族は誰より国を守るものという意識が強くてな、王族は皆一度は騎士団に入ることが義務付けられておる。姫だろうが徹底的に躾しつけられるから野営だろうと平然とこなすぞ」

「野営……なんてたくましい」

「生活費くらい自分で稼いで何とかすると断言できるな」

　自活できる王族ってのも何だが凄すごい。生き残る義務のある王族にとっては必須なのかもしれないが。……そう言えば食糧の面で頼ってるって言ってましたっけ。もしかしたら元々贅ぜい沢たくをしない環境なのかもしれない。

　そんな人が逃げ出すことを考えるなんて余程のことがあったんだろうか。

「姫は特に祖父である先王を尊敬しておってな、先王も末の子である姫を可愛がっていたものじゃ。だからこそ儂に頭を下げてまで姫のことを頼んでいった」

　そこまで言うと一度言葉を切りレックバリ侯爵は執事共々深々と頭を下げる。魔王様達が息を飲むあたり初めて見た姿なんだろうか。

「頼む！　あの子を助けてやってくれ。可能性がある以上、諦めるような真似はしたくはない……」

「それで私は危険な立場になるわけですね？　落とし所を見つけると言っても恨みは買いますよね？　自分と、全く、関係ないのに？」

　見捨てるようだが、私に姫を助ける義務はない。まして自分の今後が関わってくるともなれば。

　レックバリ侯爵もそう言われることは予想していたのか、私の言葉を批難しなかった。

「判っておる。儂は全ての責任を背負いイルフェナから処罰を受けよう」

「そのためにイルフェナの中枢から離れようとしたんですか」

「引退した身ならば処罰もしやすかろう。イルフェナ自ら儂の首を差し出せばお前さんにまで被害は及ばんはずじゃ」

「イルフェナに勝ったという優越感から、ですよね？」

　そう言えば、この人は長くイルフェナの外交を担になってきたんだった。向こうの国を相手にしたことも当然あるはず。確認するように問えば、侯爵ははっきりと頷いた。

「うむ。交渉次第じゃが。一度は痛い目を見せたことのある儂の首ならば価値があろう」

　まあ、私は常に誰かの協力者なのだから『背後にレックバリ侯爵がいました。騙されてお手伝いしただけです』という言い分は通るだろう。実際、私にとって利益なんてないのだから。何か言ってきたら首を差し出して向こうの機嫌をとる、と。

　狸も人の子だったんですね～、亡き友人との約束のために命を差し出すとは。……私も差し出されてる気がするけど。




　レックバリ侯爵的理想

『異世界人を騙して友人の孫を救出したよ！　ありえない王族冷遇の証拠もあるし、小娘にしてやられた恥ずかしい出来事を黙っていてやるから全部無かったことにして大人しく姫を手放せ。イルフェナにも苦情言うな！　それで足りないなら自分の首くれてやるから良い子にしてろ』




　魔王様の言い分

『下手に動くと姫の母国が大変な状況になるし今は静観。ただし何か言って来たら行動するし、武力行使も覚悟してるよ！　無関係な異世界人を犠牲にするなんてありえないから！』




　二人の言い分を簡単にするとこんな感じかね。あれ、何か感動的な要素が消えた!?

　……。

　と、とにかく。二人とも責任をとること前提での意見だし、正直どちらが良いとも言えない。だって、どちらにしろ争うことになるような気がするんだよね～。すぐに同じ事を繰り返しそうだし。

　それに。何故二人とも私が大人しく従うと思っているんだろうか？

「え～、大変感動的なお話なんですが。レックバリ侯爵の言い分も魔王様の言い分も私には関係ないです。物凄く無関係、内政干渉に近いこと、よくない」

　言い切ると魔王様は安あん堵どしたように頷き、レックバリ侯爵と執事さんは無念そうに溜息を吐く。

「そうだろうね、君はそれでい……」

「ですからこの話に乗りますね、利害関係の一致で」

「「は!?」」

　がば！　と頭を上げ、驚きの声を上げるレックバリ侯爵と執事さん。魔王様達も声を上げて固まった。

　……いや、貴方達の言い分は理解できるんだけどさ？　最初に私の意思を聞こうよ？

「な、君は何を考えているんだ!?」

　いち早く正気に返った魔王様が慌てて声を上げるが聞くつもりはない。

「放っておいても貴方達がこの国を守るじゃないですか。だったら私は自分のやりたいようにやります」

　きっぱり言い切ると否定できないのか、魔王様はとりあえず黙った。

　アル達が居るもんね？

　最前線を務める覚悟があるって言ったものね？

　否定できまい。否定すればイルフェナの防衛方面を第二王子が不安に感じていることになるものね。

　ついでに言うなら私は感情のままに生きる珍獣――この世界基準――ですぜ？　『人生一寸先は闇』ならぬ、『気がついたら異世界でした。しかも監視役もとい守護役という名の婚約者までできちゃった、人生って不っ思議ー！』をリアルに経験しているのだ。

　感情のままに生きて何が悪い！　重要なのは未来ではない、現在です。

　細けぇことはいいんだよ、勝率なんざ後から爆上げできる。いや、するものだ！

「ミヅキ？　一時的な優しさで自分を犠牲にするのは良くありませんよ？」

「いや、姫様達に優しさを向けたわけじゃないし狸に同情もしてない」

　やや引き攣りながらも一般的な言い分で諭さとすアル。嘘つけ、お前ら誰も私がそんな善人路線だとは思ってないだろうに。

　即座にアルの言い分を否定すると、やはり自分でも無理があると思っていたのかアルは黙った。……いや、そんな『やはり誰も賛同しませんよね』的な顔をされても対応に困るのだが。

　レックバリ侯爵と執事さん、微妙に視線を逸らしているのは一体何故。

　アルが黙ると次はクラウスが至極当然のことを言ってくる。

「お前には関係ないだろうが」

「現時点ではないけど、個人的には願ってもない状況です！」

「……。個人的な理由だと？」

　訝しげにこちらを窺うかがうクラウス。そこで私はきっぱりと言い切った。

「黒騎士達が頼まれもしないのに次々と魔道具の開発をするようなものだと思え！　逆境はチャンスだ、新たな魔道具開発の機会を逃して良いの!?」

「……確かに」

　納得したようだ。さすが日々新たな魔道具作りに勤いそしむ職人、自分達にも喜ばしい機会なのだと判れば話が早い。

　まあ、『人体実験の場だよね、今回』と暗に言っているような気がしなくもないけどさ。

　全てに反論すると、さすがに彼らは沈黙した。というか諌める言葉が見当たらないともいう。

　それでも納得していないのは表情と雰囲気で判る。ただ、諦めの色は随分と強くなったみたい。

　魔王様達は何とか諦めさせようとするけど聞くつもりはありません。

　この機を逃したら次はないので邪魔しないでください！

「いや、その……儂が言っておいて何だがいいのかね？」

　依頼したくせに事態が飲み込めないのか、おずおずと声をかけてくるレックバリ侯爵。勿論、私ははっきりと頷いた。……視界の端で魔王様達が頭を抱えてるけどスルー。

「同情では動きませんが、利害関係の一致でならば大歓迎！　あ、最悪の場合は私ごとばっさり切り捨てちゃってください」

「いやいやいや！　全てを背負わせるわけにはっ！」

「個人的な事情なのでイルフェナに迷惑はかけられません。貴方の事情は『ついで』なので気にすんな？」

　ぐっと親指を立てていい笑顔。個人的過ぎて、誰もが吃驚な理由だから気にする必要はない。

　でも非常に私らしい理由なのだ、寧ろ私の性格を知っていれば納得できるだろう。
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「……。ミヅキ、理由を聞かせてくれないかな。保護者である以上は簡単に許可できない」

「許可もらえなくても勝手に動きますよ。……これです！」

　疲れの滲んだ魔王様の言葉に頷き、私はテーブルの上に先程手渡された『ある国』についての資料を置く。覗き込んで来る一同に先程からずっと見ていた部分を指差すと誰もが呆れた視線を私に向けた。

　 『十年前にゼブレストに侵攻』

　すいません、この一文を見た時から頭の中では復讐の文字がちらついてます。

　そーか、そーか、ルドルフが死にかけ紅の英雄が誕生するに至った元凶かい。あの後宮の原因とも言える貴族の増長を招いた十年前の戦。しかも、ゼブレストにいた時から私は『ある疑惑』が頭にちらついている。

　何故、ルドルフに反発する貴族ばかりが戦の影響もなく元気一杯なのかな、とか。

　どうして王とクレスト家が押さえ込まれる事態になったのかな、とか。

　ひょっとしたら背後に黒幕居たんじゃないかなーなんて、思ったりしたのだよ。

　ルドルフ達は部外者の私に最低限の情報しかくれなかった。国としてはそれが正しいのだが、十年前に仕掛けてきた国の名前を誰も出さなかったというのも妙な話。

　……『紅の英雄』については教えてくれたのに？　救出のためとはいえ、隠すならこちらの方だ。

　思わず口元に笑みが浮かぶ。それを見たレックバリ侯爵達は不気味そうにやや体を遠ざけ、魔王様達は止めても無駄と悟ったのか深々と溜息を吐いた。

　うふふ……私が関わる隙を作ったのが運の尽きと思え？　情報次第じゃただでは済まさん。後宮騒動に関わっていたのならば、黒幕を倒すまでが私の役目！　レッツ、報復！

　それにさ。

　ゼブレストに喧けん嘩か売る国ならイルフェナも交渉だけで済むとは思えんのだよ。魔王様達もそれを危き惧ぐしているから『一戦交えることもある』って言ってるんじゃないのかね？

　もしかして以前に狙ってきたこととかあったりしない？

　初めてこの国に来た時、私は『狙われやすい国』だと言って否定されなかったよね？







　　第三話　逃げるだけで済むはずはない




　うふふ……うふふふふふふ……！

　ありがとう、神様！

　この世界は国ごとに祭ってる神が違うし扱いに差があるからあまり信じていないけど。とりあえずイルフェナの海の女神に感謝しておこう。

　慈悲深く優しい女神様らしいので『そんなことしてない！』と焦あせるかもしれないが、手遅れです！　結果的にイルフェナにとっても良いことですよ、諦めてくださいな。

　では、さっさと話を進めましょうか。そう決めると私は、大変良い笑顔でレックバリ侯爵の片手を両手で包み込み再度告げる。

「その話、引き受けますよ。姫達を必ず祖国へと送り届けてみせます」

「う……うむ。何やら凄まじく頼もしく感じるのじゃが」

「その代わり条件を呑んでいただきます」

　何やら引いているレックバリ侯爵の手を離し、ぴ、と人差し指を立て。

「まず、策は私に一任させていただきます。あくまでも『偶然、姫達と知り合って逃亡に同行』という形で行きますから、報告も常にというわけにはいきません」

「国の手助けは不要ということかね？」

「下手に動けばイルフェナに迷惑が掛かりますよ。作戦内の行動以外は控えるべきかと」

　魔王様達は不満そうだが、こればかりは仕方ない。基本的に魔王様が動かせるのはアル達だ。目立つ。超目立つ。顔が知られてる可能性もあるので囮おとり以外に使えないだろう。

　黒騎士には事前に働いてもらうことになるだろうし、白騎士はその分、通常業務頑張ってくれ。

　何より私の不在を誤魔化せるだけ誤魔化してもらわねばならんのだ……都合の良いことに日頃の過保護ぶりは知られている。彼らがイルフェナで普通に姿を見せていれば異世界人だけが居ないとは思うまい。

「事前に黒騎士に魔道具を作ってもらうことになるので費用はレックバリ侯爵持ちで宜よろしく」

「それくらいは構わんが、一体何をするつもりだね？」

　やや不安を覗かせながら問うてくるレックバリ侯爵。でも今は言うつもりはない。

「姫達のお手伝いですよ？　任務完了後に私の復讐が始まりますが」

「いやいやいや！　気持ちは判るが復讐はそれほど簡単ではないと思うぞ？」

「今回のことを利用すれば可能です！　人は困難に挑戦するものですよ！」

　握り拳こぶしを作って断言する私に魔王様達は頭を抱え、レックバリ侯爵と執事さんは拍手した。

　うむ、ありがとう！　何だがノリと勢いに巻き込まれただけな気もするけど。

「それでは地図を見せてくださいな？　あ、ついでに国の名前を明かしてくださいよ」

「む？　ふむ、もういいじゃろう。問題の国はキヴェラ、姫の母国はコルベラじゃ」

　執事さんが持ってきてくれた大きめの地図をテーブルに広げ皆で覗き込む。元の世界の物に比べてかなり大おお雑ざっ把ぱだけど、大体の形と位置が判ればいいので問題無し。

　国について簡単な解説が書かれた紙に目を通しながら地図を見ると嫌でも状況が理解できた。魔王様達が『異世界人の素人を頼るんじゃない！』と怒った理由も。

　……ああ、確かにキヴェラって国はでかいな。

　海沿いにあるイルフェナは左にゼブレスト、中央にキヴェラとアルベルダ、右にバラクシンが接しているのか。ただ、ゼブレストやバラクシンは海沿いに山があるから港はないみたい。海からはイルフェナの港を経由して周辺の国へ、という感じなのだろう。

　ん～……位置的な点から言ってもイルフェナとキヴェラって揉めたことあるっぽいな。思わず疑問をそのまま口に出してみる。

「キヴェラってイルフェナ狙ったことありません？」

「何故そう思うかね？」

「野心家なら領土拡大と海の玄関獲得を狙いませんかね？」

「……。ある、とだけ言っておく」

　やや視線を逸そらしながらも、難しい顔で頷くレックバリ侯爵。よし、手加減はいらん。今回はやられる前に殺やろう。

　そして次に姫の祖国、コルベラに目を向けた。

「コルベラってキヴェラに接している小国の一つなんですね」

「……食糧を別にしても逆らえん理由が判るじゃろう？」

「ええ、領土の広さが全然違いますし」

　うん、納得した。そりゃ、逆らえんわな……戦力が圧倒的に劣るだろうし。無駄な争いをするくらいなら大人しく要求を呑むか。

　キヴェラの大きさはゼブレストとイルフェナを足したくらい。ただ、大半が平地でしかも食糧を確保できるというなら住んでいる人の数は全然違う。つまり兵も多いということだろう。国の維持にも必要だし。

　復讐が簡単ではない、と言う理由はこれだろうね。一人で乗り込んでどうにかなるものじゃないもの。しかも大国ならばそれなりの防衛策は取られているはずだ。

　が。

　今回みたいに侵入するなら人の多さはこちらに有利だ。ついでに言うなら私にとっても好条件ですよ。そんな国だからこそ負けを認めさせた時の屈辱は小さくない。

　……楽しみですね、本当に。

　思わず思考が駄だ々だ漏もれ、楽しげな私にクラウスが呆れて声をかけてくる。

「ミヅキ、物騒なことを考えてるな？」

「いいじゃない、クラウス」

「どうせなら洗いざらい吐け。止めたくらいで素直に従うとは思えん」

　意外な言葉に軽く目を見開くと、クラウスは軽く肩を竦すくめた。

　あら、さすがに学習したみたい。しかも今回は『魔道具製作を頼む』って言ったから、個人的に興味も湧いたかな。

　魔王様もアルも諦めモードとはいえ私の考えが気になるようだ。では、そろそろ私の考えを言っておきますか。

「まずキヴェラですべきこと。婚姻の証明書の破棄と王太子妃冷遇の証拠の確保、この二つを成した上で姫と侍女を逃亡させる。……合ってますか？」

「うむ」

　レックバリ侯爵が頷いたのを確認し、次の段階に移る。

「次。ここからが多分レックバリ侯爵の考えと違うと思うんですが……直接コルベラには向かいません。向かうのはゼブレストです」

「ほう？」

「……理由をお聞きしても？」

　意外だったのか、侯爵と執事さんが同時に聞いてくる。うん、そうだよね。遠回りになるもの。

　彼らの視線を受け、私は地図に目を向け話しながら指先を這はわせる。

「キヴェラからコルベラに向かえば必ず追い付かれます。まして逃亡している私達には土地感がない。山などに逃げ込んでも数に物を言わせて山狩りされれば終わりです」

　追跡者の数が多いというのは実に面倒だ。下手をすればそいつらを引き連れたままコルベラに到着してしまう。

　……事態を知らないコルベラの民はどう思うだろうか？

　間違いなく必要以上の恐怖を抱き、事実を知ろうとするだろう。その結果、国が一丸となって姫を守ろうとしたら戦争突入確定。物凄く譲歩しても険悪にはなる。

　しかもキヴェラの民は王太子妃の冷遇具合を知らない。下手をすれば国の上層部が王太子の罪を隠し、王太子妃を悪人に仕立て上げるかもしれない。そして対外的にはそちらが『事実』となってしまう。

　戦争を望まないから嫁いだのに自分が切っ掛けで戦争になる、なんて事態は誰も望んでいない。

　そう告げると皆は黙り込んでしまった。これが今回の一番の難点。何らかの策を練らない限り、コルベラが犠牲になる。覆すには決定打となる証拠、加えて相当の根回しが必要だ。

「ですから。それも踏まえて私の復讐計画も発動です」

　私の言葉にぴくりと反応する一同。彼らも良い案は思い浮かばなかったらしい。

「何かあるのかい？」

「ええ、勿論。姫達が野営さえ平気だと判っているからこそ、ですよ」

　代表するように尋ねた魔王様に頷き、指先をキヴェラに合わせる。まずはここからスタート。

「逃亡がバレればまずコルベラ方面に捜索の手が伸びます。ですから敢あえて逆のゼブレストを目指します。そしてゼブレストの転移法陣を使ってイルフェナへ。ここで旅の準備を整えます」

「直接イルフェナを目指さないのかい？」

「距離があり過ぎます。とりあえず『国外脱出』を最優先にしますよ」

　キヴェラは縦に長い形になっている。キヴェラを中心として反時計回りにゼブレスト、イルフェナ、バラクシン、アルベルダ、カルロッサ、コルベラと続く。

「このような順で遠回りをしてコルベラを目指します」

　キヴェラに隣接していないバラクシンも入れるのは一番手が回りにくいからだ。キヴェラがバラクシンにまで追っ手を向けようとしても、イルフェナかアルベルダを通過しなければならない。

　事が事だけに転移法陣の使用はない――王太子妃逃亡の噂は伝わるから、疑われる行動は避けるだろう――だろうし、私達にも状況確認の時間が必要だ。

「なるほど。ゼブレストなら君は自由にイルフェナと行き来できるし、バラクシンにはアリサが居る。……友人を訪ねるという言い訳にはなるんだね」

「アリサに一度遊びにきて欲しいと言われてるんですよね、実は。グレンにも一度向こうで会いたいですし」

　巻き込む、という心配はない。キヴェラが事情説明するとは思えないし。どちらかと言えばアリサを介して情報を撒まく目的もある。

　しかもアリサが関われば王家が出てくるのだ、キヴェラとて事情を説明できない以上は関わりたくはなかろう。

　こちらを罪人扱い……という展開も予想されるけど、逆に私が異世界人で魔王様達と繋がりがあるから『別人です！』と言い切れるのだ。捕獲するならイルフェナへの問い合わせが必須。

　そして問い合わせされればまず確実に無罪放免だ。何せ私はコルベラと関わったことがないのだから、キヴェラの主張には無理がある。当然、正当な理由の下に守護役達が出てくるので結果的にこちらの正当性を主張できるだろう。

　このルートでは追いかけて来るしかないのだよ、キヴェラは。捕まっても連れて帰るまでに逃亡できるしね！

　明るく言い切ると、レックバリ侯爵は何ともいえない表情で生温かい視線を向けてきた。

「何と言うか……よく短時間でそこまで考え付くの」

「悪企みなら自信あります！　逃げるなら追っ手を弄もてあそびたい！」

「……君ね、少しは悪い方向に考えないのかい？」

　胸を張って言い切ると、即座に突っ込みを入れてくる魔王様。

「ちなみにこれは基本プランなので、今後私の個人的な目的を達成すべく罠が追加されますが」

「お前さん、エルシュオン殿下以上に容赦がないのじゃな」

　そこで何故呆れるのだ、狸よ。頼もしいと言ったじゃないか、素直に喜べ。

「……で？　ここまで遠回りする理由は？　ああ、お前の方の事情な」

「ミヅキ？　まさか貴女が『逃げるだけ』なんてことはありませんよね？」

　アルとクラウスが確信をもって尋ねてくる。あらあら、鋭い婚約者様達ですね。勿論、期待に応こたえちゃいますとも！

　にやり、と笑うと免疫のないレックバリ侯爵と執事さんがビク！　と肩を震わせた。

「罠という程の物じゃないわよ？　キヴェラで入手できる王太子達の冷遇の証拠って魔道具に宿した映像と音声でしょ」

「まあ、そうだな。それが確実だ。だが、あくまで証拠の一つという程度だが」

　……うん？　何か引っ掛かる言い方をするね、クラウス。

　そんな私の疑問を察したのか、クラウスは映像系の魔道具についての欠点を述べてくれた。

「記憶を第三者に見せるものは元になった本体の記憶そのもの。つまり幻覚を見ていればそれがそのまま現れる。魔道具そのものに記録させるものもあるが、幻影で別の場面を再現させたと言われれば否定できない」

「再現？　ってことは証拠にならない？」

　それはちょっと拙い。だが、それに対してクラウスは首を横に振った。

「いや、再現できる範囲は極一部だ。それこそ一部屋とかその程度だな。術者の記憶が元になるから、どうしても幻影を作り出す範囲が広がれば粗あらが出ておかしなことになる」

　ほほう、つまり広範囲ならば疑われにくいってことですな。証拠を得る時の注意点か、良いことを聞いた。

「うん、じゃあそれは気を付けるとして。この世界ってさ、娯楽が少ないよね？　……大国の王太子妃が冷遇されてた、なんて人々の関心を集められそうよね？」

　にやりと笑って『娯楽』といった私に、『王族・貴族にとって噂は最も恐ろしい化物』だと教えた人々は顔を引き攣らせた。まさか、自分達が教えたことをそう利用するとは思わなかったらしい。

　それを見て『教えるならば人を選べ』とばかりな呆れた視線を彼らに向けるレックバリ侯爵。

　ふふ、悪魔とでも呼んでおくれ。やるからには何でも武器にしますとも。

「だから。できるだけ多くの決定的な場面を編集して大量生産、通行料代わりにそれぞれの国へ置いて来ようと思って。勿論、キヴェラにもね？」

「他国を巻き込むのか！」

「やだなぁ、心配してると言って！」

　くすくすと笑いながら言っても説得力はないか。でも心配してるのは本当だよ？

　それに『この世界のこと』なのだから『この世界の人達』が足あ掻がかなきゃ。関係のない国といっても、それはあくまでも『現時点』。今後、当事者になるかもしれないのだ、きっと必死に情報を集めてくれるだろう。

「キヴェラだって隠し通そうとした事態が民にバレたら混乱するわよね？　他国だって明日は我が身と思えば自国の手の者を向かわせて情報収集をするでしょう。当然、コルベラにも。……誰が悪者になるかしら？」

「「「「「……」」」」」

　中々に規模の大きな話となってきたせいか、皆は一斉に思案顔。関わる範囲を広げまくった私の案に、単に呆れただけかもしれないが。

　まあ、皆無言になっちゃって！　でもこれが一番確実な方法じゃん？

　コルベラが他国を頼れなかったのは『自国に見返りを要求されても困るから』だ。では、見返り……と言うか他国にとって無視できない事態だったら？

　十分な証拠を持って王太子妃がコルベラに着けば、醜聞を恐れキヴェラが手を引くかもしれない。そしてキヴェラ上層部が寵姫を王太子妃にしたくないと思っていることは明白。




　結論……次の犠牲者が他国から選ばれる。




　しかも王太子どころか国そのものが信頼できないと判っているから政略結婚の意味もない。一方的に王族の姫を取られて終わりだ、誰が味方をするというのか。

「自分達が迷惑を被りたくない国はコルベラに味方するでしょうね。唯一の被害者がいるもの、その『事実』を盾にしてキヴェラの要求を突っ撥ねるでしょうよ。思い上がった国を牽けん制せいする意味でも周辺の国は結束するんじゃない？」

　一国ならば逆らえなくとも、結束すれば状況が変わってくる。自国の今後がかかっているのだ、善意ではなく利害関係の一致の下にコルベラの味方をするだろう。

　だって、この王太子、お馬鹿さんっぽいしさ。

　感情のままに王が連れて来た姫を冷遇とか、一体何を考えているのだ。どう見ても国の最高権力者の顔に泥を塗る行為じゃないか。

　しかも、これが大国の次期王。そのままでも十分やばそうだが、うっかり縁続きになって大国のごたごたに巻き込まれるなど冗談ではない。

　ちなみにこれはあくまでも姫の自由を確保するための策なので私の復讐とは別物だ。だって、他国に頼るだけだと『私の復讐』にはならないしね？

　イルフェナの今後と私の安全を天てん秤びんにかけたのか、複雑そうな魔王様に私は笑いかける。

「キヴェラも私達が逃げてる間に考えればいいんだよ、どうするのが最善なのか」

「それが君の優しさかい？」

「ある意味優しさで、ある意味惨酷さです」

　意味が判ったのか、魔王様は溜息を吐いて頷いた。それは了承の証あかし。

「はあ……無事に戻ってくるんだよ」

「無事かは約束できませんが結果は出します」

「いや……そういうことじゃなくてね？　守護役達を誰が抑えるんだい」

　魔王様、心配するのはそっち!?　……と思ったけど、ブロンデル公爵夫妻の方は確かに深刻そうだ。アルの方は特に問題な――

「ミヅキ、生きて戻ってきてくださいね？　あまりに長く留守にするようなら勝手に婚姻届を出しますから」

　ぎょっとしてアルを見れば『そうすれば公爵家として動けますから』といい笑顔で言い切った。

　……これは私だけを救助する、姫様達の見捨て・落命フラグではなかろうか。

　レックバリ侯爵も思わずアルをガン見し、何故か私に縋すがるような視線を向けてきた。魔王様は「やりそうだよね、アルは……」と呟き溜息を吐くばかり。

「ミヅキ。どのみちお前が死ねば守護役に就いている俺達にも処罰があるだろう。それは納得してやるから、せめて同じ墓に入るくらいは許せ」

　アルに続いてクラウスも血迷ったことを言い出す。処罰……はまだ判るとして。

　クラウスさん……感動的に聞こえますが、それは『死んでも魔導師と一緒！』という『墓の中に持って行きたい一品』的扱いではないかね？

　魔王様も同じことを考えたのか、生温かい視線をクラウスに向けている。もしや、私が帰ってこない場合は魔道具の嫁製作の危機再び！　なのだろうか。

「儂が言うのも何じゃが、無事に帰って来てくれ。主に国のために」

「頑張りますっ！」

　様々な気持ちが入り混じった、微妙な心配をしてくるレックバリ侯爵の言葉に。私は力一杯良いお返事を返したのだった。

　さて、お手並み拝見といきましょう？　キヴェラの皆様？







　　第四話　自分に素直なのは良いことだ




　レックバリ侯爵がドン引きするほどの勢いで話した計画は無事採用。魔王様達も半ば諦めから私の意思を尊重してくれた。

　いいじゃないですか、魔王様。イルフェナのためでもあるんですよ？　このまま放置して戦争になったら私もアル達に付き合って最前線に行くだろうし。

　そもそもこんなことになった事情を周辺諸国が知ればキヴェラへの不審と嫌悪は嫌でも高まる。放っておいてもいつかはドンパチやらかしそうな状況だ。

　なお、これは単なる憶測ではない。キヴェラの王太子は能力不足とその性格から、すでに警戒対象となっているらしい。王妃の息子なので余程のことがない限り、王になるそうな。

　意外と味方につけられる国がありそうだ。しかも、今回は完璧にキヴェラが悪い。ならば圧倒的な支持を得られる今回こそ絶好の機会だと思う！

　姫様もコルベラも気の毒じゃないか。今後の犠牲を出さないためにも勇気ある行動は必要だよ？

　まあ、私としては意味が少々異なるのだが。




　正義？　何それ美お味いしいの？

　建前って重要だよね！

　同じ敵を相手にする者同士仲良くしようじゃないか！




　姫達に同情するのも、国の今後を憂う気持ちも勿論あるとも。でも動く一番の理由は個人的な復讐。最優先事項は姫達の救助と復讐。

　思い上がった国に怒りの鉄てっ槌ついを！

　駄目人間と言う無かれ。人として当たり前の感情なのだ、知力と魔力を尽くして貶おとしめてやるから首を洗って待っていたまえ。

　何せ元の世界にはこんな名言があるくらいだ。




『最初の一撃で戦いの半分は終わる』




　判りやすく言うなら先手必勝。素晴らしい言葉じゃないか。つまりキヴェラで後々まで響くようなことを起こすべし、とな。

　ふふ、最初は派手にやってやろう。逃亡生活は地味だしな！

「なあ……ミヅキは一体何を書いてるんだ？　えらく楽しそうだが」

「さあ？　あいつのことだから完全犯罪の計画書だったりしてな！」

「ちょ、それ笑えないだろ！」

　……そんな風に和なごやかに話していた騎士ズが事情を知って止めに来るのは夕食後のこと。

　ディーボルト子爵家の双子、もとい私のお付きと化している二人の騎士は誰かから話を聞いたらしく、顔色を変えて突撃してきた。

　そういや、君達も騎士だからキヴェラのことは私より詳しく知ってるだろうね。

　それに加えていつもの『危機察知能力』が発動したからビビったな？

　本日も本能レベルの危機察知能力はすこぶる好調のようだ。明らかに私個人に対して、というより国に対しても発動されている。




　だって、この二人は魔王様達の『一戦交える覚悟はできてます発言』を知らないはずだもの。




　さすがにそこまで一般騎士の二人に話したりはしないだろう。あれはあくまでも可能性でしかないのだから、下手に不安を煽あおるようなことは教えまい。

　ただ、そういった情報がなくとも『なんとなくヤバそう』という勘が働くのがこの二人。本人達はそれが私個人のことだと思っているだろうが、実際は『私の行動によって今後起こり得ること』にも向けられていると推測。

　勿論、私が彼らの言葉に頷くはずもなく。騎士ズは無駄な説得を試みることになった。

「何で逃亡の手伝いが国と一戦交える方向になるんだよ!?」

『一戦交える』という言葉が出たことに僅かに目を眇すがめ……二人の様子にやはり魔王様達の発言までは聞いていなかったのだと、確信する。それにしては余裕があり過ぎだ。では、一体――

「「いくらお前が規格外でも個人が国を相手にするなんて無謀過ぎるだろうっ！」」

　……。私か。最初から私がキヴェラと一戦交える気になっていると思ったのか、お前ら。

　まあ、ここは勘違いさせておこう。無駄に胃を痛める必要もあるまい。

「必要だから。それから『一戦交える』んじゃなくて『貶める』が正しい」

「なお悪いわっ！　それ絶対お前の個人的趣味だろ!?」

「趣味と周囲の期待と後々のことを踏まえた上での素晴らしい試みでしょうが！」

　怒鳴り合いの場所は騎士寮の食堂。すでに話を聞かされていた人々は生温かい視線を向けつつ、諦めと呆れの溜息を吐く。

　彼らとてある程度の事情は把握している。そうなると確かに私が動くと言うのも有効な手段となるので、一方的に諌められないのだ。

　騎士ズは一般騎士であることに加えて、私のお付き＆本人達の危機察知能力があるので反対している。彼らの中では私も一応民間人の分類なのだろう。アル達ほど駒認定はしていない。

　……やはり先ほどの想像どおり、彼らは感じた『危険』がどういう方向かは自分達も判ってなさそうだ。成功しても私がキヴェラに睨まれることは変わらないからねぇ。

　ところで。今組み立てているのが姫の自由を確保するための計画であって、個人的な復讐部分はまた別にあることは話さない方がいいかな？　また外道認定するかな、君達。




　　※※※※※※※※※




「……というわけで記録用魔道具の製作をお願いします。数は三十個ほど」

「随分多いな？」

「ばら撒き用が大半です。目指せ、有利な展開」

「判った。お前なら有効活用するだろう」

「ありがとー！」

　私の『お願い』にあっさり頷くクラウス。あの話し合いの場に居たからこその快かい諾だくだ。

　さすが職人、どういったものが欲しいか説明するだけで使い方には突っ込まない。話が早くて非常に助かる。寧ろ魔道具あってこその作戦なので私が関わること以外は乗り気。

　そもそも逃亡中に護衛が付けられない……というか私が護衛扱いになるので、彼らはその辺の負担を心配していると思われる。

　でも多分大丈夫だぞ？

　普通のお姫様と侍女なら負担になるだろうが、向こうは野営も平気で脱走計画を立てる人達だ。

　それ以前に命の危機になりつつも一年生き延びてきたと聞いている。そんな環境の中、二人だけで生活できていた時点で何の心配もない。

　私も短いとは言え後宮生活を送っていたのだよ。その経験からすると迂う闊かつに手を出せない奴が相手なことよりも、『葬ほうむることが正しい』認識の盗賊や魔物の方がよっぽど楽。

　しかも逃亡の先には自由が光り輝いている。私の前にはその先に復讐のスタートラインが。

　手に手を取って目指しますとも、コルベラを！　……いや、実際には追っ手を蹴散らしながらかもしれんが。

「ミヅキ……追っ手をあまり嘗なめない方がいいぞ？　数で攻められれば明らかに不利だ」

「ふふ、大丈夫。対策は勿論考えてあります！」

　にこにこと上機嫌で返す私に、クラウスは訝しむ。

「対策？」

「うん、今は秘密。でも先生が関わっているよ」

　内緒！　と言い切ると無駄と判断したのか、やや不満そうにしながらも深く追求しては来なかった。彼の魔導師に対する信頼は絶大だ。

　ある意味、私の使う魔法を最も理解しているので大抵のことは何とかなると思っているのだろう。主な心配はこの世界の常識方向といったところだろうか。

　ええ、ばっちり考えてありますとも。逃亡だけでなく私個人の事情的にも重要なのだ、抜かりはない。

　こちらの協力者は先生。先生もキヴェラには色々と思う所があるらしく復讐自体は賛成みたい。

　師弟初の共同作戦が決定！　心が躍おどる展開じゃないか……！

　立案・実行は私だけど、事前準備は先生。互いの長所を活かして遣やり遂とげてみせるとも。

　なお、先生が魔王様達ほど心配していないのは村での一ヶ月を知っているからだ。……馴染むのが早かったとはいえ、色々と苦労があったのだよ。当時に比べたら今の私は『どこへ出しても必ず無事で帰ってくる』程度には安心できるらしい。

『嫁ぐなら心配なことこの上ないが、逃亡生活ごときで音を上げるような軟弱者には育てとらん！』

　というお言葉をいただいた。辺境の村だけあって時々サバイバルな生活でしたからねー、あの村。

　普通は逆だ、とか言ってはいけない。私の場合は事実なのだから。

　魔王様達の女性基準って戦う力のない人だからねえ……どうしても過保護にはなるだろう。

「ゴードン殿が関わっているなら大丈夫だろうが無理はするなよ」

「判った」

　協力者として挙がった先生の名に、僅かに意外そうにしながらも安堵した様子のクラウス。ええ、無理はしませんよ。無茶はしないよ、『私達の基準』でね。

　ただ、先生や私はクラウス達と危険の基準が大きくずれていることは黙っているけど。

　寧ろ『頑張って来い』な意見であることも黙っているけど。

　勿論、先生に対するクラウスの信頼を壊すかもしれないので、そういった類たぐいのことは口にできない。どうせバレるし、その時に盛大に驚いてもらおう。

　そして、つい先ほど衝撃の事実が判明した。

　……先生、レックバリ侯爵の甥おいだった。レックバリ侯爵のお姉さんが医師と恋愛結婚したんだと。その夫婦の子供が先生。

　あの狸の血筋だよ？　真ま面じ目めで誠実でも『それだけ』であるはずないじゃないか。

　どのみち一度はイルフェナに戻るのだ、お説教は纏めてその時でいいよね？

「ミヅキ。お前は一体、何を考えている？」

　あれこれ考えていると、珍しくクラウスが問い掛けてきた。魔術にしか興味がないはずなのだが、今回ばかりは気になることでもあるんだろうか。

「とりあえずは姫と侍女の救出かな？」

　曖あい昧まいに答えればクラウスは眉をひそめる。誤魔化すな、ということだろう。

　もっとも私とてキヴェラという国に向けているのは『疑惑』であって『確信』ではない。思い違いならば本当にレックバリ侯爵の『お使い』で終わる。

　クラウスは私をじっと見つめた。その瞳は深い藍色。どこまでも純粋に魔術を愛するクラウスは感情を露あらわにすることがほとんどない。興味がないから『事実として捉える』に過ぎないのだろう。

「お前は俺に自分の意志で動く魔道具の製作を止めたな？　技術がどんな風に利用されるか判らない、責任を持てないだろうと」

「言ったわね」

　事実だ。私は元の世界で様々な技術を見てきているのだから。

『道具』ではなく、最初から『兵器』として作られたら……そう利用されたら。クラウスは間違いなく自分を許せないだろうし、可能性を知りながら止めなかった私も同罪。

　二百年前に魔道具の元を作った人も後悔したみたいだし、同じ道を辿たどることもないだろう。

「目の前ではなく、その先を考えられる。今より今後を考え行動するお前が本当に一時の感情で動くのか？　別の理由があるんじゃないのか？　俺おれはそう考えている」

　責めることもなく、期待することもなく。ただ、どこまでも『可能性』を示し唆さする静かな瞳は見つめ続けられると少々居心地が悪い。……隠していることがあるなら、尚更に。

「……さあ、どうかな」

「否定しないのか」

「嘘を言わないことが誠意の表れだと思って」

「……」

　やや不満そうにしながらも納得したのか、クラウスは溜息を吐いて視線を弱めた。

　やっぱり意識して若じゃっ干かんの威圧をしてたっぽいなぁ。魔王様で慣れたから、今更効かないんだけどね、私。

　そしてクラウスは何故か私の左手首を取る。

「クラウス？」

「……魔力は俺と同じくらいなんだよな、お前」

　クラウスが僅かに目を眇め掴つかんだ手首を見つめると、触れた部分から仄ほのかにクラウスの魔力が感じられた。

　どんな感じかと言われれば困るのだが、何て言うか……空気の流れが纏わりついているようなイメージなのだ。勿論、目には見えない。

「魔王様みたいに圧倒的じゃないけど、高い方だとは言われているよ」

「そうだな、高い方だ。それで瞳に影響が出ないとは不思議だな」

「へ？」

　何故、いきなり目の話になる？

　意味が判らず首を傾げると、クラウスは使っていない方の手で普段は左目を隠すようになっている前髪を上げた。そこにある左目は――

「あれ？　クラウス、オッドアイだったの？」

「おっどあい？」

「左右の目の色が違うこと……でもクラウスの場合、何か違うような」

　思わずまじまじとクラウスの目を覗き込む。右と同じ藍色の瞳ではある。ただ、うっすら銀色がかっているので総合的に左右の色が違って見えていた。

　クラウスは聞き慣れない言葉に戸と惑まどったようだが、私の説明で納得したらしい。そのまま言葉を続けた。

「この世界では魔力が高い者は瞳に影響が出やすい。色は個人差があるが、こんな風に左右の色が違って見える場合があるんだ」

「クラウスは外見を気にして隠す……わけないね。何か理由が？」

「当然だ」

　職人、期待通りのお答えですね。そうだよね、外見を気にするはずないか。

「見た目で魔力が高いと判断できるんだぞ？　魔術師として将来有望だといっているようなもの……逆に言えばこんな目を持つのは『魔術師』だと判断できる」

「……あ」

　クラウスの説明に何となく理由を察し声を上げると、『言ってみろ』とばかりに促された。

「服装から騎士として判断されれば魔法は隠し要素として武器になるけど、最初から魔術師だと知られれば対策を取られたり狙われたりするから？」

「そのとおり。セイルみたいな奴もいるんだ、魔術結界を張ったまま集中攻撃されるとどうしても不利になる。ちなみに魔力の影響でこうなっているから魔道具でも隠せない」

　ああ……詠えい唱しょう必須だもんね。魔道具を使うにしても対象への認定は必須だから、そうさせないよう相手に動かれちゃうのか。しかも色変えしても隠せない、と。そういや食事会の時も片目は隠されたままだった。

　勿論、武器で闘うこともできるだろうが、セイルみたいな戦い方をされると魔術方面は抑え込まれる可能性だってあるだろう。見た目で判断できる的になっちゃうのか、難儀だな。

「それだけではなく、これでは印象に残りやすいだろう？　任務には不向きだな」

「あらら……魔力が高いのはいいけど弊害があるのか。じゃあ、魔王様は？」

「エルは両目だろう？　見て判らないか？」

「あれが普通だと思ってた！」

　意外そうなクラウスに『気付きませんでした！』と正直に言ったら、可哀相なものを見る目で見られた。いや、それ以前にそんな情報知らなかったから！

　改めて見たクラウスの左眼は藍色にうっすら銀色がかっている不思議な色だ。銀色はそこまで自己主張が激しくないのだが、クラウスの元の目の色が藍色なので色が薄くなるような感じになる。

　……そういや、魔王様も妙に深い感じの色だった気がする。ただ、混ざっている色が同じ系統の色だったのと両目ということもあり、不自然ではなかった。色も個人差があると言っていたから、魔王様の場合はあまり目立たないのだろう。

　それでも日本人の私から見れば『綺き麗れいな青い目だな』程度の差なのだが。カラコンだって珍しくないんだもの、やろうと思えばオッドアイにできるし。

「魔導師が基礎的なことを知らないとはな」

「う……煩うるさいなぁ。私にとっては綺麗っていう一ひと括くくりだもん」

　多大なる呆れを含んだ眼差しと言葉に若干拗すね気味に返すと、クラウスは意外そうに私を見た。

「綺麗という一括り？」

「うん。だって、魔力が高くて凄い魔法が使えても重要なのは使い所でしょ？」

「そうか……確かにそうだろうな。魔力の高さが勝敗に繋がる全てではないだろう」

　そう言って頷くと珍しく口元に笑みを浮かべる。

「お前に気に入られるなら、この瞳で良かったと思う」

「魔力の高さが気に入ったって意味じゃないよ!?　単純に綺麗だと思っただけだからね!?」

　そっち方向ではない！　と主張すると勿論だと頷かれる。

「魔導師に気に入られるということが重要だ。……こんなものでも、価値を認められた気分になった。嬉しいものだな」

「本当に、本っ当にぶれないね、クラウスって」

　思わず生温かい目でクラウスを見つめる。これって『魔導師に褒ほめてもらっちゃった♪』ってことかい、要するに。それで喜んでいると。

　やがてクラウスは掴んだままの左手首――すっかり忘れてたけど、そのままだった――を口元に寄せると、その内側に口付ける。

　……。

　これって、いつぞや、アルにやられた、ストーカー宣言、じゃ？

　呆あっ気けにとられてクラウスを見つめ返すと、嬉しそうにしながら再度同じことを繰り返す。

「俺のだ。いや……『俺達の』だ」

「いや、私は私自身のものだから」

　そこは譲らん！　と速攻で突っ込めば、ぷいっとそっぽを向いてシカト。随分とおちゃめな性格になったじゃないか、職人よ。……かなりの確率で私のせいだと言えなくもないのだが。色々と悪戯に付き合わせたし。

　しかも『俺達』って言うからにはアル同様『お仲間決定。このまま皆で仲良く過ごしましょうね』って意味なんだろうな。あれ、守護役ってチェンジ可能じゃなかったっけ？

「クラウス。守護役って変更可能……」

「許すと思うか？　それ以前に俺達以上の守護役なんているのか？」

「……」

『俺達以上の優良物件なんている？』という問いに答えることはできなかった。確かに好き勝手できる今の状態が最良かもしれない、咄とっ嗟さにそう思ってしまったから。

「諦めて俺達にしとけ。大事にするぞ？」

「誤解を招くようなことを言うんじゃない！　お嬢様方に聞かれたらどうする!?」

　即座に否定しなかったことに上機嫌なクラウスは問題発言に続いてひょいっと私を抱き上げた。そしてちらり、と私に視線を向けると口元の笑みは消さないままに歩き出す。

　ぎょっとする私を見て楽しんでいる、ような？　まさか、さっき黙秘したお仕置きか！

「さて、作る魔道具の詳細を決めようか」

「抱き上げる必要ないじゃん！」

「気にするな」

「気にしろ。そこは人として気にすべきところだ！」

　クラウスは基本的に興味がないこと以外には無関心、しかも常に無表情。

　お嬢様方はそんな姿に何を間違ったか『クールなところが素敵』『憂いのある表情よね』などと言っているが、職人を知っている周りの連中は『本当に魔術至上主義だな』と呆れるだけだ。いや、黒騎士達は自分達の隊長を尊敬してるっぽいけどさ。

　それでも黒騎士達――クラウスの隊に限り、かもしれない――の称賛は、クラウスを『ブロンデル公爵家の人間』としか見ない人達とは明らかに違うのだ。評価すべき点が違う。




　そんな男が女性――しかも一応婚約者――を抱いて歩いていたらどうなるか？




　お嬢様方は絶叫し、貴族達はこれまで見たこともないクラウスの姿に『もしや本命だったか!?　確かに魔術特化の血筋ならば魔導師に価値を感じるかも』とゴシップ方向に走り、現実を知る人々は『クラウスにも人らしい一般的な感情が!?　何それ、めでたい！』と喜ぶだろう。特にブロンデル公爵夫妻。

「日頃の自分との差を考えようよ、クラウス」

　溜息を吐きながら言えば、クラウスは立ち止まって少々考え込む素振りを見せ――

「それほど違うのか？　俺はいつも魔術が関わるものに対しては自分を抑えることはないが」

　などとのたまわった。思わず顔が引き攣る。

「私は魔道具か何かなのかなぁ？　クラウスさんや」

「いや？　魔導師だろう？」

　引き攣ったまま、うふふと怒りを滲ませて問えば「何を言ってるんだ」とばかりに返される。

　うん、それも正しいよね。クラウスの中で魔導師の希少価値が魔道具より上回っているだけで。

　あはは……うん、職人は本当にブレないよね！　それで誤解するのは周囲なのだ、しいては私がクラウスとの関係を誤解されることになる。

　そんな私を立ち止まったままじっと見ていたクラウスは。

「ふむ、今が試す時か」

　そう呟き、抱き上げていた私を降ろして立たせると。

「な!?」

　訝しげにしていた私を抱き寄せ、軽く頭を下げて耳を軽く噛かんだ。かぷり、と。

　驚きの声を上げかけた私は顔を赤く染める――のではなく。




　青あお　褪ざ　め　た。　割　と　マ　ジ　に　恐　怖　を　感　じ　て。




　いやいやいや、だってクラウスだよ!?　愛するものは魔術な職人だよ!?

　絶対に、絶対にそれだけであるはずがない……しかも黙秘のお仕置き中。怖過ぎる！

　これが女性の扱いに慣れた男性と恋人との逢おう瀬せとか言うなら別だが、残念ながらそういったものには全く縁のない私とクラウスの組み合わせ。今現在、そんな空気は間違っても二人の間に流れていない。

　つまりそういった可能性はゼロ。ならば別の意味があるのだろう。クラウスならば十分にありえる話じゃないか、恥もへったくれもなく好奇心のままに実行するに違いない。

　即座に私の脳裏に様々な可能性が浮かんでゆく。




　●パターン其の一

　あの動作は何かの制約だった。

　　　　　　　↓

　獲物認定、もといマーキング完了。どこでも見つけ出せます。

　　　　　　　↓

　クラウスの私への認識は所有物とか実験動物。




　●パターン其の二

　実は異世界では手首への口付け同様に何らかの意味がある。

　　　　　　　↓

　相手を自分の所有物だと主張、周りへの牽けん制せい。

　　　　　　　↓

　私は異世界人という名の珍獣、やっぱり獲物認定。




　自分で考えておいてなんだが、凄くありえそうだ。実際に『同じ墓に入る云うん々ぬん』と言っているので、『これは俺の獲物、魔術師憧れの珍獣は俺の所有物』と思っているんじゃないかと考えても全く否定できない。

　そもそも相手はクラウスだ。魔術的な意味があると思った方がいいだろう。

　おそるおそる顔を向けた先には――何故か難しい顔をしたクラウスが居た。どうした、職人。

　はっ！　まさか、何かミスったのか!?　ちょ、怖いから！　それはないと言っておくれ！

「……。物語とは反応が違うな」

「へ？」

　内心冷や汗かきまくりだった私は、意外な言葉に気の抜けた声を上げる。『物語とは違う』？　一体何のことだろうか？

「クラウス、物語と違うってどういうこと？」

「母から渡された恋愛小説だ。『これで少しは学べ』と」

　コ、コ、コレットさん!?　貴女あなた、息子に何故そんな似合わないものを渡しちゃってるんですか!?

　唖あ然ぜんとする私にクラウスは先ほどの行動の意味を語る。

「魔術の面で劣るならば自分に価値を持たせるべきだと言われてな。幸い顔の出来はいいから後は行動に移せと」

「……それで実行に移したと」

「そうだ。物語では女性が顔を赤らめていたな」
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　こっくりと頷くクラウスに頭痛を覚える。いや、これも魔導師とはいえ人間――しかも女性――に興味を持ち始めた息子への教育の一環か。確かに相手が一般的なお嬢さんならば物語のような反応を返すだろう。

　だが、ここでコレットさんが見落とした非常に重大な問題があるのだ。それは――




　私が魔王様達の顔を見慣れ過ぎて耐性がありクラウスの特異性を理解していること、そして何よりクラウス自身もその行動の意味がよく判っていないことだ！




　お母様、息子の変化を喜んだのかもしれませんが、過程をすっ飛ばし過ぎです。貴女の息子は『（人間相手の）恋ってなーに？』という残念な思考回路の持ち主です！

　魔道具は喋しゃべらないし、魔法は制御できるならば基本的に術者に忠実ともいえる。人間相手の感情の動きや個人差なんてものは、これまで任務関連以外は無関心だったクラウスにとってハードルが高過ぎだ。

「一般的なお嬢さん相手なら多分、物語と同じ反応すると思うよ」

「お前がそうならなければ意味がないだろう」

　脱力しつつそう告げれば、クラウスは不機嫌そうに反論する。魔導師に対する特別扱いは未だ根強いらしい。

「そうは言ってもねぇ……何でも話せる気安さってのも重要だと思うけど。距離で言えばそっちの方が近いかな」

「何？」

「執着や繋がりが恋愛関係だけじゃないってことだよ」

　魔王様へ向けるアル達の狂信的とも言える忠誠心とか信頼は絶対のものだろうけど、それと同時に良き友人同士でもある。私とルドルフの利害を含んだ友人関係も姉と弟のような家族に近い繋がりと言われているのだ、何故かゼブレストの皆様はそれを喜んでいるようだったが。

「無理して真似ることないんじゃない？　守護役と異世界人ってのもある意味、特別な繋がりなんだから」

　そう言うとクラウスは納得したようだった。やはり恋愛的な不安定な繋がりは理解しがたいものだったのだろう。真似る気になっただけ進歩だとコレットさんには言っておこう。

「ならば守護役解任はありえないんだな。ミヅキが今自分で言ったのだから」

「[image: え]」

　珍しく笑みを浮かべ、得意げなクラウスに己の失言を悟る。

　まさか……狙いは私にそう言わせることだった、とか？

「さて、行くか」

　私の疑惑の視線もどこ吹く風。再び私をお姫様抱っこにすると、クラウスはどこか楽しげにしながらも歩き出した。




　そのまま黒騎士達の元に運ばれ、クラウスの膝の上で今回の依頼についての事情説明となったのは言うまでもない。

　……騎士ズに哀れみの目で見られたことも言うまでもなかった。状況が判っているなら止めろよ、お前ら。




　　※※※※※※※※




　説明を終えてクラウス達と分かれた直後、アルに捕獲されそのまま魔王様の執務室へ連行された。何かやったっけ？　と首を傾げる私に、魔王様は苦笑しながら数枚の紙を差し出す。

「これが旅券だよ。二人の分もあるから向こうで渡してくれ」

「了解です、魔王様」

　仕事の合間に旅券を整えてくれたらしい。ざっと目を通すと私は先生の弟子ということになるようだ。確かに嘘は言っていない。姫と侍女は元貴族という扱いだ。

　……宮廷医師の弟子と元貴族なら繋がりがあると言えるだろう。友人で通す予定だし。

「生まれや育ちは不意の言動に出たりするからね、功績で貴族になったけど続かずに爵しゃく位い返上ということにすれば疑われないだろう」

「つまり『生まれた時は貴族だったけど成人するまでに平民に戻った』ということですね」

「そう。我が国の制度は知られているから問い合わせが来たとしても上う手まく偽造できる。爵位返上はそれなりに居るからね」

　私の確認に頷く魔王様。実力者の国だからこそ認められることも多い。だけどその後が続かない家もかなりあるってことか。

　一見誰でも偽造可能だと思うけど、そのあたりの管理はしっかりされているのだろう。寧ろバレた時のことを考えると、そういった愚か者は出ないのかもしれない。

「それからこれは髪と瞳の色を変える魔道具だ。……本当に君の分はいいのかい？」

「ええ、必要ありません。髪色で私が的になれば他の二人から注意を逸らせますし」

　姫は黒髪・緑の瞳だそうな。だから二人には印象を変えるよう金髪に青い瞳になってもらう。イルフェナはどちらかと言えば明るい色彩の人が多いので違和感はない。黒髪も特に珍しい色ではないけど、元の色そのままは止めた方がいいだろう。

　食事会の時に使った『顔を正しく認識できなくなる』魔道具と併用で更に安全だ。色を変える魔道具の原理は未だ謎のまま。本当に魔法世界は不思議が一杯。

　なお、『顔を正しく認識できなくなる』という効果はクラウス曰く『女が化粧で顔の印象を変えるようなもの』だとか。私はその説明に物凄く納得。どうりでアメリア達が彼らを美形と認識しつつも、本人とイコールにならないわけだ。

　顔を完全に変えるとなると別人の顔だと思わせるか、顔のパーツを組み合わせるしかない。だが、どちらも物凄く不自然になるんだそうな。

『部分的に幻影を纏っていると考えてみろ、周囲が見ている口の動きと実際の言葉にズレが出るだろう？　口以外の顔のパーツを組み合わせて別人の顔を作ったとしても、肌の色といった微妙な差が出る』

　確かに口パクと発せらせる音が一致しないのは不自然だ。肌の色も……全く同じは無理だろう。

　そんなわけで『印象を変える』というものになったらしい。

　ちなみにこれ、相手に作用する魔道具なので犯罪には不向き。映像記録の魔道具――場所によっては監視カメラみたいなものだろう――には本人そのままに映るから。

「ミヅキに注意を向けたとして、どうやって姫ではないと証明するんです？」

「そうだね、言い掛かりをつけてとりあえず捕らえる方向にする可能性もある」

　二人は私が囮の役割になることが不安なのか、対策を聞いてきた。

　アルや魔王様の心配ごもっとも。下っ端ぱが来た場合、髪色だけで捕獲対象なんてこともありえるだろう。イルフェナに問い合わせしてもらうのも面倒だ。

　だが、今回は最も効果的な『別人と思わせる方法』があったりする。

「料理を作ってみせればいいじゃないですか」

「「は？」」

　思いも寄らなかった回答なのか、揃そろって声を上げる二人。ああ、イルフェナだから咄嗟に思い浮かばないのかもしれない。

「いや、だからね？　普通、姫どころか貴族って料理しないでしょ？」

「あ？　……ああ、そういうことか」

　そう告げると二人は即座に意味が理解できたらしい。納得した様子で頷いている。

　これは辺境の村に生きる人ならではとも言うだろう。……たくましいのだ、自給自足する人々は。

　今回も持って行く荷物の中に、村に居た頃から使っているフライパンが入っている。持ち手の部分に私の魔血石が付いた専用の（ある意味）魔道具だったり。

　魔血石はその名のとおり血を特殊な方法で魔石と融合させたものだ。魔術師が自分専用の魔道具に埋め込んだりしている。要は使用する魔力を術者本人から得ている状態になるってこと。魔力持ちならば魔石の交換が不要になるのだ。

　私に『繋げている』状態とも言う。だから魔力切れの心配もないし該当者以外は使えない。

　前にオレリアが魔道具で攻撃魔法使ってた状態と同じだね。彼女は魔力がないみたいだったから魔道具に魔石も付いていたけど。

　重力軽減作用で軽いし、微妙な加熱も思いのまま――元の世界の温度設定がそのまま使えるから――の自慢の品。逆に言うと私以外にはそんな効果はないただのフライパン。

　ちなみにフライパンごときにこんな処置が施ほどこされているのは、便利さだけではない理由がある。当時魔法をイメージの産物だと知った私が強度を徹底的に高めてしまったことが原因だ。

　あまり実感が無かった私はものは試しと適当に強化、その結果、岩を砕いて無傷という恐ろしげなフライパンとなったのだ。

　ここらへんも『明確なイメージによる魔法の危険性』を理解するには役立った。物質の性質さえ変えてしまえるとは思いも寄らなかったのだ。

　先生には勿論怒られましたとも、『この世界にない物を作り出すんじゃない！』と。

　元に戻すにしても初期状態を認識しておらず、『この世界にはない素材』となってしまったために、誤魔化す意味で私専用のフライパンとなった。




　こんな強化ができると知られれば壊れない武器とか作らされるかもしれないじゃないか。世界のためにも私のためにも沈黙せねば。




　そんな非常識な出来事と先生のお説教を繰り返して今の私があるわけだ。

　先生しか知らない裏事情は意外と沢山あったりする。秘密です、秘密。魔王様だろうとも聞かれるまで言わない。

「疑われたら獲物を狩るところから料理完成まで見せてやればいいんですよ。姫か侍女だと思っているなら絶対に無理だもの」

「確かに無理でしょうね……簡単な調理はできても獲物を捌さばくことができる人はあまり居ないと思いますし」

「アル、普通は無理だと思うよ。王族付きの侍女なら生まれは貴族だろう？　キヴェラで彼女達がそういったことをする姿が目撃されていたとも思えないし」

「そうですね」

　二人とも頷き納得している。でしょうねー、貴族令嬢って血を見ると卒倒する人多数だもの。大物が出てくれれば一発で疑いは晴れるだろう。逞しさにドン引きされるかもしれないが。

　野営ができるほどにたくましい姫様だったとしても、捌けるのは精々ウサギとか小動物クラスだと思われる。少なくとも家庭料理は無理だな、絶対。

　疑いが晴れて、気晴らしの料理もできて、美味しい物が食べられる！

　我ながら良い考えだ。騎士ズには『少しは食い物から離れろ』と呆れられたけど。

「それにレックバリ侯爵の話だと姫達って野営も平気なんでしょ？　血を見たくらいじゃ気絶しないと思いますよ？」

　元貴族という設定があるから、二人が料理が苦手でも不思議はない。悲鳴を上げたり気絶したりしなきゃいいのだ、レックバリ侯爵にも聞いたけど大丈夫っぽいし。

「レックバリ侯爵情報だと二人はそこそこ強いみたいだし、侍女は治癒や解毒程度の魔法が使える。そこに魔術師として私が入って三人旅……と言い張ってもバランスはいいと思う」

「確かにそれなら女性ばかり三人の旅でも怪しまれないと思いますが……」

　女三人の旅と不審がられても、それぞれに闘う術がある。手合わせをするのも誤魔化すには有効な手段になるだろう。

　半ば呆れながらも大丈夫だと二人は認識したらしい。それ以上に突っ込んでくることはなかった。

　一応合格点はもらえたみたい。後は……私達自身が迂闊なことを言わないよう気をつけなければ。

「ミヅキ」

「はい？」

　魔王様は納得した後、即座に思考を切り替えたらしい。私の名を呼んだ声には心配ではなく、すでに別の響きが滲んでいた。座ったまま、軽く首を傾げるようにして私を見ている。

「ルドルフ達には逃亡のことだけを伝えておく、ということでいいんだね？」

「ええ、お願いします。アリサとグレンにも手紙を出しますし」

　確認を兼ねて今後の互いの行動を口にする。連絡はルドルフならば個人的に親しい魔王様、グレンとアリサへは私から遊びに行くという友人への手紙にするのが最適だ。

「君を案内するのは翼の名を持つ騎士達に属する商人達だ。何か必要な物ができたら彼らを頼りなさい」

「……はい」

　魔王様ができる最大の手助け――私に関わったことがない人物を協力者として付けること。

　イルフェナの諜ちょう報ほう部隊か何かなのだろう。商人として様々な国を回る彼らから得る情報も役立ちそうだ。

　おそらくは魔王様以外の王族が率いている人達を借りてきてくれたのだろう。表立って動かない分、出来る限りのことはしてくれたらしい。

「気を付けるんだよ」と言葉をかける姿はすっかり保護者だ。そんな姿に自然と笑みが浮かびつつ、私も内心決意を固める。

　……ここまでしてもらうならば私も結果を出さなければ。

　ゼブレストへの侵攻だけではなくイルフェナも過去に迷惑を被ったことがあるのだ、キヴェラをただで済ます気はない。でもとりあえずは姫達をコルベラまで無事に送り届けることが最優先。

「さて、支度を済ませてキヴェラへと行きますか！」

　明るく言えば二人が呆れたように笑う。その表情に先ほどまで消えなかった影は感じられなかった。




　　※※※※※※※※※




「少しいいですか、ミヅキ。……これを」

　執務室から騎士寮へ戻る途中、送ってくれているアルが不意に立ち止まった。首を傾げる私にアルは懐から小さな袋を取り出すと、私の右手を取って袋の中身を載せる。

　ネックレス、かな？　小さな宝石らしきものが幾つか付いたそれは、貴族令嬢が持つにしては可愛らしくシンプルなデザインだ。

「宝石は一個ずつばらして売ってください。小さいものですし価値はそれほどありませんが、貴女の旅に役立つ程度には換金できるでしょう」

「予備の路銀ってこと？」

　そう聞けばアルは頷きつつも別の可能性を口にする。

「基本的にはそう思ってくださって構いません。ですが、時には『宝石』だからこそ交渉材料になる場合もある」

　微妙に引っ掛かる言い方をするアルに私は目を眇める。

「宝石を手に入れられる立場という証明、ということ？　そういった物を所持していれば相手にとって『価値ある存在』と思わせることができるから」

「そういうことです。ただの民間人よりも良い待遇を期待できます」

　頷くアル。私の発想は間違っていないらしい。

　そうか、貴族や貴族の縁者として見てくれる場合もあるのか。恩を売っておけば口利きをしてくれるかもしれないと期待させる。確かに旅をする上ではそういった状況も想定しておいた方が良い。

「ありがと、アル。有効に活用させてもらうわ」

「是ぜ非ひ。私もこれが貴女の役に立つのなら、少しでも助力できたのだと思うことにします」

　やや苦笑気味に、それでも安堵したような笑みを浮かべるとネックレスを手に取り私に着ける。

「普段は服の下に隠しておいてください。必要な時だけ見せるようにした方が良いでしょう」

　……確かに宝石をちらつかせて歩くのは危険だ。その言葉を受けて襟えり元もとを緩めるとネックレスを仕舞う。さらりとした感触が肌に触れ、そこに小さく存在感を主張する。

「よし、これで大丈夫。じゃあ、気を付けて……？　アル？　どうかした？」

　外したシャツの第一ボタンを留めアルに向き直ると――何故か視線を逸らしていた。極々僅かに顔が赤い、ような？
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「ア～ル～？　どしたの？」

　顔を覗き込めば即座に逸らされる。おい、その態度は一体何だ。

　ついつい、むきになって何度か試すも結果は同じ。非常に珍しい態度にムカつくどころか、原因を知りたくて意地になってくる。

「ミヅキ、しつこいです」

「毎日飽きもせず抱きついてくる奴が何を言う」

「う……そ、それでも、です！　って、顔が近いですよっ！」

　頑かたくなに顔を見せようとしないアルに私のやる気はますます上がった。どこか焦っているような態度も私の好奇心を煽る。

　これが『去られると追いかけたくなる心境』なるものだろうか？　つーか、『その装飾品、似合いませんね』とは言えず、見なかったことにしているだけじゃあるまいな？

　……。

　ならば是が非でもここは顔を見ねばなるまい！

「ちょ、ミヅキ!?」

　両手を伸ばして、ぐいっとアルの肩を掴む。そのまま体重をかけて顔を近づけると、咄嗟にアルは足を踏ん張り倒れこむことを回避。一瞬ぶら下がるような状態になった私の体を支えようとしたのか、片手が背に回っている。

　そこまでしてもこちらを見ようとしないので、認識するより先に体が動いただけだろう。さすが素敵な騎士様、器用な奴だ。

　だが突然の行動に驚いたのか、アルは私に引っ張られる形になり背を屈かがめている状態になった。こうなるとほぼ逃げ場は無い。

「ほれ、こっち向きなさいって。別に『似合わないね、それ』とか思ってたとしても怒らないから、原因を言え！」

「そんなことはありませんっ！　いくら換金目的だろうとも、私の贈った物が貴女の胸元を飾ると思うと興奮しきりです！」

　違う！　と即座に否定するアルに生温かい目を向ける。それはどういう喜び方だ。しかも興奮ってなんだ、興奮って。

　生温かい視線を向ける私にまたもや別方向の想像をされたと思ったのか、アルは諦めの溜息を吐くとこちらに顔を向けた。やっぱり若干顔が赤いみたい。

「……。ミヅキ、身長差を考えましょうね？」

「へ？」

「非常に言いにくいことなのですが……その、胸元がやや見えてしまったと言うか」

　言われて胸元に視線を向ける。そして再びアルに向けた。確かに上から覗けたかもしれない。

「ですから。先ほど言ったでしょう、『私の贈った物が貴女の胸元を飾ると思うと興奮しきり』だと。貴女は本当に装飾品などには興味を示しませんから」

　アルの言葉にこれまでを振り返り……確かにそのとおりだと納得する。夜会で着けたものはどちらかといえば戦闘装備であって、装飾品という認識ではない。

　それに私がそういった女性が好みそうなものに興味がないというのも事実だ。そういえば、騎士ズの家の食事会でも『装飾品を贈る甲か斐い性しょう云々』と言っていたような。

　もしやこの世界の男性貴族にとって、自分の贈った物で女を飾るのは一種のステータスか何かなのだろうか。送られた側が送った側の好意を嬉しく思う意思表示、とか？

「自分の贈った物が身に着けられて、しかもそれが中々に刺激的な状況でしてね……」

「刺激的な状況？」

　アルの言葉に首を傾げかけ――先ほどの『身長差云々』の遣り取りを思い出す。

　あ？　ああ！　送った装飾品を身に着けてもらった満足感と同時に胸の谷間が少し見えたってこと？　え、この程度を気にするの!?　今更!?

「あのさ、夜会でドレス着てたお嬢様方も結構胸元強調してなかった？　それよりマシでしょ？」

　そう口にすればアルは不快だと言わんばかりに顔をひそめる。

「あれはそういうものなんです、それが当たり前なんです……！　それに体を武器にするならそれなりに似合う仕草や教養を身につけるべきでしょう。体だけを見せつける令嬢など何の役にも立ちはしません」

「ちょ、本音漏れてる！　役に立つ・立たないが基準だとさらっと言い切るとか拙くね!?」

「あ」

　思わず突っ込めば己が失言に気付いたらしく、気まずそうにするアル。お嬢様方、素敵な騎士様が貴女達の努力を否定する発言してますぜ。良かったなー、ここが騎士寮近くで。

　一応美しさも努力の成果だと思うのだが、忠誠心第一のアルからすると対人戦のカード程度の価値しかないらしい。ここまで徹底してると価値観の差は埋まるまい。

「別に私は武器にすらならない程度なんだから気にしなくていいじゃん？　わざと見てたわけじゃないんだしさ」

　手を離し、ひらひらと片手を振りながら「気にするな」と伝えるとアルは複雑そうな表情で溜息を吐く。しかも疲れたかのように片手で顔半分を覆いながら。

「……貴女ももう少し恥じらいというか自覚を持ちましょうね」

「自覚してるから問題なしってことじゃない。私程度じゃ萌もえないって！」

「いえ、そうではなくてですね……」

　笑顔で言い切る私。それを受け非常に情けない顔でアルは続ける。

「貴女は一応、私の想い人ですよ？」

「あ」

　おお、そういやそうだった！　イルフェナではお目付役とか監視役って認識が常識だし、私達は互いに『信頼でき利用できる駒、もしくは仲間』という認識が強いから一番どうでもいいことを忘れていた。

　って言うかね、アル。当時を思い出せ、あれで恋愛方向に捉える奴は普通居ないから。普段も普段だし。

「はぁ……旅の間に少しは恋しく想ってくれることを期待します……」

「無理」

「即答って酷ひどくないですか!?」

　何やら哀愁を漂わせたアルの肩を笑顔でぽん、と叩けば中々に楽しい反応が返ってくる。

　恨みがましく睨んでくるアルに私の笑いは増すばかり。すまない、アル。私はこういったやりとりがとっても楽しい。

　やがてアルも気持ちを切り替えたのか呆れたような笑みを浮かべる。それは『素敵な騎士様』ではなく『アルジェント』という個人の笑み。いつも浮かべている作り物のような笑みとは違い、ただ私を案じる感情を滲ませたそれは随分と温かみのあるものだった。

「本当に、気を付けてくださいね」

「うん、ここに『帰って来る』よ」

　そう言うとアルは意味が判ったのか、嬉しげに頷く。

　この世界において私が帰るのはイルフェナ。魔王と呼ばれる王子様と彼に仕える騎士達の傍そばが『私の居場所』なのだから。







　　第五話　旅は楽しむものです




　キヴェラへ入国後、幾つかの村を経由して馬車で王都へ向かう。王都には国境を越えた後に使った転移法陣のあった場所から馬車で数日かかるらしい。

　で。

　現在、馬車に揺られていたり。情報収集を兼ねて商人さん達とお話し中。

「キヴェラもここまででかくならなきゃ良かったんだろうねぇ」

　商人の一人がぽつりと呟く。キヴェラって元々は小国が集まってできた国なんだってさ。活気のある町は王都周辺に集中していて、後はそれなりの町の周辺に村という感じ。

　……一つの国が他を吸収する形で国作ってないか、これ。あれだけ広いのに一部に集中してるし。

　イルフェナとガルティアみたく生き残るために統合というより一番力のあった国が纏め上げたというか、領土拡大していったというか。イルフェナの場合は元ガルティアの王都にも王族や貴族が分散して住んでいるから、ガルティアだった地域が廃すたれるということはなかったらしいし。

　昨日泊まった村の酒場でも仲良くなった小お父じさん・お爺さんが口にしていたもんな。

『俺の爺さんのガキの頃はここまでデカイ国じゃなかったんだぞ？　だから城下町周辺と遠方に差があるのさ』

『そうそう、田舎は畑の方が多いもんなぁ。上の連中は攻め込まれても民に被害が出ないように、なんて言ってるが実際は自分達だけが重要だろうよ』

『中央に住んでる奴らは生きっ粋すいのキヴェラ人だからなぁ。国の中でも差があるんだよ』

　侵略なのか同意の上での合併なのかは知らないが、今は元々キヴェラだった土地が最優先ということらしい。強国と言われる以上は内部で揉めてはいないみたいだけど。

　なお、他国に接している領土は農業地帯らしく畑が大半なので、入国は比較的簡単に認められるみたい。あくまでキヴェラとの比較対象が他国であって、勿論放置ではないけどね。

　馬車だと王都まで時間がかかり過ぎるので、城に用がある商人は王都近辺までの転移法陣を使う場合もあるとか。勿論、これは特別に国の許可を得ている人に限られる。通常、商人が王都に行く場合は今回みたいに、それなりに近い村へ行ける転移法陣を使った後に馬車で数日の旅。転移法陣を使わず、国境越え含めて全て馬車や徒歩よりは快適だ。

　ま、領土が広ければ侵攻されても主要な領地に辿り着くまでの時間稼ぎができるわな。王都近くの転移法陣は停止させちゃえばいいんだし、そもそも転移法陣では大勢を一度に運べない。

　入国後は王都までそれなりにかかる上、砦とりでも存在するので本格的な危険は王都到達までに排除できるというわけだ。幾つかの村は見捨てることになるだろうけど。

　そして何となくこの国の兵力が充実している理由に思い至る。総合人口は多いだろうけど、階級的に一番多いのは農民だろう。そんな彼らの憧れの職業が兵士だとか。

　逆に商人なんかは身元のしっかりした人じゃないとなれない。理由としてはスパイになりかねないから。隠された本音は財を蓄えさせないためだろう。

　領土が広い分、守備に回す兵は多いから他国よりも簡単に兵士になれる。英雄に憧れたり農民生活が嫌な男は進んで兵士になるわけだ。命が惜しい奴や穏やかに暮らしたい奴は農民生活してればいいし。

　その二択なら志願兵が多いのも納得できる。農民の家に生まれようとも上を目指すチャンスが与えられているのだ、認められるなら忠誠を尽くす人だって出る。実に上手いやり方だと思う。

　これを聞いても判るように、昔のキヴェラは本当にあらゆる意味で強かったんだろう。侵略しつつもきちんと自国として面倒を見ていたみたいだから。

　その子孫達が先祖の遺産を武器にしちゃったから現在の傲ごう慢まんな態度なんだと思われる。内部分裂を押さえるためにある程度の差はあっただろうが、今の様にキヴェラ人優遇ではなかったはずだ。

　国が広くても豊かであるためにはそれを維持できる兵力と食糧が必要。キヴェラを大国に仕立て上げた人達はそれが判っていたのだろう。だからこそ、周辺の国に恐れられた。

　現にそれは今でもキヴェラが強国と恐れられる重要な要因になっている。その二つを兼ね備えたキヴェラに攻め込まれたら押し返す強さと持久力がない限り負けるだろう。余力のある方が強いよね、そりゃ。

「はっは、お嬢ちゃんはそういう感想を言うのかい」

「日頃の教育と個人の発想が殺さつ伐ばつとしてまして」

「いやいや……お嬢ちゃんみたいな子にさらっと言われると怖いね。これが騎士様なら納得できる会話なんだが」

　同行してくれている商人さん達と会話しつつ――暇なのだ、とても――キヴェラについて情報もらっていたり。一見呑気に会話しているだけだが、私に必要な情報を混ぜてくれているのだ。

　いや、一応下調べは済んでるよ？　でも、実際目にして抱く感想というものがあるじゃないか。……復讐に情報は必須。敵を知ることは私の勝利への第一歩。

「……お嬢ちゃん。今更だが止める気はないかね？　あんたの計画だと王都に着いて数日後には別行動だ。そうなったらもう進むしかないんだよ？」

　人の良さそうな商人の一人から紡がれた言葉は旅で幾度となく私に向けられている。私に同行してくれている商人さん達の年齢は四十代くらい。自分の子供と被かぶるのかとても心配してくれる。

　と言っても彼らが普通の商人だったなら、という前提だが。この人達ってさ……。

「平気です。私は『貴方達と行動できる』人間ですよ？」

「……」

「皆さん、翼の名を持ってらっしゃいますよね？」

　確信を持って商人さん達を見ると、彼らは面白そうな表情になって顔を見合わせた。

「ほう。どうしてそう思う？」

「体の線の出にくい服装をしていますし、私の会話に普通に返しています。私は周囲に居るのが『彼ら』なのでどうしても彼ら寄りの話題なんですよ」

　だって『とにかく疑え！　情報を逃すな！』な教育されてますもの。それに商人さん達の会話も微妙に『お嬢ちゃん』に向ける話題ではない。

　普通のお嬢さん相手ならもう少し華やかな話題で楽しませる状況じゃないのかね。流行の服とか、王都で評判のお菓子とかさ。

　そう言うと商人さん達は笑みを僅かに深めた。商人の姿をしていようとも翼の名を持つ騎士。会話も当然、評価対象か。

「ふふ、面白い嬢ちゃんだ。そうとも、武器には相性があるってもんさ。俺達は情報を扱う」

「ですよね。私も魔法は使えても武器は扱えませんし」

　事実を言えば商人さん達はやや意外そうな顔になった。

「おや、そうなのかい？」

「この細腕でどうしろと？　力尽きますよ？」

　ひらひらと手を振ると商人さん達は呆れた顔になる。

「……。お前さん、フライパンで獲物を仕留めてなかったか？　しかもぶん殴って」

「嫌ですね～……台所を預かる女の最強装備はフライパンと包丁です！」

　胸を張る私に商人さん達は微妙な視線を向ける。……いいじゃないか、別に。

　どんな世界でもそれは共通なのだよ。ついでに言うなら調理に集中している時に襲ってくる輩やからは一撃見舞われても文句言えん。

　今回はそれが草トカゲ――野営での貧しい食生活を補う味方・美味でご馳ち走そう扱い――だったがために夕食の一品に変化しただけで。皆で美味しくいただきましたとも。

　ちなみに私は虫とかじゃない限りは抵抗なし。美味けりゃいいんです、美味けりゃ！　でも食用だと聞いてもカエルだけは獲物扱いしない。タマちゃん達を愛してるからな。あれだけ尽くしてくれる種族とは友好的な関係でありたい。

　……つーか、あの種族は懐いている人が飢餓に陥おちいればリアルに『私を食べて！（食糧的な意味で）』をやりかねない。食糧になるという情報を与えないよう注意しなければ。

　やがて遠くに町の影が見えてきたのか、商人さん達から声がかけられる。

「さて。着く前にもう一度確認といこうじゃないか。お嬢ちゃん、足りない物はないかね？」

　その言葉を受けて私は自分用の荷物をごそごそと探る。気分は遠足前の子供だ。

「えーと……薬各種、記録用魔道具、旅券、乾燥させた野菜と海草、野菜の種各種、調味料、フライパン、完全防水の布……多分大丈夫」

　確認して顔を上げると商人さん達が微妙な顔で私を見、思わずといった感じに顔を見合わせた。

「……。初めはともかく途中からおかしいよな、絶対」

「ああ。干し肉や水はギリギリで揃えるとしてもなあ」

　そうかもね？　確かに私だからこその荷物という物もあると思う。一般的な旅の荷物は薬と旅券と乾燥野菜くらいか。干し肉は増えるけど。

　これでもちゃんと考えてあるんだけどな？




　野菜の種……地面があるからその都度、時間短縮魔法を使って栽培。

　調味料……必須アイテム。

　フライパン……追っ手対策と美味しいご飯のため、時々武器。

　完全防水の布……雨が降った時のテント代わり。




　ほら、ちゃんと必要な物だって！　雨の対策まで万全じゃないか。ちなみに水は魔法で作り出せるので持ち運びはなし。干し肉も基本、現地調達するつもりなのでそこまで必要はない。

　着替えと風呂も『一度ずぶ濡れになってから汚れを分離』といった裏技が可能なので問題なし。勿論、気分的なものもあるので宿に着いたらちゃんとした風呂に入るけど。

　あと、野菜の種は時間短縮の魔法が使えるならば割と旅のお供になるらしい。私も村で先生に種から実が成るまでを見せてもらわなければ思いつかなかっただろう。

　これ、時間短縮という認識の他に『蒔まいた種の成長後のイメージ』も必須。恐らくは総合的な意味で『時間短縮の魔法で種から実が成るまで成長』ということになっていると思われる。現に味は元の世界並――不ま味ずくはないが時間をかけて収穫したものより明らかに劣る――なので、普段は使われない。

　っていうかさ、元の世界だとこんな風に育たないと思うんだよね。そこは『異世界だから』で無理矢理納得、深く考えちゃいけない。できなくなっても困るし！

「お嬢ちゃんは本っ当に規格外だよな。発想からして違うというか」

「駄目ですかね？　最初は村に住んでたので役立ちそうな魔法から手をつけたんですけど」

「ああ、それで妙な魔法が使えるのかい」

　商人さん達は感心しつつも呆れ顔。おそらくこれが普通の反応なのだろう。その発想というか方向性に感心するのは先生と黒騎士連中くらいだな、多分。

　まあ、微妙な顔の商人さん達の気持ちも判らんでもない。そもそも魔法に対する認識が違うのだ。

　一般的に魔法は攻撃や医療方面の認識が強いだろう。使えない人からすれば憧れとも言うかもしれない。でも、私の場合は『いかにして快適な生活を送るか』が最重要だったがために妙な魔法を使ったりする。

　元の世界は便利な道具に満ち溢れていたのだ、イメージはバッチリですとも！

　それに逃亡ルートは村や町が結構ある上に馬車も通っているので、野宿はそこまで多くはないだろう。キャンプだと思って野外活動を楽しもうと思う。

　基本逃げるだけなんだから少しくらい楽しみがあってもいいじゃないか！

　そんな気持ちを察したのか、商人の一人が私の肩をぽん、と叩いた。その表情は『何この生き物』とでも言わんばかりに呆れている。

「……何だか色々と間違っているような気がするが、頑張れ」

「ありがとうございます！　その後に控える私の個人的事情のために全力を尽くしたいと思います」

「いや……とりあえず無事にコルベラに着くことをだな」

「そんなのは当たり前でしょう？」

　胸を張って言い切ると遠い目をされた。何故だ。

　後宮からの逃亡方法は状況を確認してからになるけど、問題はコルベラに迷惑を掛けることなく姫の自由を獲得することだな。私には『いかにして相手を徹底的に黙らせて泣かせるか』と変換されているけど。まあ、間違ってはいない。

　ふ……言葉って本当に不思議だね、同じ出来事を指してるのに。

　ふと手元の地図を見る。大まかなルートに線が引かれ、別の紙には注意点が書かれているそれはイルフェナで黒騎士達からもらった物。

　同じく覗き込んだ商人さん達は逃亡ルートにある町などを思い浮かべたのか、面白そうな表情だ。

「しっかし、逃亡しているとは思えん道だよな」

「こそこそするから目立つんですよ。堂々と旅人してきます」

「堂々とするなよ、逃亡者」

　ぴし！　と軽く頭を叩かれる。口ではそう言っても、彼らとてどことなく楽しげだ。

「世間的には『気の毒な姫様を助ける健けな気げな異世界人』ですよ。この世界の常識なんて知りません」

「健気……、ね」

　生温かい視線が私に集中した。嘘は言っていないのに何故。じゃあ、本音言っちゃうぞ？

「というのは建前で実際は『全てを理解した上で騙される追っ手を嘲あざ笑わらい弄ぶ魔導師』です」

　本音を言った途端、それまで余裕だった商人さん達がぎょっとして表情を崩す。

「は!?　そこまで変わるのか!?」

「いやいやいや！　落ち着こうぜ、お嬢ちゃん!?」

　慌てる商人さん達の言葉もどこ吹く風。ぐっと親指を立てていい笑顔。

「落ち着いてますよ？　目指せ、大物悪役！」

「さっくり殺っちゃ駄目だからね!?　小父さん達と約束してね!?」

　商人さん達が慌てているけど私はこれが平常運転。大丈夫、魔王様達もとっくに諦めてるから貴方達の責任にはなりません！

　それに安心してくださいな、『さくっと』なんて簡単に済ませる気はないからね？

　じわじわと自分達の無能っぷりを痛感しながらも上司からは叱責を受け、得体の知れない生き物に立ち向かう恐怖と不安に苛さいなまれる……なんて目に合わせた方が楽しいじゃないか！

「ねえ、聞いてる!?」

　慌てる商人さん達の声に重なるように聞こえてきた「そろそろ着くぞ」という声に。

　私は楽しげな笑みを浮かべた。







　　第六話　悲劇の主人公……？




　キヴェラ王都に着いた直後はまず宿屋の確保。念のために私の部屋は姫と侍女を含む三人で取る予定だ。

　これは『幼馴染三人娘で引き籠もる』というアリバイ作り。実際には私しかいなくても、これから合う予定の侍女さんを連れて宿屋へ赴き人数がいるのだと演出するのだ。これで姫と侍女が居なくなろうが『数日前から滞在している三人娘は別人』という言い分ができる。

　食事とか部屋に戻らない時の裏工作は商人さん達に任せることになっているので、時々私や侍女が宿の食堂あたりに姿を見せれば不自然には見えないと思う。可能なら姫にも協力してもらうしね。

　待ち合わせは届いた手紙に時間指定がされていた。『毎日この時間に目印を持って待っているから、引き受けてくれるなら来て欲しい』という曖昧なものだが、状況的には仕方がない。




　で。私は今、待ち合わせ場所に居るのですが。




「お待ちしておりました」

　笑顔で挨あい拶さつするワンピースの女性。その手には食料らしきものが入った袋が下げられている。

　……え？　買い出しに来た主婦ですか、貴女は？

　呆気に取られていると彼女はこちらの混乱を察したのか、『気持ちは判りますわ』と呟いた。立ち話もどうかと思うので、とりあえず宿屋に行って部屋を取ることにする。

「ああ、これを身に着けて」

「これは？」

「髪と瞳の色を変える魔道具。こっちの色で宿の人には覚えてもらうから」

　手にしたブレスレット型の魔道具を侍女さんに渡し、建物の陰に隠れて色彩チェンジ。これで宿の人達にはこちらの色で覚えられるだろう。

　そして宿に着くと再び女将おかみさんにご挨拶。

「おや、さっきのお嬢ちゃんじゃないか」

「ええ、待ち合わせていた友達を迎えに行ってきました」

「ふふ、お世話になりますね。もう一人はちょっと買い物をするそうですわ」

　……女将さんとも少し会話して印象付け。人の良さそうな女将さん、利用してごめんなさい。

　心の中で謝罪しつつも目的は忘れない。商人さん達に「ちょっと出てきます」と一声かけて再び町へ。歩きながら小声で侍女さんと会話する。

「一体どういうこと？　そんなに簡単に出て来れる状況なの？」

　私の疑問はもっともだと思っているのか、侍女さんは答えず笑みを深めた。

「このままついて来てくださいませ。もう一人と一緒に事情を説明いたします」

「は!?」

「大丈夫ですわ。さあ、行きましょう？」

　いやいや、後宮はそんなに気軽に行ける場所じゃないから！　言ってることがおかしいって気付いてるよね!?

　周囲を気遣って声に出せないことをいいことに、侍女さんは仲良しのように私の手を引いてずんずん歩いていく。

　……。どうなっても知らんぞ、おい。







　そんな風に思ったこともありました。いや、十数分前だけど。

「無茶なことを頼んで本当にすまない。感謝している」

「……。オ気ニナサラズ」

　そう言って隣の女性共々頭を下げた人を何ともいえない眼差しで見つめる。

　えー、現状に頭が付いていきません。

　呆れていいのか、突っ込むべきなのか非常に判断に困ります。

　ただでさえ広い部屋は殺風景を通り越して物がないとしか言いようのない状態だ。しかもあくまで庶民の私の感覚で『広い』のであって、身分に釣り合ってはいないだろう。ここに普通なら家具が置かれるんだし。

　でも一番の問題はだな……私が何の苦労もなくここに居ることだと思うんだ。




　後宮って一般開放なんてされてないよね!?

　町で落ち合って普通に入れるなんて思わなくね!?




　侍女さんに半ば引き摺られて町を歩いた十数分後。現在、後宮の一室にお邪魔していたり。

　町で侍女さんと会って何の苦労もせず入り込めるってどうよ!?

　今の自分の状況を思い出して思わず遠い目になる。……いや、確かに正面から入ったわけじゃない。緊急の時に使われるらしい秘密の通路を使ったけどな、こちらの方が問題な気がする。

　勿論、教えられたわけではないらしい。暇過ぎて色々調べているうちに偶然見つけてしまったんだと。

　見つけた方を褒めるべきだろうか、これ？

　それとも秘密の通路がある部屋とは思わず、彼女達を押し込めた奴をアホだと笑うべき？

「一般的な出入り口さえ見張っておけば後宮から出ることができない、などと思っているのでしょう。愚かですわ」とは侍女さんのお言葉。ついでに言うなら、この部屋の周囲は警護の騎士どころか侍女さえ居ない。明らかに王太子妃への対応ではあるまい。

　騎士は命令ゆえの態度――それでも問題だ――だろうが、侍女は明らかに見下して馬鹿にしているのだろう。呼んでも来ないな、絶対。

　冷遇通り越して放置かよ。町に行き放題な理由を凄く理解した……！

　おい、私の計画の難所が一気に減ったんだが!?

　今回の件で一番難しいのって最初だろ、どう考えても。

　人目を忍んで接触・後宮に侵入し、姫の部屋に匿かくまってもらおうと思ってたよ？

　え、何この予想外の展開。イルフェナで練習までしてきたのに!?

「ふふ、ミヅキ様の思うことはもっともです。イルフェナを基準に考えていれば驚くのも無理ありません」

「そうだな。私達はこれが一年続いているからいつものことだが、呆れるのが普通だ」

　二人とも私の反応に納得できるのか、何だか悪戯が成功した子供のような雰囲気だ。

「えー……、驚くと言うか、呆れると言うか。個人的な感想を言うなら『この国終わったな』と」

「まあ、やはりそう思われるのですね！」

　ぽん、と手を合わせて微笑む侍女さんは同志を得たとばかりに嬉しそうだ。

　……。

　ええ、間違いなくヤバイと思います。しかも主犯が次期王ですってよ、ヤバ過ぎだ！

　今はともかく次の時代になったら絶対に傾くだろ、これは。いくら自分の後宮内とはいえ、よくぞここまでできるものだと心底思う。

　きっと王太子が『目に付かないよう隅の部屋でも与えておけ・警護の騎士も侍女もいらん！』とか非常に個人的な感情で発言し、周囲も『どんな扱いをしても王子が許すから』という勝手な解釈をした結果なんだろう。

　もしくは『誰かが世話をすればいいや』と全員思っていて、結局誰も行動しないとか。上級侍女は貴族令嬢がなるらしいから、不興を買いたくないままに放置された可能性も高そうだ。

　でなければここまで酷い状態にはなるまい。食事すらろくに運ばれて来ないってどうよ？　運ばれて来ても毒やら虫やらが入った物なのでどちらにしろ食えんらしいが。

「餓死しても下手をすれば骨になるまで気付かれないと思いますわ」とは侍女さん談。私のお迎えも昼食を買いに来たついでだそうな。慣れた足取りにそれが日常なんだな、と私でも気付く。




　……問題が発覚すれば王子も騎士も侍女も罰を受けると考えろよ。この結婚を決めたのは最高権力者の王だろうが！




　教育を受けた身としては突っ込み所があり過ぎです、魔王様。イルフェナが基準でなくても、これって絶対おかしいですよね!?

　ただ、放置されたお陰で二人は意外と平和に過ごしてたみたい。良かったねー、レックバリ侯爵＆コルベラの皆様！　もっともこの二人だからこそ餓死もせず生きてこれたと思うけど。

　おいおい、どーこーが『悲恋に酔ってる王子様』なんだよ。

　寧ろ主人公をこっちの姫にして『自分勝手な我侭王子とその一派に苛いじめ抜かれながらも祖国を想って耐える姫と忠実な侍女』とかにした方が絶対一般受けするって！

　顔だけで状況の見えてないアホ王子・財産狙いの寵姫・寵姫に気に入られようと苛めに荷担する侍女・無能な騎士。ほら、向こうは悪役オンパレードじゃん！　誰が見ても悲劇の主人公はこちら。

　あれ、何だが証拠集めも楽勝な予感。私にとってもラッキー……なのか、な？

　……まあ、『ヒロイン』ではなく『主人公』なんだけどね、姫の印象は。

「ところで。今更なんだが改めて自己紹介をしないか？　友人同士という設定なのだろう？」

「そうですね。あ、これお二人の分です。元貴族という設定なので多少ボロが出ても誤魔化せます」

　姫の提案に頷きつつ、荷物から旅券を出し二人に渡す。事前に自分の設定を確認してもらわねば。今は必要のない旅の荷物は商人さん達に預けてあるので、滞在する宿で合流した時に受け取ればいい。

　なお、彼らには三人で一部屋という条件で取った一室の偽装工作をお願いしているので、基本的にこちらには来ない。後宮内で動くのは私一人だ。

　その代わりにアリバイ工作は彼らが全部引き受けてくれた。姫失踪後にいきなり宿を取ると怪しまれるから、事前に泊まっていたことにする裏工作が必須なのだ。

　侍女さんと合流直後に部屋確保・宿の女将に「もう一人居るんですよ～」な会話をしつつ鍵を受け取り、それを商人さん達へ……という流れは事前に打ち合わせ済み。彼らは私の叔お父じということになっているから、時々会話に名前を出すなど細かい印象付けが行われているはず。

　適当に明かりをつけたり、食事を運んでもらったりしておけば怪しまれまい。商人さん達がよく利用するという宿は基本的に人で溢れていたのだから。

「では、私から。イルフェナのレックバリ侯爵から派遣されてきた異世界人でミヅキといいます。魔導師ですよ」

　魔導師、という言葉に軽く目を見開く二人を無視してぺこりと頭を下げる。魔導師って魔術師の上位職だもんなぁ、異世界人がなるとは普通思わんだろう。

「私はコルベラ王の末子、セレスティナだ。今回は旅券に記されているようセシルと呼んでくれ」

「私はエメリナと申します。私のこともエマとお呼びくださいね」

　二人ともあっさりと私を受け入れ、旅券の設定を推すい奨しょうする。身分を鼻にかけない予想とは違った姫の姿に、私は内心かなりの好印象を抱いた。

「じゃあ、私もミヅキと呼び捨てで。友人設定ですから言葉遣いも普通にした方がいいかも」

「そうだな、旅の間は対等な扱いの方がいいだろう」

　調子に乗って言ってみた言葉遣い。だが、顔を見合わせて「確かに」と頷き合っている二人にとってこの設定は問題なしらしい。

　これもちょっと予想外だ。逃げるためとは言え『旅の間は同行者と対等な関係』という設定に難色を示すかと思ったんだよね、実は。

　いや、王族・貴族って身分を気にするしね？　それが普通だし？

　いきなり庶民と対等で、と言われたところで無理があるんじゃないかと思っていたんだが。

「色々と迷惑を掛けると思う。悪い所ははっきり言ってくれ。できるだけ馴染む努力はしよう」

　……姫はそんなことを言って更に頭を下げる始末。彼女が王族などとは誰も思うまい。そして侍女さんも同じ気持ちらしく頭を下げている。

「気にしないでください」

「しかし……」

「大丈夫です！」

　きっぱりと言い切ると、彼女達は顔を見合わせ安心したように微笑んだ。

　ええ、マジで大丈夫だと思う。多分、貴女達の方が私より常識寄り。何があっても気にしない・深く考えないという方向でお願いしたい。

　それに。

『姫はともかく侍女は身分に色々煩いだろうな』と思っていました、ごめんなさい。心の中で土下座中なので許してください、お二ふた方かた。偏見持ってました……！

「ところで。その寵姫はどんな女なんです？　私の中ではすでに財産狙いの浪費女で媚こびる術に長たけた印象なんですけど」

　寵姫個人に関してはあまり知る必要ないけど、一応聞いておく。冷遇の証拠に大きく関わる以上は彼女も無視はできない。

　すると二人は暫し首を傾げ。

「大体そんな感じじゃないか？　私が持ってきた装飾品も目立ったものは自分の物にしたようだし。これは私達にとっても良い方向に動いたんだが」

「は？」

　え？　王族から『取り上げる』？　首を傾げつつも妙な言葉に引っ掛かりを覚えた。

「良い方向に動いた、とは？」

「貴族達の悪意溢れる贈り物がなくなったのです。下手をすれば姫様ではなく、寵姫様が受け取ってしまいますもの」

　エメリナ……いや、エマが解説してくれる。ああ、ゼブレストでもあった嫌がらせね。確かに寵姫が受け取れば大変なことになるだろう。

「大半は取り上げられてな、隠し通路越しに耳にした侍女の噂話に『やっぱりエレーナ様が持つ方がお似合い』という言葉があった」

　馬鹿か、その寵姫も侍女も。王にバレたらただじゃ済まないだろうに、一体何を考えているんだ。

　どうも寵姫に対するイメージが浪費家というより『感情優先のお馬鹿なお嬢様』になってくる。何か意味のある行動だったのだろうか？

「予あらかじめ幾つかは身に着けて隠し持っておりましたの。それを売ってこの一年生活してきたのですわ」

「事前に情報を仕入れておいて良かったと心から思ったな」

「ええ、本当に」




　笑い合う姫様と侍女、たっくましぃー！




　全然堪こたえてないよ、この二人。……怒ることなく平然と話しているし。こんなことで怒っていたらやってられねぇよ、ということだろうか。

「外見は……」

　そう言いかけた姫――セシルは何故か一瞬言い澱よどみ私を見る。ん？　何か問題が？

「髪の色は栗色、瞳は青だったと思う」

「外見は姫様よりミヅキに近いですわねえ」

　予想外の言葉に思わず、ぴし！　と固まる。

　なんですと!?　まさか異世界人……いや、日本人とか!?

　だが、二人の言いたいことはそう言った意味ではなかったらしい。私の様子に揃って首を振った。

「王太子殿下の好みなのだろうが……気の強そうな大きな瞳に華きゃ奢しゃな体、といった感じか」

「殿下相手に上目遣いで媚びてますわね」

「ああ、似てるんじゃなくてそういう意味ですか」

　予想とは違ったようだ。セシルは自分よりも私に近い印象、と言いたかったのか。確かにセシルの外見って……。

「ミヅキに媚びる雰囲気はないから外見的な意味で、ということだ。不快に思ったなら謝る」

「いえ、お気になさらず。私の場合は単に種族的にこの世界の人より小柄なので、必然的に上目遣いになるだけですから」

「だろうな。ああ、言葉遣いは普通でいいぞ？　友人設定なのだからな」

　セシルの言葉に安堵する。内心同じ世界から来てたらどうしよう、とか思っちゃったよ。要は『目が大きく勝気な子悪魔系』という感じだろうか。

　……。




　ゼブレストのリューディアあたりが王子の好みド・ストライクなんじゃね？　胸ないけど。

　もしや彼女が生きていたら、立派に寵姫の対抗馬になれたとか……？




　ゼブレストで会った側室の一人、リューディア嬢を思い浮かべる。彼女は腰まである赤い髪に勝気そうな緑の瞳の少女だった。

　欲しいものを手に入れるためならば自身の手を汚すことも厭いとわない野心家だった彼女ならば、大国の王太子妃という立場を喜んで受け入れ死守してみせただろう。

　重要なのは彼女が恋心に迷うような性格をしていないことだ。彼女にとって最も重要なのは『自分自身』――つまり、王太子に恋人がいようが『自分が負けるのが許せないから』という理由で追い落としにかかる。

　寵姫に王太子がついていようとも関係あるまい。自分には王がいる、国の総意を得た上での行動だと自身の正当性を主張するに決まっている。何せ、イルフェナの後見を受けている姫相手に仕掛けるくらいなのだ、彼女。

　甘やかされたために我侭だが、軌道修正する侍女がついていれば何の問題も無かったので、意外と懐いた相手には素直だったのかもしれない。側室にはなれたのだから、問題行動は起こさなかっただろうし。

　惜しまれる部分は彼女自身の外見だろうか。十六歳という歳よりも幼く見え、特に胸はさみしいを通り越して『無い』。

　ただ、派手めな顔立ちを化粧によって清せい楚そ系路線にして『合法ロリータ』『幼な妻』な方面から狙えば十分な魅力にはなる。育つ可能性を期待させつつ甘えれば、王太子とて無碍にはできまい。……大人として感情のままに少女（子供）を邪魔者扱いするのは大人気ない、という意味で。




　ちょ、何故に暗殺未遂なんてやらかしたんだよ、リューディア嬢！

　王太子を誑たぶらかすことを条件に釈放して送り込めば良かった、畜生！

　彼女なら必ず寵姫と陰湿デスマッチをやらかしてくれると確信できる！

　若さも野心も十分、足りない頭は私が付いていって補えば問題なしだったじゃないか！

　ああ、折角の面白くも惨ざん酷こくな泥沼展開が……っ！

　愛憎劇の果てに自滅が狙えるかもしれなかったのに……っ！




「……？　どうかしたのか？」

「いえ、物凄く惜しい人を亡くしたなと」

「「？」」

　頭を抱えて後悔しきりの私に揃って首を傾げる二人。ごめんなさい、気にしないで。

　思考を切り替えようと緩く頭を振りつつ、改めて彼女達の容姿に目を向ける。そういや二人ともかなりの美形なんだよね。ただしタイプは正反対。

　侍女さんは栗色の髪と明るい茶色の瞳を持つ優しげな美人さんだ。雰囲気も顔立ちも柔らかい、おっとりした女性。ただし、内面は違うらしい。

　今も「私、毎日日記をつけていましたの！」と嬉き々きとして見せてくる日記は報告書紛まがいに一日の出来事が綴つづられている。恨みは深いようだ。

　うん、十分冷遇の証拠になるね。冷静に書かれている分、怒りが透けて見えるのは気のせいか。

　どうせなら丸々複製して一冊置いていこうかね？　絶対、大事になると思うぞ？

　次に姫。姫……セレスティナは緩く波打つ黒髪を無造作に首の後ろで一纏めにしている。切れ長の瞳は深い緑。言葉遣いも彼女の雰囲気によく合っていた。

　はっきり言おう。『可愛い』という単語は欠片も似合わない。『綺麗』『凛り々りしい』『男装の麗人』という単語がとってもお似合いだ。

「エマ。セシルは祖国に居る時に男性だけじゃなく女性からも人気なかった？」

「勿論ありましたわ！　今より背は低かったのですが、凛々しさに憧れる侍女も少なくありませんでしたもの」

　おお、やはり！　顔立ちだけではなく、言葉遣いもその容姿に似合っているもんな。さぞモテたことだろう。そう思って不意に首を傾げる。目の前のセシルは私よりもかなり背が高いような。

「あれ？　背があまり高くなかったの？」

「ああ。私達の国は成長期が遅いと言われているんだが、私は更に遅くてな」

「ミヅキより少し高いくらいでしたわね、ここに来た時は」

　そんな彼女は今は間違いなく私より十センチは高いだろう。背が伸び始めた頃に嫁がされたということか。まあ、元の世界でも身長って伸びる期間の個人差あるしな。食糧事情も人種も違うだろうし。

　確かセシルは今十八歳だったかな？　……これはキヴェラの人々が知る王太子妃の姿からは随分と印象が違うのかもしれない。そちらの情報も集めてみた方がいいだろう、逃げやすくなる。

　そんな風に考えていた私に更なる爆弾が投下される。

「ついでに言ってしまいますが、王太子殿下は姫様の顔を知らないと思いますわ」

「え？　嘘でしょ？」

　マジで？　結婚式はしてるはず……だよね!?　王太子の記憶力が致命的に悪いとか？

　そう思っても仕方がない状況なのだが、思考駄々漏れの私にエマが怒りを滲ませた笑顔で説明してくれる。お怒りか、エマさん。

「絵姿もろくに見ず焼き捨て、婚姻の時もベールを上げることさえしていませんもの。勿論こちらに通うことなどしていませんし」

「背の高さも随分変わったからな。この一年、ろくに顔を合わせてもいない」

「公の場に出たのは婚姻の時のみですもの。民が姫様の顔を知らずとも不思議はありません」

「ああ……徹底して露出の機会を避けさせたってこと」

「そういうことだ」

　そこまで嫌った王太子の徹底振りに拍手したらいいのか、そんな状況を許していた国の上層部に呆れたらいいのか。だが、セシルは国の上層部には何か思惑があるようだと言う。

「いくら何でも何の動きもないのはおかしい。何よりキヴェラ王はそういったことを許す方ではないんだ」

　その言葉に私は目を眇め。エマも侍女として情報収集していたのか、セシルの言葉に同意するよう頷いた。どうやらキヴェラ内部も色々と起こっているらしい。

「私が外に行ってもきっと気付かれないぞ？」

「ふふ、私は町の住人ともそれなりに顔見知りになれましたしね」

　疑惑に重くなった空気を払うようにセシルが茶目っ気たっぷりに言えば、エマが同じく楽しげに笑う。……これが二人なりの、気分の変え方。おそらくはこの後宮で前向きに生きていくために身に付けた、心を壊さぬための自己防衛。

　ならば今は二人に流されよう。考えることは後でもできるのだから。

「とりあえず情報を纏めると……必要なのは冷遇の証拠ね。制約については誓約書を奪う方向で考えてみるよ」

　実際はそれだけではないのだが、随分と難所が減ったのも事実。一体何だろうね、この逃亡に有利な展開は。真面目に考えてたイルフェナの協力者一同が脱力しそうなんですけど。

「そうだな。制約が一番厄介だろう」

　表情をくもらせるセシルに確実な事は言えない。何せ本物を見ていないのだ、それでも私が目にすれば何とかなる可能性は高い。

「いや……そうとも限らないんだけどさ」

「なに？」

「ああ！　だからこそ魔導師を送ってくださったのですか、あの方は」

　エマの期待に満ちた声に、セシルも驚きと共に私を見る。……そう考えてた可能性はあるんだよなぁ、あの狸侯爵。無詠唱を一度見てるし。

「まあ、何とかしてみせると。とりあえずは報告しないと『あの人』も心配するだろうしね」

「そうだな。ああ、制約は私が場所に縛られるものではないから、逃亡自体は可能だ」

　カリカリと頭を掻きつつ、曖昧に誤魔化す。確実とは言えないし、期待させ過ぎるもの宜しくない。セシルもそれが判ったのか、なくても大丈夫だと言ってくれた。

　二人の様子から察するに、逃げても無駄と思わせる内容みたいだね、『制約』は。

　その日は話を程ほど々ほどに切り上げ、私は宿へ帰った。商人さん達へも報告をしなきゃならないしね。防音魔法を施した部屋で簡単な状況報告をした時の商人さん達の反応は押して知るべし。

　ま、とりあえず明日から婚姻の誓約書の破は棄きと証拠集めを頑張りますか。







　　第七話　誓約書を奪え




「じゃあ、とりあえず誓約書狙いでいくのか」

「その方が確実だと思う」

　姫達とは連絡が簡単に取れるみたいなので、とりあえず宿に戻って今後の行動の優先順位を決定中。冷遇の証拠云々よりも、何らかの拘束力があるらしい誓約書を入手する方向で纏まった。

　いや、何となくセシル達の様子が気になるんだよね。彼女達が逃げ出さないのは国のためでも、『逃げられない』事情もあるっぽい。多分、それが問題の誓約書なんだろう。

　セシル達は放っておいても大丈夫そうなので、私は婚姻の誓約書の入手を優先すべきだ。

　いや、証拠集めより簡単そうだし？

　後宮では嫌がらせもなく放置されてるしね？

　下手に私が何回も後宮に侵入して怪しまれるより、証拠を入手したら即逃亡できるようにした方が良いだろう。面倒事は先に片付ける主義なのだ、私。

　なお、セシル達の無事を確認・親睦を深める目的で夕食は毎日後宮で一緒に取ることになった。夕方、エマと待ち合わせて後宮内のセシルの部屋でご飯です。手料理振る舞っちゃうぞ。甘い物も任せとけ。




　で。




　思い立ったが吉日……というわけではないけど、本日は神殿に侵入してみようと思う。丁度、結婚式が何組かあって人の出入りが多いんだってさ。

　本来ならば下調べをする予定だったけど、セシル達の状況を見るからに早い方がいいだろう。見取り図は商人さん達からもらったので迷子になる心配もなし。

　気分はすっかり遠足、でも現実は犯罪。良い子は真似をしてはいけない事態だが、最終的にキヴェラの非が認められれば『勇気ある行動』で片がつく。正義って怖い言葉だ。

　なお、今回も黒騎士製の魔道具のお世話になる。食事会の時に使ったものは顔の印象を変えるものだったけど、今回はそれより強力な幻術を使った『存在を認識しづらくなる』というもの。

　ただし、この魔道具の実用性はかなり低いとか。

　どうも『見えなくなる』というか、『気にしなくなる』という感じで、ステルスとか隠密スキル程度なんだそうな。なので気配に聡さとい人――騎士や傭兵みたいな人――や魔力の気配に聡い人――魔術師ですね――は『何となく気付く』らしい。

　……うん、そんな人達相手に使えないならあまり意味ないね。警備の基本ができていれば見逃さないもの、気配を消せる人の方が余程お役立ちだろう。今回は平和ボケした神殿の皆様相手だからこそ有効なのだ。

　だってあの神殿に盗むような物なんてないじゃん？　警備自体あまりしてないよね。

　これが国宝紛いの物を安置しているなら別だが、それは目的の場所じゃないのである。目的の場所は『結婚式を行い誓約書を保管する場所』なので、人の出入りが多い上にそれ以外の用事がない。

　恋人達の憧れの場所だそうですよ……人気の結婚式場扱いかい。恋愛成就のお守りを売っていることに『観光スポットかよ!?』と激しく突っ込みたい。

　確かに、元の世界でも土産物を売って運営資金にしている修道院とかあるけどさ。それとはちょっと違うような雰囲気だ。

　人々にとって重要な施設なら寄付とかあるよね？　国からも支援されてるよね……？

　まあ、この辺の証拠も入手したいんだよね。商人さん達からも『気になる話』を聞いたので、見取り図の最高責任者の部屋にも印がつけてある。




　ここはひとつ『ＲＰＧ的探たん索さく』をやらかして来ようじゃないか。




　思わぬ拾い物があったら私達と『仲良く』できるかもしれないし？

　もっとも、神聖な場所と分かれて存在しているからこそ不正が行われ、簡単に忍び込めるのだが。

　国宝紛いを安置してある方の神殿は基本的に立ち入り禁止。そちらは王族とかの婚姻に使われるらしく、警備が常に厳重。こちらは大変厳しい人選がされると聞いた。

　逆に民間の結婚式が行われる程度の場所なら、それなりの人間に任されているんだろう。その結果が度々起こる不正だそうな。人気スポットには魔の誘惑があるらしい。

　そこで『何故、誓約書がこちらに管理されているのか』と思うのは当然なのだが、あちらは神聖な場所過ぎて誓約書の保管場所とか余計な部屋がないんだそうな。だから侵入が楽な方で済む。王族のものだろうと婚姻の誓約書なのだから、保管場所は一括されているということだろう。

　それ以前に『誓約書を盗もう』などという不届き者は居まい。盗んだところで精々婚姻の証拠隠滅くらいなのだ、金にならん。

　望まない結婚ならば窃せっ盗とうも十分考えられる……と思うのは当然なのだけど。

　そんな状況ならば新たに誓約書を作り直されるだけだろう。だって『結婚を強制されて強行された』のだから。盗むだけではなく状況を覆さない限り同じことをされて終わり。意味なし。

　無駄なことをするより駆け落ちでもした方が確実だろうね。実際、年に何回かあるらしい。

　で、私の場合。目的の物が一応王族関連なので、重要なものには違いないのだけれど。




　逆に言えば別扱いしてあるから探すの楽なんだよね、保管場所が決まってるし。




　勿論、神殿に最低限の防衛魔法はあるだろうけど大抵解除できるしな、私。魔力を『何かを成すための力』として認識することを肯定してくれた先生に感謝だ。色々と間違った解釈をしてるっぽいけど無駄に万能。

　特にこういった解除系に関しては編物を解くような感覚なので問題なし。結界系統の魔術は魔力量よりも構造が重要らしいからね～、単純なものだと楽勝だ。

　用が済んだらお詫びにできるだけ複雑なものを施しておいてあげよう。逃亡がバレた際に婚姻の証拠として突きつけたくても、解けなかったら時間稼ぎになる。




　お詫びじゃなくて嫌がらせ？　誠意がない？




　そんなことはありません。他の王族の分もありますからね！

　王太子以外の誓約書が紛失しちゃったら大変じゃないか！

　……これで解けなかったら黒騎士達と大笑いしてやるけどな。

　というわけで。本日、遠足……もとい誓約書の奪取に行って来ます！

「嬢ちゃん……何だか色々と不安なんだが」

「気のせいですよ、気のせい。恐れていては何も始まりません！」

　商人さん達は顔を引き攣らせて本日の計画書を見ている。大まかに言うと『訪問！』→『探索！』→『アイテムゲット！』→『帰還！』という感じ。詳しく言わないのは大人の事情。

「いや……遠足って何だ、遠足って」

「日帰り程度で行われる行事です。ほら、間違ってない」

　嘘ではない。反論の言葉を失い、商人さん達は溜息を吐きながらも私を諌めてくる。

「あのな、『侵入』とか『犯罪』とか判ってるか？　捕まったらヤバイんだぞ？」

「つまり『バレなきゃＯＫ！　気付かれなきゃ犯罪にはならない』ということですね？」

「違うから！　そこまで前向きな言い方にしなくていいからな!?」

「一体何なの、この子……」

　本格的に頭を抱えだした商人さん達の必死の説得により、一人が保護者として入り口まで同行することが決まった。事の重大さを理解していないと思われたらしい。商人さん達が呆れたり脱力したり虚うつろな目になっていたのは些さ細さいなことだ。

　いつものことだから気にすんな？　そのうち慣れる！　人は順応する生き物なんだから！

　明るく言って励ますと、生温かい目を私に向けた後に「お前、少しは落ち着け！」と叩かれた。魔王様から日頃の扱いを聞いていたらしい。

　大丈夫ですって！　騎士ズにできたことを貴方達ができない、なんて誰も思ってないから！

　……それを『諦め』というのかもしれないけどさ。魔王様、貴方はこの人達を半ば騙すような感じで連れて来なかった？




　　※※※※※※※※※




　神殿到着後、商人の小父さんは付近の売店へと向かった。情報収集をするつもりらしい。そして私は目的の場所へ。

「姉から結婚前に是非一度見ておけと勧められまして」

「まあ、そうなのですか。どうぞゆっくり見ていってくださいね」

　入り口付近で声をかけてきた女の人――神官なのか巫み女こなのかただの職員なのかよく判らん――と軽く会話を交わし内部へ。中には下見に来たのかそれなりに人が多い。今日は結婚式が続けてあるから特に人が集まっている。……そういう日を狙ったからね。

　皆に祝ってもらうという意味もあってか、情報は結構出回るらしい。祝福がてら見た感じ、基本的に元の世界の結婚式とあまり変わりはないみたい。誓約書へのサインもそこで行われてから保管庫へ運ばれるので付いて行けば辿り着く。

　さて、魔道具を身に着けて行動開始。人手不足か奥まった場所――警備費をケチっているという情報はマジだったらしい――へ足を踏み入れても、魔道具のお陰か何も言われない。

　……訂正、職員どころか警備員すら居ない。外には居たから、内部の見えない部分の人件費を着服してるな、こりゃ。私には好都合だが、いいんだろうか？

　手元の見取り図をもう一度確認してポケットに仕舞う。今回の一番の問題は中で迷子になって出られなくなることなので、見取り図は出て来る時に重要だ。

　普通は逆だろうけど妙な構造になっていた場合、私には道を正確に戻る自信などない。窓を開けて出てくるわけにもいかないしね、侵入の形跡が残ってしまうから。

　目的の物を入手するまでが遠足ではない、宿の部屋に帰って初めて目的達成。迷子になった挙句に見付かったら笑えない。

　そんなことを考えつつサインされたばかりの誓約書を持った職員に付いて行ったら、何だか重厚な扉の前で足が止まった。職員が掌てのひらを扉に押し付けるとほんのり光ってカチャリと鍵が外れる。

　その光景に思わず軽く目を見開き、異世界の技術に改めて驚いた。勿論、声には出さないが。

　へぇ、あんなものもあるんだ？　もしかして鍵を解除できる人が決まっているんだろうか。

　予め認識させておけば登録された人以外は鍵を開けられない、というものならば警備らしい人が見当たらないのも頷ける。重要な場所にはしっかり対策が取られていたらしい。

　扉が開いた後、職員は部屋に入っていった。相変わらず私に気付いた様子はない。……ならば今がチャンス！

　無防備なことに扉を開けたままだったので、私も便乗し扉を潜くぐる。ひっそり中に入ったら扉付近で一いっ旦たん待機。そして暫くすると扉が勝手にゆっくりと閉まった。なるほどー、閉める必要ないのか。

　で、目的地にあっさり着いたわけなのだが。

　一度内部に入ったら職員が去るまで大人しくしていた方がいいだろう。即行動は当然できないけど、安全確保のためにも暫く空気になっておくか。私は置物、気にすんな。

　体は動かさずとも視線を動かして内部を探ると、どうやら区域ごとの棚に分かれて誓約書は保管されているらしかった。そして……部屋の奥に一つの扉。明らかに特別扱いな奥の部屋が一番怪しいと中あたりをつける。

　思わず笑みが浮かぶけど、今はまだ動かない。職員が完全に去ってからが本番だ。去るといっても部屋からという意味ではなく、廊下の足音が聞こえなくなる程度の距離を離れるまで。

　閉じ込められる状態になるからこそ、次に人が来るまでの時間は安心して探せるというわけだ。

　結婚式が多い日を選んだのはこのためだったり。侵入するのに有利という面もあるけどね。

　仕事を終えた職員はいつの間にか閉まっていた鍵を先程と同じように扉に掌を当てて解除し、部屋を出て行った。扉は一定時間で自動的に閉まるらしい。

　その後ゆっくりと足音が遠ざかり、やがて聞こえなくなった。

　では、探索開始といこう。まずは気になっていた部屋の一番奥にある扉から！

　中りをつけた扉から小部屋に入り込むと、予想通りやたらと高そうな棚に王族の婚姻の歴史発見。別格だと大変見つけやすい。

　ご丁寧にも年代別に整理され、最近の物は判りやすい位置に置いてあった。特に一年前の王太子のものは一番手前に置いてある。サインを見る限り名前が一致するからこれっぽい。

　とりあえず棚の結界を解除し、薄いガラスのような素材の間に挟まれていた誓約書を取り出す。しっかりと目を通して確認……やはり間違いはないみたい。簡単に目を通しただけだけど、日付とサインから間違いはないだろう。

　まじまじと誓約書を確認しつつ、あることに気付いて思わず生温かい目になる。




　王太子……お前、物凄く投げやりにサインしただろ？




　いかにも『不機嫌です！』と言わんばかりの文字に少々、いや、かなり呆れた。王族だろ、お前。政略結婚当たり前な階級だろうが。

　呆れつつも、ふと違和感を感じて再度手にした誓約書に目を落とす。僅かに感じるのは魔力の気配。それも紙全体から発せられているような……。

　おやぁ？　この誓約書は魔力を帯びてるみたい、紙の分際で生意気な。

　そういえば『重要な契約書は特殊な紙と方法を用いる』って前に聞いたような。紙の強度の事を言っているのかと思ったけど、『違えられないように制約がつく』ってことだったのかな。

　見た目はただの紙だが、おそらく紙自体も簡単に破は棄きできないだろう。破れば署名した人物に何らかの罰が与えられるとかいった術なのかもしれない。なんにせよ、私は専門外だ。

『婚姻の証明書じゃなく誓約書だよ』と魔王様に訂正されたけど、マジで効果ありなものだったか。さすがは王族の婚姻。簡単に破棄できないようになっているみたい。

　とは言っても、それは『この世界の常識を前提にした場合』。

　私、この手の対策はすでに取得済み。ゼブレストでの悪戯のために、だけど。好奇心と向上心が魔法の上達に必須とはよく言ったものだ、人生何があるか判らないね……！

　では、『楽しい契約の破り方』講座いってみましょうか♪




　用意するもの

　●破棄したい誓約書、別の紙（普通の紙でいい）




　やり方

　●誓約書の消去したい部分（この場合はサイン）のインクを別紙に移し除去。




　ほら、あっさり完了。見た感じ『術式が組み込まれた紙』に『名前が書いてあること』が問題なので、名前だけ移動させてしまえば術が解かれることにはならないだろう。

　改めて両面を確認するも、相変わらず見た目はただの紙。魔力も未だ感じられるので、術はしっかり残っている。

　クラウス曰く、こういったものは使うインクに該当者の血を混ぜて本人を縛るのだとか。だから術式が血を通じてサインした本人に影響される、と。制約というより呪いに近くないか、これ。

　この世界には私が使ったような魔法はないので、解除が困難というのも頷ける。セシル達の浮かない顔はその拘束力を知っていたからなのだろう。

　だからこのことがバレれば大問題になること請け合い。秘密、秘密。

　そもそも『インクだけ移動させる』って発想がない上に、『術式の解除』という認識が強いからこんな方法を思いつかなかったのだろう。能力以前に異世界人との想像力の差だ。

　特に私は魔力を『何かを成すための力』として捉えているから、部分除去やらインクの転移が可能。この世界の常識がないからこその勝利である。

　さて、長居は無用。この誓約書はしっかり持って行かなければ。

　良かったなー、王太子。これで君はめでたく独身だ。

　いや、婚姻の証拠はもうないからずっと君は独身だった。バツイチとは言わん。セシルも人生に汚点など残さなくて何よりだ。

　ああ、王太子の名前はそのままにしておこう。誓約そのものが破棄され効果を失っているのか、未完成のままなのかは判らんし。イルフェナに戻り次第、黒騎士達に聞けばどうなっているのか教えてくれるだろう。

　そんなことを考えつつ認証式の扉の付近まで戻り、取り出した見取り図を見ながら一休み。その後は再び開いた扉からこっそり退室し任務完了。

　後は印のついた目的地を目指して、もう一つの目的『横領の証拠獲得』を無事に獲得。

　部屋に入ったら普通に鍵付きの金庫みたいなのが置いてあるんだもの……目立ち過ぎ。警備費をケチるくらいだから平和ボケしてるだろうとは思っていたけど、ＲＰＧ的探索を期待した私のわくわく感を返してくれ……！

　しかも鍵は普通の物が三個ほど付いているだけだった。魔法がかかってもいなかったので鍵そのものを『分解』（壊したとも言う）、用が終わったら『元の形に再構築』。……魔法を使わずとも壊せばいいだけという気がしなくもない。

　開錠スキルでもあれば楽しめたかもしれないと思い、ちょっと落ち込む。イルフェナでの練習の方が難しかったってどういうことだ。

　神殿とくれば『隠し通路・悪事の証拠・財宝』といった秘密が一杯だと決まっている！　でも、それを隠す悪党がアホだと一気に楽しさ半減。

　楽しみには見つけることや入手する苦労も含まれるのだ、あっさり手に入ると『これ、大したことないんじゃ？』という疑惑も浮かんで精神的に宜しくない。見た限りは警備費の横領やら、土産物屋からの賄わい賂ろっぽいけどさ。

　まあ、いいや。神聖な婚姻の場での汚職事件は人々の関心を引いてくれることだろう。もしくは責任者と取引して、姫の逃亡に一役買ってもらっても良いかもしれない。

『婚姻を交わしておきながら夫が率先して冷遇するとは何と情けない！』とか演説してもらってもいいんじゃなかろうか。立場的に支持を得るだろうし。

　王家に誓約書の紛失を責められても『そうなるよう仕向けた原因』は王家の方だ。さぞや責任の擦なすり付け合いな泥沼展開となるだろう。……頑張れ。

　その後はさっさと外に出て商人と合流。私の姿を見つけ、手を振って傍に招いた小父さんは店の店主と『年頃の娘が理解できない談議』に興じていたらしい。

　……それはともかく、何故二人揃って私に生温かい視線を向けるのだ。店主も「小父さんをあまり心配させるんじゃないぞ」とはどういう意味だ。

「色々見てきたか？」

「うん、花嫁さん綺麗だった！　結婚式も素敵だね、ここ」

「はは！　お前の口からまともな感想が出るとはなぁ……」

　微妙に引っ掛かることを言いつつも、私の頭を撫なでる。なお、この手を振り払ったら『任務失敗』の合図である。私が結婚式に感動するか、しないかで状況を判断できるよう事前に決めておいたのだったり。

「じゃ、帰るか。親父、邪魔したな」

「はいよ、元気でな」

　店の親父と明るく言葉を交わし、私達は宿屋へ向かう。一番の難所と思われていたところも無事に終わったので、思った以上に足取りは軽い。

　そして戻るなり、宿の一室に集まって『成果』を見せる。持ってきた紙に皆が頷いているところを見ると誓約書は本物だったらしい。その光景にひっそりと安堵する。

「この後エマと待ち合わせをしているし、二人に今日の成果を報告してもいい？」

「そうだな、とりあえず姫さんを安心させてやれや」

　私の言葉に頷く商人さん達も表情は明るい。やはり彼らも思うことはあったのか。




　その後、迎えに来たエマと合流し再び後宮へ。本日の出来事を証拠と共に話すと二人は暫し無言になった。どうやら誓約書を奪ってくることのみを想像していたらしく、誓約の無効まで行っているとは考えなかったらしい。……ザルな警備に呆れたのかもしれないが。

　ああ、やっぱり誓約の破棄には特殊な手順がいるんだね。無効っていうか、セシル限定で誓約の術式から外れただけなんだけど。

「ミヅキ、君の実力を疑って悪かった」

「魔導師を名乗るだけはありましたのね……申し訳ありません」

　そう言って頭を下げる二人に笑って首を横に振る。

　気にしないで良いよ、二人とも。私の場合、思い込みと無知なせいでこの世界の常識が通じないだけだから。

　そもそも正規のやり方なんて知らん。……とか言ったら混乱させるだけだよねぇ。







　　第八話　後宮生活の裏事情




「ところでさ、この世界の婚姻って全部こんなに物騒なの？」

　ぴら、と奪ってきた誓約書を振り二人に問う。いや、だって魔術で何らかの制約を設けるなんて呪いに近くないか？

　婚姻に関しての呼び名は『誓約書』だが、かけられた術という面から見ると対象の行動を制限する『制約』。読み方は同じだから、民間人は込められたものに気付くまい。知っていたら祝えないもの、そんな呪いの儀式。

　するとセシルはゆっくり首を横に振る。

「いや。王族や貴族……事情のある場合に限り、といったところか」

「あれ、ない場合もある？」

「ああ、勿論。王族の場合は基本的に有りだが、貴族の場合は必要としない場合もあるんだ。あまり良い言い方ではないが政略結婚が当たり前だとある程度は割り切っているからな」

「家同士の繋がりを明確にすることが重要ですからねぇ……役目を果たせば互いに干渉せずといった方達もおりますし」

　こういったことは王族・貴族にとっては一般的な知識なのだろう。二人とも特に悲痛な顔をせずに教えてくれる。

　つまり本人が納得していない場合や強行されるような状態の時ということだろうか。まあ、王族・貴族なんて政略結婚が大半だろうしね。その後も役目さえ果たせばある程度遊ぶことも許されているのだろう。

　アルだって村に私を迎えに来た時、自分含め騎士や貴族を差し出したもんな。他の白騎士達も特に止めなかったし。彼らの階級では婚姻＝利害関係の一致といった意味が強いに違いない。

　もっともイルフェナの騎士達を見る限り独身率は高そうだが。婚姻しても仕事大好きな彼らの理解者でない限り夫婦の仲は冷めそうだ。シャル姉様の所は二人に共通の話題があることもあって円満なのだろう。

　……何故か誰も二人を羨うらやましいとは言わないのだが。結婚願望自体がほとんどないのだろうか？

「じゃあ、これは王族の婚姻だからこその処置ってこと」

「それもある。私の場合は国のこともあって逆らえないが、王太子殿下にとっては忌いま々いましいものだろうな。彼にとって不利になる制約はないが、婚姻の証ではあるのだから」

「王命ですのに……本当に自覚のない困った方ですわ」

　エマよ、くすくす笑いながら言っても全然困ったようには見えんぞ？　セシルも口には出さずに苦笑い。エマの言っていることは間違いではないからね。

　ついでに言うなら『絶対逆らえない状況だってことすら判らねえのかよ、頭の足りない男だな!?』と私の中で意訳されている。多分、言いたいことは合っている。

「ふうん、この紙切れがねぇ……？」

　手にした誓約書をまじまじと見つめる。術が組まれているのは判るのだが、無視しようという人が出ないのも意外に思えるのだ。

　だが、その疑問はセシルの言葉で解消されることになる。

「状況によって込められる制約は様々だな。何の対処もなく一定以上離れると吐血したり、命に関わるものもあると聞く」

　思わぬ内容にぎょっとしてセシルの方を向くと、「事実だ」と頷いた。

「ちょ!?　それ、完璧に呪いじゃね!?　何その呪じゅ縛ばく」

「似たようなものですわ。そんな制約が付けられるということは『何があっても夫婦で居てもらわねば困る』ということですから」

「唯一許される別離が死別ということだろう」

　おおう……さすが魔法世界。逃げることさえ不可能という場合もあるのか。

「ワァ……庶民デ良カッタナ、私」

「それくらいしなければ自分の立場も使命も忘れて好き勝手なことをする方もいる、ということですわ」

　エマの言葉には重みがあった。おそらくは政略結婚を嫌がるあまりに逃亡、ということもあるのだろう。うーん……非情な気もするけど対処法としては間違っていないかも。

　理由があっての婚姻なのに『納得できません！　逃亡（駆け落ち）します！』なんてことをされたら国の面めん目ぼく丸潰れ。賠償金や不利な条約など様々な場面で支障が出ること請け合い。

　恋愛小説は恋人達が主役だからこそそういった事情を省くだろうが、国単位で迷惑が掛かる。逃亡にしても同様。

　まだ相手の国の奴と逃げてくれればマシだろうが、今度は責任の擦り付け合いで泥沼展開勃ぼっ発ぱつ。

　当事者は誰からも恨まれるだろう。物語のように協力者は現れんぞ、普通。

「そんな制約ならば事前に本人達に伝えられるさ。己が命を惜しむ気持ちがあれば絶対に逃げない」

「自分は大切にしますものね、そういう輩ならば」

「あー……凄く納得しました」

　二人の補足に頷きぽん、と手を打つ。確かに自分の命を大事にしそう。それ以前に自活できるとは思えないから野の垂たれ死にコースだろう。連れ戻されたとしても許されるとは思えんし。

「じゃあ、セシルの制約は？　離れられないとかじゃないんでしょ？」

　ふと興味を覚えてセシルに聞いてみる。今回は逃亡前提だし、放置されてるから『一定以上離れると云々』ではなさそうだ。まあ、セシル達が逆らえないからこそ、そういった面での不安はないのかもしれないが。

　そう言うと二人は顔を見合わせ。

「多分……王と王太子殿下に逆らえない、というものかと」

「確かにそう言われましたわ。面と向かって言われた場合のみ、でしょうけど」

　何故か困ったような顔をしながら答える二人。しかも何だか曖昧なお答えだ。思わず首を傾げて聞き返す。

「……？　『多分』？」

「状況的に確認しようがないだろう？」

　困った顔のまま告げられた言葉に思わず納得する。そりゃ確認しようがないな！

　そうだね、王太子自体ここに訪ねて来ないよね！　王とも会う機会がないし。

　もしやここまで酷い冷遇もその制約が原因だったりする？

　王太子が『どんな扱いを受けても文句を言うな』と言ってしまえば何もできないものね。

　セシルを公の場に出さないのって王に後宮の実態を問われると困るから？

　うっすら見えた冷遇の裏事情に生温かい視線になりつつ……ふと疑問が浮かぶ。

「セシルだけ？　『二人とも逆らえない』とかじゃなく？」

「我々の関係は対等ではなくキヴェラの方が上だからな。制約に縛られるのが私になるのは仕方ない」

　力関係の差というやつか。エマもそれは納得できるらしく頷いている。

「普通に考えれば姫様の方が逃げ出す立場ですもの」

「……王太子の方を何とかした方が良かったんじゃ？」

　それが一番平和じゃね？　個人的な感情はともかく。それに『浮気をしろ』『逃亡しろ』なんて命令されたらどうするのさ？

　懸念を口に出すとエマは首を振り否定する。意外だが、その危険性はないっぽい。

「さすがにそれらを言い出すことはないでしょう。婚姻は王の決めたものですし、自分が不利になるようなことはなさらないかと」

「それに……我々が知らないだけで王太子殿下にも何らかの制約があるのかもしれない。憶測だが『逆らえない』とは『命令に従う』というより『反発しない』という解釈ではないかと思っているんだ」

　二人もこれまでに色々と考えてきたのか、「憶測だが」と言いながらも理由を話してくれた。ああ、そっか。王太子の恥になるから、という意味での『言い出すことはない』なのね。

　しかも制約は実際にどんな解釈をされているか判らない。制約がセシルの言った程度の意味なら、王太子本人には別の対策がとられている可能性があると。

　よく考えればセシルが逃げたり浮気することって王太子の恥だよね。自分にとってマイナスになるようなことを命じるはずないか。そもそもセシルは逃げられる状況にないから嫁いだので、妙な行動をとれば王太子に疑いの目が行くだろう。




　……それを逆手にとって廃はい嫡ちゃくを狙っているのかもしれないが。




　だって逆らえない人物に『王』が入ってるっておかしくない？

　これ、何かあった時にセシルに証言させるためじゃね？

　セシルはああ言っているが王に関してはそのままの意味で『逆らえない』ことだと思うぞ？　王太子にそのことを告げておけばおかしな真似はすまい。『普通』ならば。

　状況的に王や国の上層部に試されてませんかね、王太子。それに推測でしかないが。

『逆らえない』って制約は妥協案として王太子から言い出したんじゃなかろうか？　正妃だろうが寵姫に逆らうな、日陰者でいろ的な意味で。でなければ後宮のこの状態はありえまい。

　結果として干渉なしという状況になっているので、セシルにとっては良いことなんだけど。

　何故寵を競ってもらえると思ったんだ、王太子よ。そこを突っ込みたい、私は物凄く突っ込みたい……！

　別のことでじりじりとする私を勘違いしたのか、セシルは「気にしなくていいぞ」と宥める。そして即座に真面目な表情になった。

「王太子殿下に制約があったとしても寵姫殿に味方をする者が居る以上は何らかの抜け道を探すだろう。それに王太子殿下は元々感情的になりやすい性格らしく、抑え込まれれば何を仕出かすか」

「寵姫のことを王に反対されてからはますます頑なになっているようです。今ではそのことを口に出すだけで口論になるらしいですわ」

　エマ共々語る王太子への懸念。硬い表情から、それこそが逃亡計画の引き金になったんじゃないかと推測。制約がある以上、セシルには抗あらがう術がないのだから。

「あれか、『反対されればされるほど燃え上がる恋に酔う自分』を否定されて頭にきてるってやつ？」

「そうとも言う」

「ミヅキ、それに『立場と恋の狭間で苦悩する自分』も付け加えてくださいませ！」

　重くなった空気を払うように茶化して言えば、二人も即座に乗ってきた。やはり考えたくない可能性だったのだろう。

　しかし、茶化しつつもエマの言葉をセシルは反対しなかった。そうか、事実なのか。

　つまり王太子の方に何かすると更なる反発必至、ついでに自分の立場を捨てることはないと確信されてるってことかい。王に逆らってでも貫く愛なら一番最初に王太子という立場が邪魔になると思うのだけど。物語でもそれが割と王道だし。

　……。

　へたれな坊ちゃんだな、おい。一人じゃ何もできないって周囲に知られてるってどうよ？

「安っぽい恋愛小説でも主人公は自力で苦難に立ち向かっていくものだと思うけど」

「あの方に期待するだけ無駄ですわ、ミヅキ」

　ころころと笑うエマ、苦笑しつつも否定しないセシル。で、結局セシルに耐えてもらう方向になったわけか。コルベラ王族の扱いが軽いな、キヴェラ王！

　だけど、同時に今のキヴェラ王や上層部はまともなんだとも思う。でなければ周辺諸国が恐れるとは思えない。

　制約にしても立場という首輪を外す心配のない王太子よりセシルが逆らう可能性を潰し、更に利用しようとするのだから最大限に有効活用をしているようだ。後宮に干渉できなくとも『親』である以上に『王』としての立場をとる人物は無能じゃないらしい。

　厄やっ介かいな人みたいですね、キヴェラ王は。だからこそ疑問も残る。




　……何故にそんなお馬鹿さんが育つんだろ？　重要な後継ぎなんじゃね？




　領土拡大とか外交に力を入れ過ぎて幼少時の王太子の教育を誤ったんだろうか？　気付いた時には遅かった、とか？

　もっとも王太子の弟二人はまとも――商人さん達の情報です――らしいので、王太子を教訓にして教育の改善が成されたみたいだが。意外と可哀相な子かもしれないね、王太子。でも同情はしない。




　私の目的は国なのだ、貶めるなら彼が狙い目だもの！

　寧ろそのままの貴方を応援してる！　ガンガン突っ走っちゃってくださいな！




　王太子様、私は自分のやりたいことが最優先の人間でございます。今の私にとって鬼畜という評価は褒め言葉以外の何物でもありません。僅かな憐あわれみを抱くことなく狙わせていただきます！

　落とし所を探ってキヴェラ王と一戦交えるより確実な方を狙うのは当然！　弱点を狙うのって基本だね、基本。

　そもそも貴方はもういい大人。まともな側近を排除したのも自分の意志。学ぼうとすれば学べたはずなのだ、その環境を周囲は整えてくれていた。

『優遇されて当然』という態度をとってきた以上は結果を受け取ってもらわなければ。

『正妃の王子が継承権優位』といった国の方針も継承順位を明確にするためのものであって、努力せずとも王になれるといったものじゃあるまい。

　ちらりとセシルに視線を向ける。出会ってから色々話したが、彼女の最優先は祖国。自分の立場を嘆くことなど一度もないし、その在り方は魔王様やルドルフに近い。

　……王太子がセシルを気に入らないのも劣等感からくる部分もあるんじゃないかな。だって自分の方が明らかに劣るもの。

　小国だからこそ王族・貴族の対応一つで困った事態に陥るのだから、そうならないためにしっかり躾けられるのは当然。苦難に遭っても変わらぬその姿が気に入らないのかもしれない。

　魔王様もルドルフもその側近達も個人であることより立場優先・常に努力の日々だ。王族はそれが普通なのだが、見下している小国の王女が認められることも癇かんに障さわるんじゃないのかい？

　絶対に言われたと思うんだよね～、『姫は己が役割を理解しているというのに貴方は……』って。

　よし、それも突付こう。徹底的にプライドを砕いてやろう。

　心の中でひっそり決意すると、気分を変える意味でもう一つの話題を二人に振ってみる。

「……で。王太子がアホなのは判ったけど寵姫に関しては？」

　王太子については証拠集めも楽だろう。折角なのでもう一人の主役・寵姫について聞いておこう。

　……が。

　二人は顔を見合わせると、困ったような表情になり首を傾げる。

「前にも言ったように私が持ってきた物を取り上げたくらいだな」

「後は……数日に一度、嫌がらせの食事を持ってくる侍女がいるくらいでしょうか？」

　二人の話はそれで全てらしい。確かに聞かれても困るな、そりゃ。だが聞いている方としては首を傾げてしまう。

　はて？　後宮ってそんなに平穏な場所だったかな？

「貴族達からのろくでもない贈り物は先に話したように寵姫殿の行動が原因で来なくなったしな」

「寵姫本人からの嫌がらせは？」

「お話ししたもので全てです。他にはありませんわ」

　全員揃って困惑した表情になるのも仕方あるまい。これでは確かにセシルも悪くは思わないだろう。何故、一番きつく当たるだろう人が何もしないのか。

　まあ、ここまで差がついてると安堵のあまり無関心になっているのかもしれないが。

　もしや意外に良い人だったりする？　頭が足りないだけで。

「私はここしか知らないが、君は後宮を知っているのか？」

「諸事情でゼブレストで後宮生活を少々」

「どんな生活だったんだ？」

　うっかり『経験あり』と話したら、二人とも目を輝かせて聞いてきた。どうやら興味津々な模様。

　いいぞ、簡単に話してあげよう。面白過ぎて物語として受けるレベルだぞ？　……サバイバル的な意味で。

「えーと。前提として私には将軍含む護衛が常に三人付いている状態ね。立場的には側室筆頭。で、食事は自炊。毒殺対策で」

「まあ、事情があったのならば頷ける状態だな」

「贈り物は貴族からは全部受け取り拒否。確認はされるけど大半が毒物・虫・生き物の死骸といった嫌がらせ。内部の側室からも送られてたかな。あ、そういうことをする奴は小物ね」

「物語そのままですわねぇ」

　二人とも感心半分呆れ半分に頷いている。うん、奴らもお手本どおりにやっていたと思う。そのお陰で私達から『馬鹿じゃね？　引っ掛かるかよ』と言われていたのだが。

「護衛の騎士達の仕事ぶりから暗殺者とかもいたと思う。侍女を使ってというのもあったしね。気合の入った側室になると自分の手を汚さず取り巻きを使って殺そうとしたり、部屋に乗り込んできて堂々と毒殺しようとしたり」

「「……」」

「茶会を催して席がない、なんて苛めに始まり陰口・殺気は当たり前！　そもそも武器になるような物を後宮に持ち込んでる時点で『何しに後宮に来やがった、お前』と呆れること多数。愛憎どころか愛なんてない、あるのは獲物を狩る欲望と殺意だけ、という感じ」

　ちなみに。

　セイル達が引っ付いてる状態でそれなので護衛の騎士が居なければもっと凄まじいことになったと思われる。何せセイルを付けた理由が『死んだら外交問題に発展！』というものなのだ……宰相様、貴方の予想はどこまで凄まじいものになっていたのかな？

「そ……それは大変だったな」

　どうやら想像以上に過激で反応に困る内容だったらしい。顔を引き攣らせながらも労いたわりの言葉をかけてくるセシルに笑みを返し。

「大丈夫、私自身がダメージ付きの罠わなみたいなものだから」

「「え」」

　事実を告げれば、引き攣った表情のまま二人はぴしりと固まった。

「殺やるか殺られるかの状況な以上、負ければただでは済まないよ。最終的に全員が家ごと処罰されてる。……そうしなければならない事情があったと思ってるけどね」

　憶測では話せず、やや暈しながら言えば察してくれたのか深く追求してはこなかった。

「つまり勝ち残ったと」

「正しくは『生き残った』だね」

「何て頼もしい……！　是非仲良くしていただきたいですわ！」

　エマは大絶賛。外見に反して、こっちのタイプだったらしい。ええ、仲良くしましょうね！

　ただセシルは微笑み合う私達を見て苦笑している。

「状況が明らかに違うな。こう言っては何だが、寵姫……エレーナ殿が私に辛くあたるのも仕方がないように思うんだ」

「何で？」

「恋人にいきなり妻ができたんだぞ？　しかも自分はどう頑張っても妻になれないんだ」

「ん～？　それ、どういうこと？」

　セシルの寵姫擁よう護ごにある意味納得しつつも、首を傾げる。実はこれも不思議だったことの一つ。子爵家でも貴族出身だから側室になるには問題ないよね？　だが、セシルの言い方だと何か問題があるようだ。

　私の疑問を察したのか、「そういえば異世界人だったな」と呟きセシルは言葉を続ける。

「この国が小国を侵略する形で大きくなったのは知っているだろう？　実際、生粋のキヴェラ人と他では差があるんだ。彼女の家は元は侵略された国の貴族だからこそ、寵姫にはなれても妻にはなれない」

　側室の産んだ子には継承権があるから無理、ということらしい。確かに内部に招き入れることはできないね。ただそういった事情があるなら王太子は寵姫との子を無視できない存在にすべく、絶対に他国との縁組を狙ってくるだろう。

「言い方は悪いですが寵姫は『お気に入り』や『愛人』という意味だと思えば判りやすいと思います。側室は妻の一人という解釈をしますから、彼女は無理なのです」

　エマの補足に何とも言えない気持ちになる。それならばセシルの存在は目障りだろう。寵姫さん、中々に不遇の人な模様。キヴェラ優遇は貴族でも変わりないみたい。

　セシルも自分の意志で嫁いで来たわけじゃないから彼女に対し思うこともあるのだろう。

「それに……」

　不意にセシルは言い澱み、躊躇ためらった後に口にする。

「彼女の言葉は厳しくとも感情が伴っていない気がするんだ。気のせいかもしれないが」

　いまいち自信がなさげなセシル。こればかりはエマもよく判らないのか首を傾げるばかり。

「姫様は騎士団に所属しておられましたから殺気や悪意には敏感ですものね。私も彼女からは本気の悪意を感じたことはないのです」

　つまり他の奴からは明確な悪意や殺気を感じたことがある、と。比較対象があるなら二人の言ったように寵姫は単なる恋する乙女なのかもしれない。

「嫌味な言葉だけってこと？」

　私の言葉にセシルはこくり、と頷く。

「だから彼女は恋人が好きなだけかもしれないんだ。私に対しては八つ当たりといった感じだろうか」

「確かに話を聞く限り、私と殺りあった連中とは違う気がするけどね」

　彼女達はもっとギラギラしてた。もし寵姫が同じならば放置などせず徹底的に嫌がらせをしているだろう。彼女には望めば暗殺さえ手を貸す人間もいるだろうし。

　それとも彼女には何かこちらが想像もつかないような事情があるのだろうか。

　よく判らんなぁ……ただ、そんな決まりがあるなら話は少々変わってくる。王太子が寵姫と結ばれるには自分の立場を捨てるしかないのだから、他国との勝手な縁組も単なる予想ではなかったのかもしれない。王太子は立場を捨てる気もなさそうだし。

「まあ、彼女のことは置いておいて。私達は自分の目的を果たすことに専念しましょ」

　とりあえず疑問を頭の隅に追いやって、私はそう締め括った。







　　第九話　身内は色々規格外




　テーブルに置いた部屋周辺の簡単な見取り図――エマの手描きだ――を眺めながら、冷遇の証拠となる記録用魔道具の設置場所を決めている最中――

「そういえば……ミヅキの守護役と後見の王族はよく許したな？」

　セシルがそんなことを聞いてきた。そういや、二人はほぼ閉じ込められている状態だったっけ。

　異世界人がイルフェナに来たという話も知らなかったみたいだし、その守護役や後見人が誰かなんて情報は知るはずもないのが当然か。

「後見人はエルシュオン殿下、守護役はアルジェントとクラウスっていう殿下直属の部隊の騎士二人とゼブレストのセイルリート将軍だよ」

　改めて口にすると何やら凄い豪華面子な気がする。それなのに彼らの中身がアレだとは……何とも残念な連中だ。

　だが、セシルは軽く目を見開き驚いている。

「魔王殿下の直属!?　あ、いや、その、魔王殿下というのはだな……っ」

　思わず魔王様の渾名を口にして焦るセシル。あ、そっか。いくら後見人だろうとも王族、民間人でしかない異世界人が気楽に接するはずはないのか。

　……あれ？　その割には魔王様と日々顔を合わせ――いや、よくお説教されているような？

　もしや、説教も普通ならば守護役に就いている奴の仕事なのだろうか。魔王様の面倒見の良さから考えれば、今の状況も不思議ではないのだが。

「ああ、大丈夫。普段は魔王様って呼んでるし」

「「は!?」」

　安心させるように事実を言えば、何故か今度はエマまでもが固まった。解げせぬ。

「あの……ミヅキ？　それはエルシュオン殿下のことですわよね？」

「そうだよ？」

「そう呼ぶことを許しているのか？　あの方が？」

「うん、特に何も注意されないけど」

　二人の様子に首を傾げつつ答えると、彼女達は顔を見合わせている。はて、何かおかしなことを言っただろうか……と考えかけ、理由に思い至った。

「ああ！　二人とも魔王様の威圧が怖いからそう言っているのか！」

　ぽん、と手を叩き納得する。確かに理由を知らないと『何もされてないのにぞくぞくする』『得体の知れない恐怖』といったものを感じるので、魔王様を恐れても仕方がないだろう。

「威圧……と言うのか？　その、私は直接お会いしたことはないんだが、視線を合わせると恐怖を覚えると言っていた者がいてな。……言葉も痛かったらしいが」

　……。魔王様、貴方は外交で一体何をしてらっしゃるのですか？
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「私も似たような話を聞いたことがありますわ。心労で倒れる者が続出するとか」

　セシルに続いてエマも似たようなことを話す。その表情が何だか強張っているのは気のせいだろうか？　一体、どんな恐怖体験談を聞いたの、エマ？

　二人の言葉に改めて魔王様を思い出し……やはりイコールにならず、首を捻ひねる。

　これまでを思い出しても、過保護気味の保護者様にしか思えん。私が心配させ過ぎだということもあるだろうが、あの人は基本的に面倒見がいい。

　騎士達も威圧にビビりながらも慕っているので、私の中では『魔王という渾名＝高過ぎる魔力による威圧のせい』という認識になっているのだ。

　そもそもレックバリ侯爵に『親猫』扱いされる人だよ、魔王様は。

「レックバリ侯爵は魔王様のことを『子を守る親猫そのもの』って言ってたけど？　あ、ちなみに手の掛かる子猫に該がい当とうするのが私」

「親猫……」

「何といいますか……反応に困る例えですわね」

　呆気にとられるセシルと微妙な表情のエマ。どうやら彼女達の聞いている魔王様の噂と私の話に差があり過ぎたらしい。

　外交に関しては手加減しないだろうが、これがアル達の言っていた『昔から苦労していた』ということなのだろう。意味もなく恐れられるからこその『魔王』という渾名。

　それが悪を示す名だとは誰も言っていないのに、人は勝手に想像する。

「でもさぁ、セシル達の知っている魔王様の噂って外交以外は悪意を向けられたわけじゃないでしょ。あの人、魔力が高いだけだから敵対でもしていない限り『視線を向けただけ』だよ？」

「それは判っているんだがな……」

　セシルは魔法が使えない。だからこそ、余計に得体の知れない存在という認識が強いのかもしれないね。私に対して好意的なのは『レックバリ侯爵が派遣した』という前提があるからだし。

「じゃ、例え話。キヴェラの民の『コルベラという小国出身の王太子妃の悲劇』っていう認識と現実はイコールになる？　セシルはここで冷遇に泣いて過ごしていた？　セシルを知らなければ普通はそれが『正しいと思う』。それと同じって言えばいいかな」

「……あ」

「確かに……そう言われれば納得できますわ。私達のエルシュオン殿下に対する認識はミヅキの例え話でいう『事実を知らない民』にあたるのですね」

「それに今回だって旅券とか協力者の商人とか手配してくれたのは魔王様だよ」

　そこまで言えば二人とも理解できたようだ。恥じるように俯うつむく。

「すまない、ミヅキ。君が保護者を慕っているのに考えなしなことを言った」

「申し訳ございません。恩知らずなことを言ってしまいましたわ」

「私に対してはいいから、イルフェナに着いたら魔王様にお礼を言って？　レックバリ侯爵にもそれを言われると思うよ」

「勿論だ。だが、それだけでいいのだろうか」

　今回のことは間違いなく迷惑をかけているのだろう？　と暗に聞いてくるセシルに私は首を横に振る。

「私は利害関係の一致だから特には。魔王様に関しては……あの人、そういうことを言わないから」

「言わない、とはどういうことです？」

「基本的に自分で結果を出させるけど、魔王様も裏でこっそり動いてるの。だから私は今回どういう方向で話を通したのか知らないんだよ」

　いくら何でも他の王族の騎士を借りるのに理由を言わないなんてことはないだろう。事実を話して魔王様自身が責任を負うようにした、ということじゃないだろうか。

　……それは勝手を言った私に少しでも助力するため。自うぬ惚ぼれではなく魔王様だからこそ、そういうことをするのだと確信できる。彼にとってコルベラは他国なのだ、守るべきものではない。

　二人は暫し無言になるとセシルは溜息を吐き、エマは何ともいえない表情になりながらしっかりと頷く。そこに見え隠れするのは思い込みで人を判断していた後悔だろうか。

「判った。だが、これまでの認識に対する謝罪もしておこう。これは私達自身のためだ」

「ええ。ここまでしていただいて何も思わないほど恩知らずではありません」

「そっか」

　にこりと二人に笑いかけると、二人もやや照れくさそうに笑みを返してくる。

　――魔王様。慣れない謝罪と感謝をされても、魔力制御を甘くしないでくださいね？




「ところで。保護者は判るが君の守護役達はよく単独行動を認めたな？」

　気分を切り替えるようにセシルが聞いてくる。ああ……守護役って複数の国から選ばれるから、魔王様の直属以外はどうやって誤魔化したのかってことか。

　これは彼女達が守護役制度を正しく理解しているからだろう。何せ守護役になるには条件があるのだ。

　●絶対に国を裏切らない。

　●異世界人を抑え込む実力がある。

　この二点。『異世界人を抑え込む実力がある』という方面が目立つけど、それ以上に重要なのは『絶対に国を裏切らない』という方だ。

　要は揺るがぬ忠誠心を王族に認められている、ということだ。これが前提でなければ守護役としての意味がなくなってしまう。

　個人的な感情や利害で異世界人を利用したり、行動を起こされても困るのだ。守護役が何より守るべきものは『国』や『世界』なのだから。

　これを見ても判るように守護役はある意味、名誉な立場だったりする。異世界人の婚約者とはなっているけど、お仕事です！

　イルフェナではグランキン子爵の娘のアメリアでさえ、『役目』なのだと知っていた。お嬢様方が気に食わないのは、私が守護役達と仲良しな点であって婚約者だからではない。

　感情の問題なのだよ、単純に。だから私も生温かい目で彼女達を見ることができる。

　婚約者とか聞いた当初は『人生を賭かけた泥沼デスマッチ連発か!?』とビビったものだが、現実は意外とその事実が浸透しており、そこまで酷い嫉妬は向けられていない。

　何せ守護役はいつでも引退可能。私に嫌がらせをして守護役達にウザがられるよりも、本人達の好感度を上げる努力をすれば穏おん便びんに守護役引退・結婚が叶かなうのだから。

「私の場合はちょっと特殊でね……もう一人は基本的に傍にいないから」

「それは……まあ、君の場合は二人が傍にいるみたいだから、互いが納得していれば問題はないのか」

　意外そうな表情になるも、即座に『まだ二人いる』ということを思い出したのか納得するセシル。対してエマはやや不思議そうだ。

「随分と信頼されていますのね？　ミヅキもですが、守護役同士というか後見の王族達も仲が良ろしいのですか？」

「うん、仲がいい……というか友人同士だね。私もゼブレストの守護役やその周辺とは仲が良いし」

　エマの問いを曖昧に誤魔化す。まさか『ゼブレストの王が私の親友で魔王様とも兄弟のように仲が良い友人同士なんだ』とは言えない。というか、言っても信じないだろう。

　そもそもルドルフはほとんど表に出てこなかったらしいので、必要な時まで繋がりを隠しておいた方が色々と便利そうだ。

　そしてゼブレストの守護役セイルは主であるルドルフ第一の騎士だったりする。セイル本人と険悪であっても、ルドルフと友好的なら奴の態度も友好的。

　ただし、内心は別評価なので笑顔で毒を吐く可能性・大。ついでに主のために必要ならば私を利用する気満々の素敵な性格をしている。……誰だ、セイルを穏やかとか言った奴。

「どちらにしろゼブレストで捕まると思うよ？」

「は？」

「捕まる？」

「訂正。接触する、でお願い」

　思わず出た本音に二人が疑問を露にしたので、とりあえず訂正。

　魔王様から連絡が行っているので、何かしらの接触はあるだろう。もしくは一切無視して『私達は何も見なかった。知らない、無関係』という態度をとって逃がすか。

　……できれば接触する方向がいいんだけどな、キヴェラの情報を渡したいから。

　そんなことを思いつつ、ゼブレストの皆の顔を思い浮かべた。




　　※※※※※※※※※




　――数日前、ゼブレストにて（宰相アーヴィレン視点）

「セイル、少し聞いておきたいことがあるのだが」

　イルフェナより戻ったセイルに私は席を勧めた。長年の付き合いだからこそ判るのだが、最近セイルは妙に機嫌がいい。楽しくてたまらない、といった方がいいだろうか。

「なんでしょう、アーヴィ」

「お前はミヅキを気に入っているのか？」

　直球過ぎる質問にセイルは苦笑した。だが、幼い頃からセイルを知る者からすればそれは天地がひっくり返るような出来事なのだ。

　セイルリートの父親は私の父の弟にあたる。彼の印象は穏やかで聡明な人物、といったところだろうか。

　印象しかないのはセイルの両親が強盗に殺害されたからだ。

　……いや、それは表向きの理由に他ならない。実際はクレストを疎うとんだ貴族が殺したのだ。セイルの父親は貴族達の横領について調べていたのだから。

　糾きゅう弾だんすることはできただろう。だが、国王は完全に奴らに取り込まれ、口煩いクレストを疎む傾向にあった。逆に言い掛かりだと言ってクレストを追い込みかねなかったのだ、あの愚王は！

　結局は強盗のせいで片付けられ、彼らの死は『不幸な出来事』という枠に収まり忘れられていった。当時の私の父の悔しさを思うと実に胸が傷む。

　……問題はセイルだった。

　当時五歳という幼さだった彼は目の前で両親を殺されている。だが、元々穏やかというか物分りが良過ぎる傾向があったセイルは、両親の死にも取り乱すことなく受け入れていた。

　普通に考えれば異様である。

　我が家に引き取られ家族として育ちながらも、その違和感は薄れることがなかった。

　そして十年前、紅の英雄を祭り上げた時点で私達家族は違和感の正体を悟ったのだ。

　セイルは……人を殺すことに一切の躊躇いがない。血の記憶は彼に影響を及ぼさなかったわけではなかったのだろう。

　実戦経験のない騎士が初めにぶつかる壁が『殺す』ということに対してだという。それは誰もが抱く恐怖だろう。それを知るならば、当時のセイルがどれほど異様であるか誰だって気がつく。

　紅の英雄は魔術師達を皆殺しにした。セイルは敵を倒すことを躊躇わない。……いや、血を好む傾向にすらあるのだ。

　一歩間違えれば殺人狂になりそうな資質だが、セイルはそれを『敵』に対してのみ向けている。

　危機感を覚え、それを問うた時の答えも中々に壊れていたと思う。

『結果を求めることは大切だと思いますし、敵に容よう赦しゃなど必要ありません』

『私の世界はとても狭いのです。味方か敵か、それだけです』

『返り血さえ私を形作るものだと思いますよ』

　ルドルフ様が『味方』で『主』の立場である以上、何も問題はない。いや、あの当時ルドルフ様をお守りするには必要だったとすら思う。

　だが、家族としては少々複雑だ。言い換えればセイル自身は誰も必要としないということなのだから。

『敵』か『味方』かに分類しているに過ぎないのだから、己と対等な者など存在しない。

　意図的に作られた表面的な部分に惑わされる者達も、セイルの人間嫌いに拍車をかけた要因だろう。人との付き合いなどその程度で良い、と学ばせてしまったのだから。

　ゆえにセイルの世界はとても狭く、明確な順位がつけられている。ルドルフ様を頂点とし、次にルドルフ様を支える必要不可欠の存在……というように。

　それは個人というより、国として優先すべきものという認識に近い。誰に対しても穏やかなのは『そこに個人的な感情などなく、第三者として必要か否かの判断を下しているから』。

　感情の揺らぎがないのだ、良くも悪くも。抑え込んだり制御するのではなく、揺らがないのがセイルにとっての『当たり前』。

　だが。

　先日のミヅキの誘拐事件、助け出した後のセイルに思わず言葉を失った。それは私達にとって信じがたい光景だったのだから。

　セイルが……楽しそうだったのだ。それも心から。

　感情を外に表すなど今までなかったことである。ミヅキを迎えに行ったはずなのに一体何があったのか。ルドルフ様も内心驚いていたに違いない。表面には出さなかったが。

　おそらく原因はミヅキだ。それは間違いないだろう。

　私の言いたいことが判ったのか、セイルはゆっくりと笑みを深めた。それは楽しそうながらも、どこか毒を含んで私の目に映る。

「ミヅキの傍はとても生きやすく楽しいのですよ」

「……楽しい？」

『ミヅキの傍が楽しい』とはどういうことだろうか。話すことが楽しい、傍にいると心が温かくなる……とでもいうならば判るのだが。

「ええ。彼女の考え方は私とよく似ているけれど異なるもの。何より本能的に私の狂気を悟っているでしょうに恐れません」

　楽しそうに話すセイルに妙に納得する。確かに恐れないだろう。あの娘は少々普通とは言いにくい思考回路をしているのだから。

　だが、ミヅキは私の予想の更に斜め上を行ったらしい。

「血ち塗まみれた人間を前に『汚れているから』という理由で池に放り込む人ですよ？　盲目的に私を信じているわけでもなく、外見に興味を持つどころか利用できるものとして考える。予想外です、何もかも」

「そ、それは……」

「普通じゃありませんよね、彼女」

　さらっと言い切るセイルに同意することもできず、言葉に詰まる。……確かにそれもどうかと思うのだが。あれでも一応年頃の娘なのだから、もう少し普通の反応をしてほしいものである。

　そんなことを考えていた私に、セイルの楽しげな声が響いた。

「ですから。私がどれほど殺そうと対応は全く変わらないのです。寧ろたのもしく思うでしょう……私が殺すのはルドルフ様のためだけだと言い切ってくれましたから」

　その言葉を聞いた瞬間、息をするのも忘れた。

「……な、に？」

　ぎこちなく掠かすれた声を出す。ミヅキはセイルの狂気を受け入れる……いや、好ましく思ったというのか。その事実に驚きょう愕がくを露にする私にセイルは更に続けた。

　セイルの表情から見え隠れするのは歓喜。恐れることも憐れむこともなく、『だからこそ信頼できる』と言い切られた……自分を認められたことによる喜び。

「彼女にとっての最上位とは私と同じルドルフ様なのですよ。勿論、エルシュオン殿下も最上位ですけれど。だから決してぶれない在り方をする私を信頼している。自分がどう思われるかではないんです、ミヅキにとって」

「それは……何とも」

「そこまで私の在り方を受け入れてくれる。気に入るには十分でしょう？」

　確かにルドルフ様の味方と言い切る彼女ならば、狂気を持つセイルに絶大な信頼を置くだろう。セイルがいなければ自分がやってのけそうだ。それほどにあの二人は仲が良い。

　ルドルフ様にとってもミヅキは得がたい友人なのだろう。あの方が望みながらも得られなかった家族の情、友に向ける当たり前の言葉。配下であることを捨てられない私達には王としての立場がどうしても邪魔をする。

　いや、この世界の住人には一国の王であることを忘れるなど無理だろう。異世界人だからこその態度だと言えた。私の目には仲の良い姉弟にすら見えるのだから。

「それは執着とは言わないか？　気に入った玩おも具ちゃというか」

　呆れを滲ませて問い掛ければ。

「ええ。そのどちらも当て嵌はまると思います。ですが、私がこれほど執着する人間が今後現れるとは思えませんので」

　嬉しそうに返してきた。無自覚にセイルの心を揺さぶる発言をしてしまったミヅキにとっては、何とも迷惑なことであろう。ミヅキは絶対にセイルのことを気にかけて、そんなことを言ったわけではないのだから。

　おそらくは本当に『ルドルフ様を守る意味で都合がいいから』という、少々人権を無視した感情からだ。正直、それを喜ぶセイルもどうかと思う。

　……まあ、今回はミヅキの自業自得だろう。諦めてもらうしかない。

　何せセイルは普通ではない。怒ろうともセイル自身がそれを楽しみ、更に煽るのだから手に負えない。煽られる方はたまったものではないだろう。

　どうも他の守護役達といい……ミヅキの傍には普通ではない者ばかりが揃ったようだ。一番の規格外が異世界人であるミヅキであることは言うまでもないのだが。

「お前の『特別』になるということが、今更ながら気の毒でならないな」

　溜息を吐きながらそう漏らせば笑みを深めることで肯定してくる。その笑みを前に何も言えなくなるのは、私自身も喜んでしまう部分があるから。

　ああ、本当に厄介だ。だが、セイルを正気に踏み止まらせる最高の枷かせであることは間違いない。

　ミヅキと他の守護役達は振り回され苦労するかもしれないと思うと少々良心が痛むが、きっと私はセイルの味方をするのだろう。なぜなら――

「特別といえば……両親を失ってから家族でいてくれた貴方達もそうなのですけどね」

　……本心からの笑みを見せながら、そんなことを言わせる切っ掛けになったミヅキには申し訳ないが。

「そうか」

「ええ。『兄上』」

『弟』を心配する『兄』として現状を喜ばせてもらうとしよう。

　結局は私もクレストであり、あの時からセイルの家族でもあるのだから。

　そんな風に微笑み合って和んだ直後――

「アーヴィ！　……っと、セイルも一緒か」

　突如、ルドルフ様が部屋に飛び込んできた。最近では珍しく、ノックも忘れて慌てているようだ。

　思わずセイルと顔を見合わせて、即座に二人とも仕事用の顔になる。この切り替えができなければこれまでのゼブレストではやって来れなかったのだ、慣れもする。

「どうなさいました、何か問題でも？」

　冷静になるよう努めながらそう聞けば、ルドルフ様は何故か顔を引き攣らせていた。続いてやって来たエリザが扉を閉めながら辺りを気遣うが、何だか顔色が悪い気がする。

　……一体何が？　二人がこれほど慌てるような事態は起こっていないはず。

　内心訝りながらもルドルフ様を促すと、手にした手紙を無言で差し出された。そして目を通す前に爆弾発言が。

「……キヴェラの王太子妃が拉ら致ちされる予定だそうだ。しかも、実行犯は、ミヅキ」

「「は？」」

　思わず思考が止まる。セイルもそれは同じだったようだ。

　聞こえてきた言葉は絶対に何かおかしい。何だ、『拉致される予定』って。

「……申し訳ございません。キヴェラの王太子妃様が、どうなるのですって？」

　頭痛を耐えるように額に手を当てつつそう尋ねれば、ルドルフ様は私に差し出したままの手紙に視線を向けた。釣られて私も視線を落とす。

「いや、キヴェラの王太子妃になったコルベラの王女がレックバリ侯爵の教え子だったそうだ。で、救出願いが来たらしいんだが、それにミヅキが乗った」

「そうなった事情をすっ飛ばさないでください！　意味が判りませんよ！」

「俺だって判らん！」

　何だかルドルフ様も涙目になっているような。だが、それも仕方ないだろう。何せキヴェラは大国、周囲の国には脅きょう威いとして映っているのだ。

　それが何故、喧嘩を売るような真似をする？

　そもそもミヅキが侯爵の話に乗る理由がないだろう？

　いや、それ以前に何故イルフェナの守護役達が止めないのだ!?

「ミヅキには十年前のことは話していない。普通なら後宮破壊とは結びつかないはずだ、よな？」

「ですが、ミヅキ様ですから。王太子妃様の事情としてキヴェラの行いを提示されれば、ご自分でお気付きになるかと思いますわ」

　ルドルフ様が確認するように問うが、即座にエリザによって希望は打ち消される。そしてそれを否定する要素など皆無なのが、ミヅキという奴だった。

『もしや気付いて報復しに行った？　あいつならやりそう、物凄くやりそう……！』

　おそらく全員の頭の中には同じ考えがあるのだろう。皆、無言だった。

　ミヅキが『やられたらやり返す』を地で行く人間であることは後宮騒動で嫌というほど知れた。それを踏まえてキヴェラの名を出さないようにしたというのに……！

「あんの、狸め！　余計なことを……！」

　ギリ、と手を握り締める。一体、何をやっているのだ。明らかに個人的な思惑だろうと、玩具を与えれば利害関係の一致と称して出て来るに決まっているだろうが！

　しかもミヅキは現時点での勝算など綺麗に無視する。『絶対に私が勝つ、最後に笑うのは私だ……！』とばかりに物騒な笑みを浮かべつつ策を練るだろう。

　恐ろしいことに思い込みや楽観視した果ての妄想ではないのだ、現実にするので手に負えない。

「とりあえずはミヅキに事情を聞く方向でいいのではないでしょうか。この手紙の内容ですと、すでにキヴェラに旅立っているようですし」

　いつの間にか私の手にある手紙を読んでいたらしいセイルが、現実的な案を出す。ルドルフ様ももはやそれしかないと思っているのか、難しい顔をしながら頷いた。

「そうだな……一応、キヴェラにも情報収集がてら向かわせるとして。ゼブレストを通ってイルフェナに戻るらしいから、そこを捕獲しよう」

「捕獲、ですか」

「ミヅキ相手なら正しい言い方だろうが」

　突っ込みはさらりと流された。そうか、ルドルフ様もそう思われるのか。

　さすがにこれまでゼブレストを生き抜いてきた方らしく、もはやその顔に戸惑いは見られない。

　方向性が決まれば即座に策を。決して迷うな――それが生き残るコツだった。迷えば様々な不安に苛まれ、勝てる場さえ勝てなくなってしまう。無謀ではなく、経験から培つちかわれた生き延びる術なのだ。

「それでは後宮を利用してはどうでしょう？　キヴェラ滞在中はミヅキ様がゼブレストに居たということにすれば宜しいのではありませんか？」

「……。最悪の場合、ミヅキだけを助ける方法か」

「……はい」

　エリザの提案に頷きながらも、誰もがその可能性は考えたくはないのだろう。王太子妃――コルベラ王女には同情しているのだから。だが、我々にとって……いや、ゼブレストにとって今後有益となる『異世界の魔導師』を失うわけにはいかないのだ。

　例え……ミヅキが嫌がろうとも。私達はミヅキを選ぶ。

「よし、エリザの案でいこう。俺はエルシュオンに連絡しておく」

「承知致しました」

「それでは私は国境付近の砦に勤める者達の人選を」

「私は暫く後宮のミヅキ様付きということにしますので、こちらの侍女の手配をしておきますわ」

　それぞれが頷き行動を開始する。そして部屋に残ったのは私一人。

　全く……あの馬鹿娘は一体何を考えているのか。

　いくら何でも大国、いやキヴェラ王は相手が悪過ぎる。イルフェナでさえ手出しできぬ国を相手に、一体どうするつもりなのか。

　考えてもミヅキの思惑など判りはしない。深々と溜息を吐きつつ、今はもうかの国にいるだろう魔導師の身をひっそりと案じた。




　　※※※※※※※※※




　――その夜、ルドルフの執務室にて（セイルリート視点）

　一通りの準備が終わり、ルドルフ様に報告をする。ルドルフ様は難しい顔をしつつも報告書に目を通し……一つ頷いた。

　言葉は必要無い。いや、『言葉すら無く進めるのが好ましい』のだ、これは本来公にできぬことなのだから。

　まったく、ミヅキは本当に予想外なことばかりをする。今回のことも彼女にとっては必要なことなのだろうけど。

　呆れはするが否定する気持ちはなかった。何せ彼女はゼブレストにおいて後宮破壊をあっさり成し遂げた猛も者さなのだ、それも我々が思いも寄らない方向からの攻撃で。




　泣くだけの女も、血筋に頼るしか能のない姫も不要なのだ。

　我々が求めるのは『自分達が頼れる存在』であって、お荷物は要らないのだから。




　彼女の評価されるべき点はその行動力と発想だ。まるで当たり前のように守ると決めたものを守り、結果を最も有効に活かせる者に差し出す。

　望めばそれなりの報酬や地位が得られるだろうに、本人にその気はない。まさに『彼女を駒として利用したい者』にとっては最強のカードとも言えた。

　ただ……利用するだけならば関わりを断ち切られるのだろうが。

　利用するならばそれに見合った働きを。そう、暗に求めてくるので対等な関係が築かれてゆく。




　どこまでも『守る側』。




　どこまでも『我々と対等』。




　常識も身分による柵もない、本当の意味で自由な存在――異世界人。魔導師となれたのも本人の強い意思の賜たま物ものなのだろうと思っている。

　詠唱が使えないならば『別の方法』を見つけねばならない。誰かが作った道を辿るのではなく、自ら切り開くのは相当の努力と勇気が必要なのだと私達は経験から知っているのだから。

「とりあえずの準備は整ったな」

「ええ、そうですね。これでミヅキが遊びに来ても大丈夫でしょう」

　ルドルフ様の言葉に微笑んで頷く。そう、準備は整った。後は彼女を待つばかり。

「そういや、さっきアーヴィと何を話してたんだ？　言いにくいことだったら無理にとは言わないが」

　不意にルドルフ様が尋ねてくるのに、つい苦笑が漏れる。どうやら私達だけで何か厄介事を済まそうとしたと思っているらしい。

「ご安心ください。ルドルフ様が案じるようなことはございません。個人的な話をしていたのですよ」

「個人的な話？　珍しいな？」

　安堵はしたが、逆に興味が湧いたらしい。珍しいだろうか……とこれまでを振り返り、確かにそんな機会はなかったと納得する。というか、私自身は何とも思っていないのにアーヴィが心配するというのが常だった。

「ミヅキを気に入っているのかとアーヴィに聞かれたのです。私が感情を表に出すのは非常に珍しかったのだと」

「ああ……まあ、あれはなあ」

　ルドルフ様もその点は思うことがあったらしい。はっきりと肯定しないのはルドルフ様にとってミヅキが親友とも姉とも呼べる存在だからだろう。

　私のような……壊れかけた男に気に入られるなど、不幸でしかあるまい。だが、ルドルフ様はアーヴィのように私を大切に思ってくれている。どちらかが不幸になることなど望まないというのが本音だろう。

「ご安心ください？　ミヅキは私の狂気を喜びこそすれ、疎むことも恐れることも、憐れむこともないのですから」

「はぁ？　どういうことだ？」

「その狂気がルドルフ様を守るために必要ならば歓迎するという発想なのですよ、彼女は」

　やや笑いを耐えながらそう告げれば、ルドルフ様はぽかんとした表情になった。

　それはそうだろう。自分の婚約者が主を最上級に定めるなど、女性ならば屈くつ辱じょく的に思うことも珍しくはない。壊れていることに安堵するなど、一体何の冗談か。

　だが、ミヅキに限ってはそれは当て嵌まらないのだ。彼女もルドルフ様が大切なのだから。




　彼女は気付いているのだろう。『主を守る』ということすら己が一部としている私の在り方に。




　自分では自覚がないが、周囲に言わせると私は危うく見えるらしい。人の本能である自己防衛や罪悪感が欠如しているように見えるのだそうだ。

　多くの人は幼い頃の経験が影響したのだと哀れみを向けてきたが、私はそうではないと思う。

　私は……恐らく初めからこうだったのだ。『主』という場所にルドルフ様が収まったことこそが幸運なのだと思う。

「私は嬉しく思うのです。姉のように友人のようにルドルフ様を大切に思う人物が現れたことが。ルドルフ様がずっと家族の情を欲していたことは我らもよく存じておりますから」

「だが、それではミヅキを危険に晒すぞ？　お前はミヅキが特別だとは言っていなかったか？」

　複雑そうに、けれど私の言葉を否定することなくルドルフ様は問い掛ける。それに勿論と頷きながら私は続ける。

「そうですよ、特別です。……ミヅキは『ルドルフ様を守るための狂気を持っていること』が私の一部だと認識し、喜んでいるのです。私がミヅキを『ルドルフ様の憂いを晴らす駒』と認識し喜ぶのと同じように」

　我々の最上位は互いなどではない。守るべき存在ではなく、頼るべき頼もしき戦友なのだ。

「ミヅキは異世界人です。割り切らねば生きていけなかった、何よりこの世界に執着しているのではなく大切なのは極一部。狭い世界に生きる者同士の最上級が重なった。それは奇跡ともいうべきではありませんか？」

「……そのためにいつか互いを犠牲にするかもしれないぞ？」

　喜ぶべきなのか悲しむべきなのか判らず、ルドルフ様は複雑そうに告げる。その言葉に私は笑みをもって返す。

「それが何だと言うのです？　自分の決めた道を自分らしく生き、最期は笑って逝いくでしょう。私もミヅキも後悔など似合いませんね」

　後悔するならば己が目的を果たせなかった場合だろう。特にミヅキは悔しがりそうで思わず笑いが込み上げる。

　やがてルドルフ様はそれ以上の会話を諦めたように溜息を吐いた。そして独り言のように呟く。

「……俺はずっと家族というものに縁がないのだと思っていた。けれどその果てに今があるならば、それは必要なことだったと今なら思える。だからこそ、気付いたこともあるんだ」

　ルドルフ様は掌に爪が食い込むように、ぎゅっと握り込む。

「エルシュオン、アーヴィ、セイル、エリザ……多くの者が俺に味方してくれた。それほどの味方を得た王がどれほどいるのか、どれだけ恵まれていたのか考えもせずに父との確執を憂うれえていたんだ」

「それはルドルフ様が誰より努力なさってきたからです。だから我々は貴方について行く気になった。全ては自分のためです」

　まるで自分を愚かだと言わんばかりのルドルフ様に諌めるようなことを口にする。慰めではなく事実なのだ、それだけは譲れなかった。ルドルフ様も僅かに微笑み一つ頷く。

「判っている。ミヅキに庇かばわれて……守られて自覚したんだ。『誰もが自分の意思で行動していた』と。立場も柵もない異世界人だからこそ、それがはっきりと判った。本人も『利害関係の一致』だと言い切っていたしな」

　思わずゼブレストに滞在していた頃のミヅキを思い浮かべる。そういえば彼女はルドルフ様に随分と遠慮がなかった。だからこそ余計に『姉』や『親友』という身近な存在だと周囲に認識されたのだ。

「だから。だから俺はミヅキに対しては王ではなくルドルフという個人として接すると決めた。姉でも親友でもどちらでもいいんだ、俺は困ったことがあればきっとミヅキを頼るだろう」

　その言葉に僅かに目を見開いた。ルドルフ様が『誰かに頼る』という発想に至ったことは快挙だと言える。限定されるとはいえ、そうできる相手がいることは素直に喜ばしい。

　……思い出すのはルドルフ様だけを矢面に立たせていた過去。エルシュオン殿下の叱しっ責せきがなければ我々は唯一の主を失ってしまうところだった。

　我々が『配下』である限りはルドルフ様に『主』としての姿を求める。ルドルフ様もそれを当然と捉え、責任の重さを自覚しているだろう。だが、それだけでは駄目なのだ。

　強さが永遠に続くことなどありはしない。時には立場に関係なく守られる状況にならなければ、無理をしていることに本人もその周囲も気付かないのだ。

　これまでエルシュオン殿下がルドルフ様に友人という気安さ――それでも王族同士ということは忘れない――で接してくれたのは、それを思い出させるため。王族であり年齢も上のあの方と友人として過ごす時がなければ、ルドルフ様はどうなっていたか判らないのだから。

「宜しいんじゃないですか。寧ろミヅキとエルシュオン殿下は黙っていることに怒りそうですから。すでに弟のように思われている節がありますし」

「ははっ、確かにな！　黙っていた方が怖そうだ」

　そう返しつつもルドルフ様の表情は嬉しそうに見える。時に笑い、時に慌てながらも穏やかな時間はこれからも続くのだろう。

　それが失われるのはあの二人と敵対した時だけだ。我々だけではなくあの二人とその周囲も、己が責任と立場を放り出すことは決してしないのだから。

　後で泣いても、友が消えることで笑顔が失われるとしても――それだけは譲らないのだ。

　そんな未来が来ないよう、我々はあらゆる手を尽くす。そのために血塗られるならば、私を彩る『紅』は……何より私の誉ほまれとなるのだろう。

　ミヅキはそれすらも見越していそうだと思い、私は得がたい婚約者を得られた運命とやらに改めて感謝した。

　過去に戻り両親の死を覆す方法があったとしても、私はそれを望まない。彼らの死の先に『今』があるならば、私は何度でも同じ道を選ぶだろう。







　　第十話　今は耐えろ、ひたすらに




　誓約書も無事に回収し終わり――借りたことは気付かれていない。逃亡がバレた時が勝負だろう――次なる目的は冷遇の証拠集め。これは私自身が行動するしかない。

　と、いうわけで。魔道具装備の上、侍女として潜入開始。

「……それでね、王太子様もエレーナ様もとっても素敵だったの！」

「憧れるわねー！」

「あれほど一いち途ずに想ってくれる恋人って中々いないわよね！」

「まあ、そんなに素敵な方々なのですね」

　現在、後宮の侍女さん達とお喋りしてます。話題は勿論『憧れる恋人達』こと王太子様と寵姫さんですよ。

　言葉遣いが少々気安いのは彼女達が若い行儀見習い中のお嬢様方だから、らしい。ここには煩い人もいないからと、ついつい口調も砕けたものになっているようだ。

　それに加えて彼女達の家は元々身分がそれほど高くはないみたい。おそらくは寵姫を見下さないようにという、王太子の人選なのだろう。

　数日前から後宮に侍女の振りして潜入中。勿論、エマに侍女服を借りて、だ。色々やらかしている大元は王太子でも細々としたことは侍女に聞くのが一番だろう。

　新人の振りして仕事を手伝い、その流れで色々聞いて状況把握。証言が取れればいいな。

　で。

　現在、顔には出さずとも内心盛大に呆れていたり。侍女達の頭の中って本っ当～にお花畑ですな！

　おいおい、恋愛小説の展開が現実でも同じ評価されると思っているのかよ!?　それに恋に生きる王族って現実にいたらか～な～り性た質ち悪いぞ？

　普通に考えて王太子妃を蔑ろにするとかマズイだろ？

　そもそも寵姫は王太子が庇うだろうが侍女は庇わないと思うぞ？

　セシル達の話を聞く限り寵姫本人より侍女達の行動が問題じゃないのか？

　侍女如きが王族に不敬を働いたら首切られても文句言えないって常識だよね!?

　マジで頭が痛い状況です、こいつら本当に『お嬢様』だわ。セシル達は放置されて良かったかもしれん。小国の王女と侮あなどっている以上、何をするか判らないもの。

　まあ、状況証拠として貴女達とのお喋りは記録させてもらってますがね。私は話題を誘導するだけで不敬に当たる言葉なんて言ってませんよ？　ただの聞き役。

　証拠集めのためとはいえ、イルフェナが基準――イルフェナでは個人的に思う所があってもお仕事はきっちりこなす人しか城勤めなんてできない――の私にとって不快極まりない環境ですな。後で笑い者にしてやるから覚悟しとけ。それ以前に罪人だが。

　では、セシルに対する不敬の決定打を話してもらいましょうか。

「ですが、王太子妃様もお気の毒ですね。かなり強引に連れて来られたと聞いていますが」

　痛ましげな表情をしつつ彼女達を窺えば、決まり悪げに言葉に詰まる。

「それは……そうだけど」

「でもエレーナ様がお気の毒だと思わない？　あんなに想い合っている方に妻ができるなんて！」

「そうそう、つい『味方』しちゃうのよね！　どうせ王太子妃様は何もできないんだし」

　……ほう？　早くも自白ですか？　平然と口にするとは罪悪感の欠片もないんだね？　ああ、頷いてる二人も同罪だからな？

　もっと決定的な言葉が欲しいから更に掘り下げてみましょうか。

「味方？　おいたわしく思うだけではないのですか？」

　証言を聞き出すチャンスに、首を傾げて問えば侍女達は得意げな顔になり。

「鈍いわね、いわゆる『嫌がらせ』というやつよ！」

「ふふ、王太子妃様は一人しか侍女を国から連れて来られなかったもの。私達がいなければ何もできないわ」

「王太子様に訴えようにも肝心の王太子様がお会いにならないもの。会えたとしても聞き届けるはずはないわね」

「寧ろ私達を褒めてくださるかもしれないわ。『よくやった』って！」

　よっしゃぁぁぁっ！　冷遇の証言ゲット！

　つまり大半の冷遇はこいつらみたいな侍女達の独断なのか。上級侍女は貴族の娘なので、王太子に媚びろという親からの指示の可能性もあるかもしれない。

　ふむ、王太子本人が命じてない限り冷遇の証拠としては弱いな。侍女が勝手にやっただけ、とか言われてこいつら処罰して終わりの可能性もあるし。

　少しで良いから『王太子もこの状況を知っていて放置』的なことを言ってくれないかな。

「ですが、エレーナ様はどうお思いなのでしょう。素晴らしい方なのでしょう？　そんな行いをお喜びになるかどうか……」

　俯きながら言えば、さすがに侍女達も一瞬黙り込む。

　ここでのポイントは『エレーナ様を労わる言い方をすること』。寵姫様を素晴らしい人だと想定した上で『そんな卑劣な真似を許す方なのか』と言えば文句は出まい。

　単純に『そんな真似していいの!?』的な発言をすれば、王太子妃寄りの侍女と見なされ裏切り者扱いですよ。これ以上の証言が欲しい身としては都合が悪い。

　私は貴女達の仲間と言った覚えも共感した覚えもないよ。全体的に見て私の発言は彼女達の行動に疑問を抱いている。

　そんなことに気付きもせずに得意げに不敬を話すとは。マジで終わってるんじゃないかな、キヴェラ。

　彼女達も自分の言葉の拙さに気付いたのか、更に言い訳を重ねていく。

「で……でも！　私達はエレーナ様のためにやってるんだもの！　王太子様だって判ってくださるわ！」

「そうよね、王太子妃様の現状を王太子様や騎士達が知らないはずはないでしょうし」

「そうよ！　こうしてエレーナ様をお守りしているんだもの、お二人はきっと評価してくださるわ」

　言い訳のように言い合いながら侍女達は落ち着きを取り戻していった。その影に不安が見え隠れしているのは気のせいじゃあるまい。つまり『そう言い切れる根拠がない』ということ。

　ちっ！　直接何か言われたことはないのか。彼女達の言動を見る限り追い詰めれば免罪符代わりに話すはずだし、どちらからも命令はされていないっぽい。

　でも『王太子妃様の現状を王太子様や騎士達が知らないはずはない』ねぇ。確かにそのとおり。通常ならば警備の騎士とか侍女がいるはずなのだ、『知らなかった』＝『放置の証明』ですな。

　寧ろそんな状態が問題なので『報告されてない！』と言って来たら即座に『何故そんな状況にしておいた！』と追及されること請け合い。

　王太子もここまで酷いとは知らなくても、それなりに聞いているはずだ。それを放置しているんだから共犯扱いで良いよね？

　警備の騎士・侍女共にゼロなんて王太子の指示があったとしか思わんぞ、誰だって。

　世話をする侍女はともかく、警備状況って報告されるよね？

　侍女達もそう思っているから自分達の行動が認められていると信じているんだろう。否定するならキヴェラの騎士や侍女の質が疑われるだけだ。国全体の問題ですね！

　王族の姫を見下しているからこそのこの状況、強国でもお前ら侍女が王族より偉いなんてことはねえぞ？　これまでの発言でも侍女の首を飛ばすには十分過ぎる不敬だ。

　これだけでも十分証拠になるけど……どちらかといえばキヴェラが無能だという証拠のような？ついでに言うなら侍女達が『エレーナ様のため』って声高に言っているから寵姫様の評価が下がっていくんだが、気付いていないのだろうか。

　侍女を使って嫌がらせをする女がまともな奴にどう思われるかなんて判り切ったことでしょ？　……まあ、王太子は個人的な感情の下に評価するかもしれんが。

　さて、そろそろ話を切り上げて次に行きますか。

「ああ、いけない。つい長話を。色々教えてくださり、ありがとうございました」

「え……ああ！　私も言われていたことをやらなくちゃ！　じゃあね！」

「あら、結構話し込んじゃったわね」

「私達も仕事しましょ。エレーナ様に気に入っていただけなくなるわ」

　私の言葉を切っ掛けにそれぞれが仕事に戻っていく。その姿を眺めながら私は笑みを浮かべた。

「本当に『色々と』ありがとうございました」

　嫌がらせは侍女達の独断でも『王太子妃に対し不当な扱い』をしていたことは事実だから。しかも侍女達に正しいと思わせるような言動を王太子がしているわけだ。

　これで王太子が問題発言でもしてくれれば冷遇の証拠としては完璧。

　だって、ここの責任者って王太子じゃん？　王太子本人が嫌がらせを認識しているにも拘わらず放置しているなら、責任逃れなんてできません。

　一番問題だったのはキヴェラ王が冷遇の責任を寵姫と侍女に押し付けて排除することだからね！

　侍女達の言葉を聞く限り冷遇に荷担していたのは王太子みたいだし、今後の狙いは王太子といこうじゃないか。……逃がしゃしねぇぞ？　王太子様？




　　※※※※※※※※※




　翌日。

　昨日に続いて聞き込みをしているのだが、何だか騒がしい。どうも朝から侍女達がうろついていると思ったら王太子が来るようだ。

『凄く格好良いの！　護衛騎士のヴァージル様も人気があるんだから！』とのことなので美形二人組＝王太子＆護衛の騎士ということでいいんだろうか。……魔王様達を見慣れている私が『素敵』と認識できるか自信がないのだが。

　それによく考えれば、侍女が高貴な方をじっくり見るなんて真似ができるはずはない。

　と、いうわけで。

　侍女服を着るだけでなく、神殿に侵入した時の魔道具フル装備で出陣です！

　掃除をする振りをしてあちこちに記録用の魔道具を仕掛けてきたけど、一番良いのは私自身が証人となることですよ。目的が寵姫な以上は短時間しか見張れなさそうなので、見付けたら張り付いていた方がいいかもしれない。……もっとも声を拾える程度の距離をとって、だが。

　美形二人の顔を一目見ようと侍女達は用もなく廊下をうろついたりするみたいなので、気配でバレる心配はなし。二人も自分の人気を理解しているらしいよ？　ナルシストかい。

　そんなわけで侍女の皆さんに混ざってみようと思う。レッツ、隠密行動！




「相変わらず父上は頭が固い。伝統が全てではなかろうに」

「仕方ないですよ。歴史ある国とはそういうものです」

「だがな……」

　えー、現在尾行中。あれから割とすぐに目立つ二人組を見つけることができたので、距離を保って張り付いていたり。王太子＆護衛騎士の会話に溜息を吐きたくなるのを必死に堪える。

　うん、『伝統が全てではない』ってのもある意味正しいとは思うんだ。

　でも貴方が王太子なのはその伝統があるからだよ？　正妃の第一王子様？

　隣の騎士も宥めるだけで王太子の気に触るような言い方はしていない。

　はっきり言ってやるのも優しさだぞ？　さあ、勇気を出せ？　『貴方が我侭言っても王太子でいられるのは王妃様の息子だからですよ』って。

　言ったら言ったで荒れそうだけどな！

　で、噂の王太子の外見。

　金髪に青い切れ長の瞳、気が強そうというか俺様？　な感じ。上から目線な態度。ある意味、物語に出てきそうな王子様。

　護衛騎士（仮・正しい立場が判らん）

　短めの赤毛に赤っぽい茶色の瞳。良く言えば陽気そう、悪く言えば女癖悪そう。

　二人とも顔立ちは整っているし、王太子の方は綺麗系の美形さんだ。黙って立ってるだけなら賢そうに見えるかもしれない。……だって会話が馬鹿っぽいんだもの。顔と血筋だけの男かよ。

　そもそも私は魔王様とルドルフが王族の基準なのだ。二人なら伝統を残しつつ新しく何かを取り入れていくことを話し合うだろう。

　歴史ある国だからこそ、古い物を認めつつも状況に合わせ国にとって最適な行動をとるんじゃないのか？　過去ばかりに執しゅう着ちゃくし現在を見れない王族は的確な政策など打ち出せまい。

　あと、ご自慢の顔も守護役連中に劣るから。精々、宰相様クラスじゃね？　慣れてるから見惚れる程じゃないな。

　それにしても赤毛の騎士か～……嫌な予感がするのは気のせいだろうか。

　そんなことを考えつつ二人に付いて行くと侍女達が仕事を装って廊下に姿を現す。一目見たいという乙女心か。

　でもその対象は貴女達の思惑に気付いて優越感に浸る生き物みたいだよ？　侍女の姿に彼らは苦笑しつつも満更でもない様子。

「やれやれ……侍女達は仕事してるんですかね？　貴方が気になるようですよ、ルーカス様」

「お前の方が目当てかもしれないぞ？　ヴァージル」

　……。

　どっちも要らん。はよ問題発言しろ。この時間がとっても苦痛。頑張れ、私。

　自分を励ましている私の耳に、無情にも二人の会話が流れ込んでくる。

「そういえばイルフェナに異世界人が来たそうですよ？　エルシュオン王子が後見になっているとか」

　ぴくりと反応し、思わず聞き耳を立てる。私がどうしたって？

　だが、続く王太子の発言は私の怒りを一気に煽るようなものだった。

「あの『魔王』が？　面倒を見るようには見えないが」

「異世界人は意外と喜んでるかもしれませんよ？　顔は極上だ」

「はっ、所しょ詮せんは小国。珍獣の躾しつけとは暇なことだな。イルフェナの魔王も大したことはないんじゃないか？」

「どうでしょうね？　異世界人は目立った功績を出していないようですが」

「その異世界人もただの迷い人なんだろう。使えない駒は要らん」

　……。

　もしもし、お二人さん？　私、珍獣こと異世界人のミヅキちゃん。

　……今、貴方達のすぐ後ろに居るの。今すぐ振り返れ、しばくぞ、コラァッ！

　あまりの怒りに心の声で『都市伝説のメリーさん』の真似をしつつ、ぎゅっと手を握り込む。

　当たり前だが王太子達に私のじっとりとした恨みなど伝わらず、彼らは平然と会話を続けている。

「噂ではゼブレストの粛しゅく清せいに関わったそうですよ？」

「異世界人が？　ありえないな。大体、『粛清王』などと言われていても貴族に嘗められているお坊ちゃんじゃないのか？」

「手厳しいですね」

「異世界人がいきなりこちらの世界の政まつりごとに関わったなどと信じる方がおかしいだろう。それにゼブレスト王に関しては今まで一切そういった話が流れて来なかったんだぞ？　実際に手を下したのは別人じゃないのか」

　まあ、そういう考えもあるわな。ある意味、一般的思考だ。

　でもそれは事実なのだよ、魔王様の教育方針もルドルフも普通じゃない。ついでに言うとルドルフは機会を窺っていただけで牙を剥く時は最後の時だぞ？

　自分を基準にしか考えられないなんて、お馬鹿さんなんだからぁ♪　……後で覚えとけ。

　その時、護衛の騎士の方がいきなり振り返る。私の存在を察して、というわけじゃなさそうだ。こちらを見てはいない。

「……？」

「どうした？」

「いえ……一瞬寒気がしたような」

「泣かせた女が恨んでるんじゃないのか？」

「酷いですね！」

　ヴァージルは一瞬振り返りながらも私に気付くことなくまた歩き出す。軽口を叩きながら進む二人の様子から察するに側近であり友人といった関係なのだろう。再び会話を続けている。

　不意に騎士の方が思い出したとばかりに、声を上げた。

「ああ、女と言えば王太子妃様はお元気でしょうかね？」

「知らんな、あんな女」

　王太子は不愉快だとばかりに顔を歪めた。その顔を見て騎士は苦笑い。

「噂では美人だって話じゃないですか。一度お相手願いたいものですね」

　その言葉に思わず突っ込む。

　……ちょっと待てや。扱いを知っていても王族ですよ、お・う・ぞ・く！

　お前如きが懸け想そうするなんざ不敬の極み……。

「別に構わんぞ？　欲しいなら命じてやろうか？　どうせ制約で逆らえないしな」

　クズがいたー！　自分の正妃を娼婦扱いですか!?　貸し出しちゃうの!?

　別の意味でビビる私をよそに二人は楽しげに会話を続けている。騎士に驚いた様子はないから、この類の発言は日常なのだろうか。事実ならば後宮内ではセシル達が危ない。

「おや、それで俺は不敬罪ですか？」

「いいや？　向こうが誘ったということにすればいいだろう。身分的にお前は王太子妃に逆らえないしな」

「はは、それでめでたく離縁ですか！」

「父上もそんな女を認めることはしないさ。エレーナが認められるまで俺は諦めない」

　笑いあう二人に罪悪感は欠片も感じられない。その姿と言葉に胸の奥がすっと冷えた。

　なるほど、そのために小国の王女どころかコルベラ王家の誇りを踏ふみ躙にじろうというわけだね？

　格好つけてもクズはクズだと知れ。貴様が恋愛小説の主人公になれない理由がよ～く判った！

　制約をそんな風に使うなんてどんな国も吃びっ驚くりでしょうよ。

　ただ……先ほどちらりと浮かんだ疑問。小さな刺のようなものだが、不思議とそれを否定する気にはならなかった。とりあえず記憶の片隅に残しておくことを決め、視線を再び二人に向ける。

　証拠は押さえた。もういいよね？

　といっても逃亡準備があるのでセシル達にはもう暫く後宮に居てもらわなきゃならない。さっきの発言もあるから、防衛面も話し合わなければならないだろう。

　実行されればセシルも気の毒だし、キヴェラ王が事を内々に収めてしまう可能性だってある。今夜からセシルの部屋に泊めてもらおう。危険、超危険。

　制約なんざとっくに解除してるけど、男が部屋に入り込んだ時点で不貞を疑われるのは間違いない。ここまでアホなのだ、実行しかねん。貴様らに信頼など欠片もない。

　相変わらずの会話を続ける二人を追うことはもうしなかった。そんな必要などない。今の会話だけで十分だ。後はセシルが無事だという証人に私がなればいいだけで。

　その後。

　セシルの部屋に戻るなり酒盛りを提案。突然の提案に首を傾げる二人に魔道具に記録した証拠を聞かせた後、酒盛りは快く受け入れられたのだった。同志よ！

　エマに酒を頼み私は食材を買い込んでお料理です！　酒でも飲まなきゃ、やってられねぇよ。

　散々飲み食いし、酒も程よく回る頃には『本当に夜よ這ばいに来るかな？』『来たら別の意味で可愛がってあげよう』などということも口にできるくらい私達の心は広くなっていた。酒は偉大。

　実際に来なかったのが残念だ。さぞ素敵な思い出になっただろうに。

　そして楽しく飲み明かし友情も深まったところで私は魔王様達に連絡を入れるべく、今夜は宿に戻ったのだった。扉には仕掛けをしっかり施ほどこしてきたけどな！

　宿では妙に商人さん達が怯おびえていたけど気にしない！　大丈夫、まだ殺ってないから！　楽しみは後に取っておくから！




　　※※※※※※※※※




　（ミヅキからの手紙）

　拝啓　魔王様

　報告が遅くなってしまい申し訳ありません。

　こちらは無事に姫と合流もでき、順調に下準備を進めております。

　そういえば、この話が出た直後レックバリ侯爵を交えて、

『次代がこれかよ、キヴェラも大概ヤバイよな。今のうちに手を切っておく？』

　などと冗談交じりに話したことを覚えておいででしょうか？

　個人的な感想を言いますと予想以上です。下には下があるものですね、予想の斜め下の展開に世界は広いものだと遠い目になる日々です。

　難関と思われた後宮への侵入も姫達が隠し通路を見つけてくれていたことに加え、部屋近辺の警備が笊ざるを通り越して不在なのであっさり解決しました。

　部屋で食事どころか酒盛りしていても誰も気にしないなんて大らかですね。

　ああ、姫の与えられた部屋が隅の方の家具もほとんどない場所だったからかもしれません。

　保護されている立場とは言え、部外者の私が執務室にお邪魔する時は魔王様の傍にアルかクラウスのどちらかが必ず付いていますし、ルドルフにしてもセイルが控えているのが当然と思っていたのですが……違ったのでしょうか？

　王族はそういうものだと近衛騎士の皆さんに習ったように思うのですけれど。

　王太子妃はこの国の王族と認められていないとでも言いたいのでしょうか。

　王太子の後宮でクズ騎士を寄せ集めたなどということは考えられませんし、改めてイルフェナとゼブレストの騎士の質の高さを痛感しております。

　私はイルフェナとゼブレストしか知りませんが国によって常識が異なるのですね。ある程度は予想していましたが、救いようがありません。

　それから冷遇の実態は侍女が王太子妃を見下し、寵姫に気に入られるよう独自に動いた結果のようです。『愛し合うお二人のため』だそうですよ。

　必要最低限の職務すら個人的感情で放ほう棄きする侍女など誰が信頼するというのか。

『馬鹿じゃねーの？』という言葉を呑み込み、しっかり記録しておきました。

　侍女が王族を見下すキヴェラの常識に頭痛を覚えましたが、そういった教育がされているのかもしれません。先行き不安な国ですよね、本当に。

　王太子も黙認していますし、警備の面から言っても『知らない』はありえません。

　ですが、悪質な嫌がらせをされず放置だったことは喜ぶべきなのかもしれないと思います。王太子を〆たくなっても困りますし。

　あ、姫には指一本触れていないそうです。顔も覚えていない可能性ありだとか。

　今後も触れる予定などありませんので、ご安心くださいとレックバリ侯爵に伝えてくださいね。うっかり私が殺ってしまう可能性の方が高そうです。

　それにしてもキヴェラの王太子様はとても優秀な方なのですね！　証拠集めの際、正気を疑うような言葉を耳にしました。

『所詮、小国。イルフェナの魔王も大したことはない』

『粛清王などと言われても貴族に嘗められているお坊ちゃんじゃないのか』

　この言葉を聞き、王太子様を過小評価していた自分を恥ずかしく思います。

　それほど、自信が、おありなのです。これは知力を尽くして挑戦せよ、ということなのでしょう。

　魔王様にすら及ばぬことは重々承知しておりますが、私とて魔導師を名乗る者。歴史に残る偉大な先輩方に恥じぬ結果を出したいと思います。

　何やら商人さん達が必死に宥めているので今回はこれで終わらせていただきますね。溢れる気持ちのあまり、ペン先を何本も折ったので心配させてしまったようです。

　最後に。これだけは書いておきたいと思います。




　死にさらせぇぇぇぇっっ、アホ王太子がぁぁぁっっ！




　言葉が悪くなりまして申し訳ございません。庶民ゆえの戯ざれ言ごとと思っていただきたいのですが、現在の心境です。

　それでは。そちらも変わりないよう、願っております。




　追記

　私も乙女の端くれとして『おまじない』をやってみたくなりました。

　我が故郷伝統の『おまじない』は藁わらというイネ科植物の茎のみを乾燥させた物を人型にして対象の髪や爪を入れ、想いを込めて釘を打つと願いが叶うというものなのです。

　どこかに藁がありませんかね？　今なら殺れる……いえ、成功すると思うのですが。

　この溢れる気持ちのままに！　力一杯打ちたいと思うのです……！

　ご存知でしたら情報をくださいね。


ミヅキ









　　※※※※※※※※※




　――イルフェナにて　（エルシュオン視点）

　手にした手紙に目を落とし、私達は暫し無言だった。

「……」

「……」

「……。何だか筆圧が異常に強いんだけど。王太子殿下は何をやったのかな……？」

「う……うむ、姫に関しては安心したのじゃが」

　送られてきた手紙には安堵したが、別の不安は増したようだ。寧ろ色々と突っ込み所は満載だ。

　わざとらしく一部『王太子様』などと書いているあたり、込められた感情は真逆のものだろう。

　今まではキヴェラという国が標的だったはずなのだが、これは間違いなく王太子殿下を狙っている。後宮の現状も姫達と仲良くなったらしいミヅキには許しがたいものなのだろう。

　いや、確かに王太子殿下の言動に問題があるよ？

　でも『酒盛り』って何？　姫共々何やってるんだい？

　目的を間違えてないよね？　目的は逃亡だからね!?

　しかも追記に書かれているのは本当に『おまじない』か？

　冷や汗を流しレックバリ侯爵共々、手元の手紙を見る。

　……。

　何度見ても『死にさらせぇぇぇぇっっ、アホ王太子がぁぁぁっっ！』という文字は気のせいではないらしい。

　アルやクラウスは『騎士の在り方を判ってますね！』『それでこそ俺達の婚約者だ』と絶賛しているが、ミヅキはただ批判するだけで済ます気などないに違いない。

　二人は騎士であることに加え『殺してでも帰って来い』という考えなのでミヅキの怒りはもっともだと理解を示し、頼もしく感じているだけである。諌めなきゃ駄目だろう、守護役としては！

　確かにミヅキが殺る気になっている以上は中途半端に平和的解決を目指すよりも安心なのだが。




　ミヅキは敵に容赦しない。それはもう、良心の存在を疑うほどに。




　そういった意味では安心できるが、やる気になっているのはグレンに鬼畜賢者などと言われる人物だ。その賢さが物凄く嫌な方向に活かされることはまず間違いない。

「それでこそ、ミヅキです！　そのような発言を許してはいけません！」

「怒るのも当然だ。よもや『あの』王太子殿下にエルがそのように思われているとはな」

　諌めるどころか深く頷き、ミヅキに同意するアルジェントとクラウス。おもわず呆れた視線を向けかけるが、彼らをミヅキの守護役にしたのは自分だったな、と思い出し溜息を吐くに留める。

「いや、君達ね……我が国の騎士だというのならば少しは言葉を選びなさい」

「そのとおり。うっかりキヴェラの耳に入って『イルフェナがキヴェラに対し敵意を持っている』とでも思われたらどうするつもりじゃ。あの娘とて、より危険に晒されるというに」

　私とレックバリ侯爵の言葉に二人は一瞬口を噤つぐみ……それはそれは嫌な笑みを浮かべた。

「何か問題が？　元々我らはキヴェラと一戦交える覚悟です」

「主を侮辱されて怒らぬ奴など騎士ではない。皆も同意するだろう」

「喜んで最前線を務めさせていただきますよ。いえ、譲る気はありませんとも」

「ミヅキも嬉々として参戦するだろう。泣くのは一体、どちらだろうな？」

　交互に向けてくる言葉はある意味間違ってはいない。間違ってはいないのだが……目的を忘れてはいないだろうか。元はレックバリ侯爵の依頼でセレスティナ姫と侍女のお迎え、もとい拉致しに行ったはずだ。

　それが何故、こうなった。

　もはや目的が完璧に違ってはいないだろうか？

　よく考えれば彼らは翼の名を持つ騎士……つまり揺るがぬ忠誠を持つ者であり、狂信的ともいうべき愛国者。キヴェラ王太子の発言を聞けば怒り狂うのは仕方がないのかもしれない。

　問題はミヅキまでもがややその傾向にあることだろうか。いや、ミヅキの場合は『自分にとって大事か、否か』という状態なので、重要なのは極一部の人間であり国ではないだろうけど。

　……騎士と混ぜて教育したのは失敗だったのだろうか。忠誠心よりも自分の身の安全を優先して欲しいのだが。

「そういえば……ミヅキ様は最も苦労されている王と、最も厳しいと評判の殿下のお二人しか王族をご存知ないのでは？　お二人が基準ですと王太子様は随分と厳しい評価をされそうですね」

「ああ、ルドルフと私のことかい」

「ええ。自覚はあまりないようですが、基準がイルフェナでしょうし」

　今気が付いたとばかりに執事が口にすれば、レックバリ侯爵共々いっそう黙り込む。

　そして同時に深々と溜息を吐いた。







　　第十一話　行動開始は悪夢と共に




　あの暴言をしっかり記録し、他にも色々――侍女の自白とか姫の周囲の状況も当然証拠になる――入手した後。

『後宮の実態も十分把握できたし、そろそろいいんじゃないか』という結論に全員が達したので、いよいよ逃亡に移ることになった。

　何より魔道具の記録は冷遇の決定的瞬間とか発言だけじゃないのである。

　後宮から見える風景とか。

　所々にあるキヴェラの紋章とか。

　果ては歩き回ってほぼ全体の見取り図できちゃいましたよ、隠し通路付きの！

　人物だけなら幻覚だの偽物だの言われそうだけど、どう頑張っても本物じゃない限り無理なものを映像として収めているのだ。これで逃げ切れたら凄いな！

　事前にクラウス達から映像記録の魔道具について習っていたからこそ、欠点を補うことができた。他国から確認の人が訪れれば証拠と照らし合わせて事実だと納得してくれるだろう。

　後宮内にある些さ細さいな物から映像が本物だと証明できるのだ。そしてここは後宮……関係者以外、侵入したり逃亡した本人でなければ普通は入り込めるはずはない。今回は『冷遇の証人であり、姫を連れ出した人物』だからこそ、記録がある。

　建物自体を取り壊すことが唯一の逃げ道だけど、そう簡単には建て直せまい。ついでに言うなら『そんなものが証拠になるなどとは思わない』。特に王太子。

　ああ、『お馬鹿さんだから』なんて言いませんよ？　不敬罪になるからね！

　ただちょっと『普通より考えが浅く思考能力が乏とぼしい上に自分の感情に素直過ぎる幼児の心を持つ方』だからですよ！　良く言えば『素直』とか『純粋』で片がつく。便利な言葉だ。

　ちなみに証拠映像もダイジェスト版を製作してみた。部分的な映像を繋げて一個の魔道具に収録する映像編集作業はとても楽しかったです。……通して見るとヤバさがよりいっそう増すけどな！

『私は見た！　後宮内で起こっている衝撃の真実！』という何かの特番のようなタイトルから始まる映像――いきなり始まっても何だか判らない可能性があるので文字入れしてみた。テレビを知っている私にとっては簡単だった――はセシル達の部屋の状況から王太子の暴言まで全部入れた。

　セシル達が後宮から宿に移ったら城下町に流すつもりだ。人々の反応が楽しみで仕方ない！

　この魔道具は商人さん達によって町のあちこちに設置される予定なので、全部回収されるか魔石の魔力が尽きるまで流れ続けることだろう。

　実はこれ、ゼブレストの側室達に悪夢を見せ続けたやつの類似品。人は魔力を必ず持っているから眠れば勝手に夢として上映される。

　大変嫌な目覚めになること請け合いですね！　いつまで続くか判らないけど、民は王太子に対し不信感を持つだろう。

　そして一般的な常識として城には結界が張られている。当然、結界内部までは影響が及ばない。

　結論……事態の把握が一日遅れる。

　何せ城の外で一晩眠ることが悪夢の条件なのだ、話を聞くのと直接見ることの差はでかい。

　それに内容が内容だけに一日あれば十分広まる。人の口に戸は立てられないからね！

　更に言うなら滞在している旅人や商人さん達を巻き込むことによって噂は遠方まで広がるだろう。中には他国の間者スパイもいるかもしれないし。

　何よりヤバさを感じた彼等が国外脱出を図るべく行動してくれるので私達も目立たない。利用できるものは何でも利用しますとも、大いに混乱してくれたまえ。

　こう言っては何だが、王都の住人達もある意味騙されているといえる状態なのだ。

　滞在中に色々と歩き回った結果判ったことだけど、民の反応は『王太子妃様もお気の毒だけど王太子様達も可哀相』というもの。

　どうやら王太子や寵姫のマイナス要素を隠すために、上層部によって『結婚できない立場の女性を一途に愛する王子様』が演出されていたらしい。これは王太子の顔が御伽噺に出てきそうな王子様なので、あっさり受け入れられた模様。

　ただし、婚姻は王が無理矢理決めたものということも知られているので、王太子妃に対しても同情的。

　こんな人々が衝撃映像を見たらどう思うか？

　初めは恐らく半信半疑に違いない。あまりにも今までの王太子のイメージが違うし。だからそれを事実だと証明するような騒動を起こす必要がある。

　とはいっても、その騒動を起こすのは私達じゃない。勝手に起こしてくれる人達がいるのだよ、当然のこととして。私はそれに便乗するだけでいい。

　悪魔でも鬼畜でも好きなだけ呼ぶがいい！　私は反省も後悔もしない！

「嬢ちゃん……一度ゆっくり小父さん達と話し合おうか。保護者を交えて」

「え？　私の保護者なら絶賛すると思いますよ？」

「いや、そりゃそうなんだがな？　何て言うか……人としての方向性に問題ないか？」

　逃亡の下準備を話したら、商人さん達が頭痛を耐えるような表情で私を見た。

「最良の結果のために犠牲は付き物ですよ。私は善人じゃありませんし」

「良心や一般的発想は……」

「そんなもの初めからない」

「「言い切るのかよ、それ!?」」

　胸を張って言い切れば、彼らは絶句する。商人さん達が心配からそう言ってくれるのも理解しているよ？　騎士だって初めて人を殺した時は怖くて眠れないとか聞くし。

　でも私の基準はイルフェナなのだ。商人さん達は私を『一般人』という括りに当て嵌めているけど、私の周囲には魔王様を筆頭に翼の名を持つ騎士連中。彼等は自分達と同類と認めない限り一緒にお仕事しませんよ？

　商人さん達は今回初めて私と顔を合わせたので『話は聞いていても納得していない』のだろう。情報を扱う彼らだからこそ扱いが慎重なのかもしれないが。

　もしかしたら私以外の異世界人と接したことがあるのかもしれないね。

「綺麗事重視・全てに対し優しさ溢れる人物なら彼らに馴染みませんよね」

　そう言ったら何とも言えない顔をされ頭を撫でられた。

　えーと？　私は元からこうであって『この世界で生きるために変わった』とかじゃないですよ？

　だが、彼らからの憐れみは全然別方向からのものだった。その眼差しは心配しつつも生温かい。

「気の毒に……あの若造達の好みど真ん中じゃないか」

「ああ、絶対これは逃がさねえよな。こんな女は滅多に居ない」

「そっちか！　そこなのか!?　気の毒なのは!?」

「「他に何が？」」

『目を付けられてるよな、気の毒に』。彼らの気持ちは憐れみ一色。同業者だからこそ、世間的に言われているような『素敵な騎士様』ではないと知っているらしい。

　さすがアル達の先輩。後輩達の本質をしっかり把握しているみたい。というか。今、同類認定されませんでしたかね、私。

　……。

　私に特殊な性癖はありません。そこだけは否定させてください。







　そして後宮内、セレスティナ姫の部屋に訪れた私はいい笑顔で二人に言い切った。

「それじゃ、唐突だけど私に拉致されてくれ！」

「「は？」」

　部屋に来るなりそう告げる私に二人は呆気にとられて、気の抜けた返事を返す。

「そろそろいいかなって思って。証拠も十分だし」

「そ、それは判るが『拉致』とは一体!?」

「逃亡のお手伝いを依頼したのは私達ですわよ？」

　二人の戸惑いもごもっとも！　だけど物事には『建前』というものが重要だったりするのだ。

「うん、実際はね。だけどさ『自分達の意志で逃げたのではなく、連れ出された』ならコルベラの非にはならないよね？　警備はおざなり、しかも護衛の騎士が部屋の周囲に居ないなんて王太子の責任じゃん」

「「あ」」

　私の言い分に二人は声を上げる。

　いや、これって姫が自分の意志で逃げなきゃいいんじゃね？　と思うのですよ。そもそも『逃げ出せる方がおかしい』。

　二人の性格やここ一年ほどの生活を知っていると『自力で逃げたか』と思われるかもしれないが、民にとってセシルは生粋のお姫様。誰が信じるんだ、そんなこと。

　これにより『二人は逃げ出した』のではなく、『二人の状況を憐れんだ者によって拉致された』という言い分が成り立つ。

　自分の意志で逃げたんじゃなく拉致されたなら、捕まってもそれは『保護された』ということだ。

　それ以前に連れ出されるような状況や憐れまれる環境だったことがおかしいので、罪に問われるのは王太子一派と拉致犯（＝私）のみ。コルベラに迷惑はかからない。

「こういう小細工も重要になってくるかもしれないでしょ？　だから言葉にして残しておく」

「しかし……それでは君が罪人扱いだろう!?」

「いや、どのみち手を貸した時点で後宮内の事情を知ってることがキヴェラにバレるから扱いは多分変わらない。消されるでしょ、普通」

「そ、それは……」

　セシル達は言葉に詰まり、顔を俯かせる。

　彼女達からすれば自分達のために罪人にさせてしまうことに罪悪感があるのだろう。だが、こればかりは現実問題として直面してもらわなければならない。

　互いにリスクは背負うものだし、彼女達にも『そうさせた負い目』を持ってもらった方が何が何でも逃亡するという意思を強めることになる。

「私はそれを承知で引き受けたし、セシル達だって気付かなかったわけじゃない。中途半端に罪悪感を出して途中で諦めようとされるより、逃げ道はないと思ってもらった方が逃亡する意思を強固にできるよ」

　そう言い切ると二人は顔を見合わせ、そしてしっかりと頷いた。

「判った。君に拉致されよう。君を罪人にすることから目を背そむけずに背負うことが私達の贖しゅく罪ざいだ」

「良いお返事だね。それじゃ、さっさと行動しますか」

　そこで会話を打ち切り二人は少ない荷物を纏め始める。私は一応見張りとして部屋の外を窺い……相変わらずここを気にする様子もない連中に呆れていた。

　王太子妃様だろ、生粋の王族だろ、イルフェナやゼブレストでこの扱いは考えられないんだけどなぁっ!?

　罠の置き土産でもしてやろうか、などと考えているうちに二人は支度が終わったらしい。服装も元々簡素なものだったので、これならば町に出ても旅人で通るだろう。

「待たせたな」

「荷物少ないけどいいの？」

「邪魔になりますし。元々それほどありませんもの」

　セシルは男装の麗人風、エマはワンピースということもあり街娘の装いだ。二人に大丈夫だという意味を込めて笑いかけ、改めて手を差し出す。

「では、拉致されてくださいな」

　二人も苦笑しながら頷く。




　本日、キヴェラの王太子妃様とその侍女の拉致決行。悪いのは拉致犯と必要最低限の警備すら怠った王太子一派だ。異議は認めない。




　　※※※※※※※※※




「……で、あんた達がミヅキの友達かい」

「ああ。ずっと引き籠もっていてすまないな。つい旅の計画に熱が入ってしまって」

「はは、久しぶりに会えた幼馴染なんだろ？　話が尽きないのは当然さ」

　和やかに話しているのは宿の客とセシル。隣のエマ共々、金髪に青い瞳になっている。色変えで印象がかなり変わる上に、顔の印象までもが変わる魔道具装備で町を歩いても全然平気。

　ただしエマによると『そのままでも多分大丈夫ですわ』とのことだった。王太子が徹底的に公の場に連れ出さなかったから、民は顔を知らないままだと言っていたっけね。

　偶然だが、私が二人を連れ出したのは数日に一回来る毒入りの食事の後。これで数日は逃亡がバレないらしい。

　勿論、エマの日記は置いて来ましたとも！

　家具のほとんどない部屋のテーブルにぽつん、と置かれているから目立つだろう。

　報告書紛いに書かれた日記は数ページ読むだけで後宮の実態が知れる素敵な出来だった。見てしまった人達がまともな精神をしていたら、あまりの酷さに自害したくなるだろう。

　当然置いて来たのは中身を丸ごとコピーした方。オリジナルは私達が持っている。

　このまま逃亡するのも芸がないと思い、ささやかな報復として神殿（神聖な方）に寄贈される本の中に官能小説数冊と共に混ぜておいたのは些細なことだ。

　何年かに一度、図書室の本を整理してまだ使える物は神殿に寄贈するんだってさ。正確には神殿の運営する施設に贈られるものだけど、『神殿から』ということにするために一度神殿預かりになるそうな。

　神殿には『国から書物をいただいた』という事実が残り、神殿の運営する孤児院には『神殿から本を贈られた』という形になるのでどちらの評価も上がるわけか。

　まあ、今回はそれを利用させてもらいましょう。ふふ……真面目な本の中身だけを変えたので本を開くまでバレませんよ。見て驚け。

　さすがに一度は傷みなどをチェックされるだろうし、バレるならその時だ。つまり神殿の職員が発見することになるだろう。日記でも官能小説でも絶対に問題になる。

　なお、一冊だけ当たりがあったりする。……騎士同士の恋愛物が。この国の騎士は男性だけ。誰だ、こんなもの書いた奴は。

　ちなみに持っていたのはエマ。ささやかな反撃を夢見て購入しておいたらしい。エマ曰く『普通に売られていまして店主が「最後の一冊」と言っていましたの』とのこと。

　つまり『複数あって他は売れた』ってことですね!?

　個人的な意見を言うなら恋愛は個人の自由だと思うよ？　ただ逆に言えば絶対に許せない人もいるってことで。

　いや～、王家は色々大変ですね！　盛大に神殿から批難されておくれ。

　何せ、城から寄贈される分に混ぜておいたもの、疑われるのは城の住人しかいない！

　侍女服姿でうろついていた私に本の整理を頼んだのが運の尽き。数日掛かると聞いたのでその日の夜に商人さん達の協力の下、個人的な寄贈本を用意しましたとも。

　……いきなり『官能小説何冊か手に入りませんかね？』と言った時、商人さん達は暫し硬直していたが。様々な意味で嘆きつつも準備してくれたので、翌日こっそり混ぜておいた。個人までは特定されないのだ、全てが『城から寄贈された書物』として送られてしまう。

　多少気の毒に思ったので他は真面目に労働してきたよ？　給金もらってないから奉仕労働です。

　結婚式に使われる神殿にも匿名の手紙で責任者に横領の証拠の一部を提示し、『王家の弱みでも握らない限り無事じゃ済まないねぇ？』と煽っておいたので、逃亡がバレれば盛大に動いてくれると思われる。

　別問題が大事になればなるほど横領程度は霞かすむもんな。自己保身のために頑張れ。

　今後を予想し心の中で大爆笑している私をよそに、セシルとエマは他の宿泊客達とも言葉を交わしていた。商人さん達の情報操作で私達の関係は幼馴染ということになっているのだ、ついでにセシルとエマが元は貴族だったことも話してあるとか。

　説明した際に周囲は酷く同情したそうだ。え、イルフェナではよくあることらしいよ？

　そんなわけで二人はほとんど顔を見せなかったにも拘わらず『ずっと宿に泊まっていたイルフェナ産の三人娘が漸く部屋から出てきた』という『事実』が宿の人達によって作り上げられている。

　勿論、それは私や商人さん達が工作しエマやセシルまでもが時々姿を見せていた結果だが、厨房を借りてお菓子やおつまみを作り皆に振る舞ったのも好印象に繋がったと思われる。

　……商人さん達が時々疲れた顔をして『年頃の娘って判らねぇ……！』と宿の隣の酒場で愚ぐ痴ちっていたことも真実味を持たせたのだろう。

　その場に居合わせた娘を持つ商人さん達が涙を浮かべながら慰め合っていたらしいので、私達を見る目が物凄く温かい。

　……いや、温か過ぎた。『あまり小父さん達に心配かけちゃ駄目だぞ』と何人に言われたことか！

　お陰で妙に存在を知られています。主に私が。問題児的な意味で。

　商人さん達、素晴らしい情報操作ですね！　誰も疑ってないよ！

　……。

　ごめん。それ工作じゃなくてリアル愚痴ですね、多分。

　そんな感じでセシル達が宿にやって来た二日後。

　キヴェラの王都では妙にリアルな悪夢が見られるようになったのだった。当然、町は噂で持ちきりである。

　さあ、噂話大好きなおばちゃん達よ出番ですよー！　まだやることがあるから私達はもう少し滞在してますがね。




　　※※※※※※※※※




「……ねえ、アンタも見たのかい？」

「本当かねぇ、あの王太子様が」

　目覚めるなり人々は噂する。それは周囲の人達と語り合うことでまるで真実の様に受け入れられていった。そして私は何食わぬ顔で話に混ぜてもらうのだ。

「あの～、どうかしたんですか？」

「おや、あんた最近うちの店で見かける子だね？」

「ええ、そこの宿に泊まってるんです。何だか町中が騒がしくないですか？」

　噂好きそうなおばちゃん二人に、遠慮しつつも話し掛ける。旅人設定な私は王太子様の顔なんて知りませんよ。いきなり本命の噂に混じると不自然だ。

　おばちゃん達は顔を見合わせると、心の中で大喜びしつつも不安そうな顔を作って話してくれた。微妙に隠し切れてないぞ、おばちゃんズ。思考が駄々漏れてますぜ。

　二人は噂を知らない子に話せるのが嬉しいようだ。見た目どおり噂とお喋りが大好きなのですね。

「あんたは見なかったのかい？　昨日の夜に夢をさ」

「見ましたけど……あれ、何で知ってるんです？」

「あたし達も見たのさ！　本当なのかねぇ」

「えーと……私、王太子様の顔を知らないので何とも。やっぱり本人なんですか？」

　首を傾げる私におばちゃん達は勢い良く首を縦に振る。

「そりゃ、あんな綺麗な顔は滅多にいないだろうよ」

「旅人じゃあ、知らないのも無理ないね。私達には王太子様に見えたよ」

「ええ!?　じゃあ、あんなに酷いことを言ったのは本物!?」

「どうだろうねぇ」

『噂としては本物の方が面白い、けれど事実だったら大問題』。今の所こんな感じに思っている人が大半のようだ。だから少々冷静な意見を付け加えさせていただこう。

「あれ？　でも王太子妃様なら侍女とか護衛の騎士がいますよね？　そんな状況を許していたんでしょうか、全員が？」

　首を傾げながらそう言えば、おばちゃん達は揃って目を見開く。

「そういや不自然だね」

「確かに。バレたら自分達が処罰じゃないのかい？」

「おかしいねぇ？」

「王太子様に命令でもされていなきゃ無理ですよね？」

　疑問と言う形を取った私の言葉におばちゃん達は納得したように頷いた。近くに居た人達も聞こえていたらしく、しきりに頷いている。

　……よし。これで『冷遇は王太子の命令説』が出来上がった。誘導成功。

　納得できてしまう噂は強い。噂を聞いた人達は国の上層部が侍女や寵姫に責任を押し付けても、王太子だけが知らなかったなんて言い分には納得しないだろう。非道な王子様の出来上がりだ。

「教えてくださってありがとうございました。もう少し色々な人に聞いてみますね」

「そうだね、あたし達も気になるし」

「何か判ったら教えておくれ」

　情報交換の約束を取り付けつつ、二人は早くも別の人達と話し始めている。商人さん達も色々な場所で情報操作に乗り出しているはずだ。

　周囲を見渡し、ひっそり笑みを浮かべた私はその場を後にしたのだった。

　とりあえず第一段階終了。次は『彼ら』が行動してからだ。まあ、この騒動を聞きつけて後宮に手が入れば夜あたりに動きがあるかもしれないが。

　さあ、王太子様？　他国を巻き込んだ盛大な喜劇の始まりですよ？

　悲劇の主人公になんて絶対にしてやらないから覚悟しとけ？







　　第十二話　悪夢の先には更に罠




　悪夢騒動開始初日。

　朝には、

「事実なのかい、あれは」

「けどよ、あんな状態が許されるわけねえだろ？」

　という感じだった人々も夕方には、

「王太子様は何をやってるんだろうねぇ」

「いくらこの結婚が気に入らないからって……」

　ここまで変化した。いやぁ、情報操作って凄いね！　見事に『王太子が命じた』という方向になってきてますよ。

　実際、判断材料が『普段の王太子の態度』くらいしかないので必然的にその方向になっちゃったというのが正しい。王太子は建前だとしても王太子妃をまともに扱っている場面を民に見せておくべきだったのだ。

　それなのに公の場には出さない上、寵姫溺愛なんて『事実』が民に浸透していれば夢が『ありえない嘘』で切り捨てられるはずはない。

　私達がやったのは切っ掛けに過ぎないのだ、放っておいてもそのうち誰かの口からは出ていただろう。単に国の上層部が動く前に広めたかったのだよ。先手必勝です。

　……まあ、国の上層部がアホだとは思っていないからこその保険なわけで。

　噂を聞きつけた城の関係者から上層部の皆様も悪夢の内容を知ることになり。

　後宮に王の手の者が入ったらしく、その日の夕方には王太子妃の逃亡が民間にも知られたのだった。

　ああ、私達の仕業じゃないよ？

　民間へ『王太子妃様逃亡』の情報を流した奴がいたのだよ。素晴らしいタイミングです、誰がやったか知らないけど良い仕事し過ぎだ……！

　ふふ、今のところ計画どおり。

　もっとも逃亡がバレただけで後宮の実態把握までには至っていないみたいだが。恐らく色々あり過ぎて全部を一度に把握しきれないんだろうね。

　ここで慌てて逃げるなんて真似しませんよ？　バレない自信があるからね！　寧ろ今日行動した場合は本人か関係者として目を付けられる可能性が高い。

　だって『騒動を起こして逃亡しやすくする』なんて誰だって考えつくもの。数日ずらして行動した方が安全に決まってる。しかも私達は以前から宿に泊まっているという設定だ。堂々と姿を晒していることも含めて疑われる要素が少ない。

　疑われるとしてもセシルじゃなくて私だしな。黒髪だし。

　驚いたことに民は王太子妃を『コルベラから来た黒髪のお姫様』としか知らないのである。その少ない情報の黒髪ってのも結婚式の時にベールからちらりと覗いた程度。

　王太子夫妻の肖像画も王太子が拒否してるのかなし。マジで城の職員達でさえセシルの顔が判らないんじゃね？　と商人さん達と賭けて……いえ、疑っていたりする。

　だって、宿に滞在中の他国の商人さん達にとっては完全に他人事だしねぇ？　重要なのは自分や仕事に関する情報なので、帰国準備はすれども焦りはないのだ。

　キヴェラとしても下手に旅人を拘束すれば他国に不審がられるだけ、それに商人さん達は国力の差を誰より理解している立場だからこそ王太子妃の逃亡を手助けするということも考えにくい。




　王太子妃の逃亡の手助け＝キヴェラの敵認定




　こんな認識が成り立つ中で味方をする奴はいまい。故郷もヤバくなるもの。まあ、味方をするのがここにいるからこそ逃亡は可能なのだけど。

　単なる利害関係の一致？

　互いの目的が明確過ぎる素敵な関係じゃないか！

　敵の敵は友と呼べ。利用し合って立ち向かえ！

　さあ、キヴェラがムカつく皆さんご一緒に！

　コルベラ、もしくは姫個人と付き合いのある親しい人物ならば、キヴェラ入国直後から監視が付いただろう。何せ王太子の態度が悪過ぎる。力関係が明白だろうと他国の王族を平然と虐しいたげる次期国王がどう見られるか。

　周辺諸国の不満を抑え込めるような技量を王太子が持っていれば別だが、事前情報と本人を見る限り無理だろう。キヴェラ上層部としても現状は他国に知られたくないものだったと推測。

　そういった事情から察するに逃亡とは関係なくセシルの行動もある程度は制限されていたはずだ。

　セシルがレックバリ侯爵に宛てた手紙が転移法陣ではなく、民間の普通郵便だったことからもこの予想は正しいと思う。

　……まあ、王太子がアホだったおかげでこちらに有利な展開になったわけですが。

『必要以上に人と接触させず、外部との連絡手段を与えなければいい』『侍女がいなければ何もできない』くらいに思ってたんじゃないだろうか。

　上層部もセシルが何の行動も起こさないのは『監視されていて何もできないから』だと思っていたことだろう。監視とか管理といったマニュアルでも作ってやれよ、上層部。

　セシル達も大概規格外だけど、理解していない王太子や周囲もどうかと思う。

　とはいえ、簡単なのはここまでだ。これからはキヴェラという国が相手。この町から普通に逃亡しただけでは即座に捕まってしまうだろう。だから彼らを足止めするような騒動を引き起こす必要があった。

　神殿からの批難、後宮事情の暴露、民からの追及とそれに伴う軽いパニック。

　城下町でこれだけ起これば私達を追いかけることよりも優先して鎮圧にあたらなければならないだろう。後宮事情の暴露だけでこの様なのだ、少なくともゼブレストに到着するくらいまではマークされまい。




　セシル達の優先すべきものと私の目的は違うが、、互いを利用し合うことで叶えられるものだ。

　ルドルフの時と同様、利害関係の一致というのが私達の繋がりなのだよ。だからこそキヴェラにとっては完全に『警戒対象外』。特に異世界人の私はね。

　それこそレックバリ侯爵が最適と判断した理由だろう。能力・性格的なものも含めて、だが。




　といっても仲良くなったことも事実。




　今までセシル達を虐げてきた分くらいは報復してもいいよね？

　キヴェラがどうなろうと構わないから引っ掻き回しますよ？

　暫くの間は大変だけど頑張ってね？　上層部の皆様。

　……ということを部屋でつらつら話したらセシル達には感動され、商人さん達は遠い目になった。

「嬢ちゃん。小父さん達はここまでやるとは聞いてないぞ？」

「何か問題が？」

「ない。ないんだが……知恵の使い方を間違ってないか？」

　頭痛を耐えるように片手を額に当てた商人の一人が突っ込む。

　そうか？　確かに賢者って物語だと善玉ですね。少なくとも悪党ではないような。

　でも、今の私は姫を助ける主人公ポジションなので『正しい行い』でいいと思う。……多分。

「気にしちゃいけません。これから酒場でイベント発生が期待されるというのに」

「まだ何かあるのか!?」

「私が居る以上、そろそろ走り回る人達が出てくると思うんですよね」

　言いながら自分の髪を摘つまんでみせる。その動作に全員が私の言う『イベント』が何か察したようだ。

「黒髪で年頃の女性は目を付けられるでしょうね？　顔が判らないなら貴重な判断材料だし」

「ミヅキ、君が的になる必要は……」

　ない、と言おうとしたセシルの言葉を首を振って遮さえぎる。

「私にはあるから心配しないで」

「嬢ちゃん、今度は何だ？　言っとくが張り倒すのは駄目だぞ」

「え、酷い。暴力前提なんて……」

「「嬢ちゃんならやる。かなりの確率で」」

　力一杯頷く商人一同。すでに期待することは止めた模様。

　私は視線を一旦逸らすと、首を振って彼らの予想を否定する。

「勿論やるけどさ。……でも今はやらない」

「肯定するのかよ!?　否定しろよ、形だけでも！」

「形だけの否定も反省も意味のない物だと思う」

　言い切った私に商人さん達は深々と溜息を漏らした。「問題児が……」とぽつりと呟いていたり。

　ご安心ください、この凶暴性が私の長所と周囲に認識されているのですよ。そもそもこれで白騎士に懐かれたって言ったじゃないか。

　反省することなく彼らの肩をぽん、と叩き、次なる計画の場所へと誘う。

「ふふ。さあ、酒場にご飯食べに行きましょ！」

「情報収集もできそうですわ。先ほど、宿に滞在している方達も酒場に行くと言っていましたし」

「好都合ね！」

「ミヅキ、一体何をする気なんだ？」

　首を傾げるセシルに私は笑って答えた。

「人が多ければ多いほど私に有利で、皆の娯楽になることだよ」

　さて、どうなるかな？　とっても楽しいイベントだもの、ギャラリーは大歓迎！

　立ち上がり扉に手をかけた私にセシル達が声をかけてくる。

「……ミヅキ。私達は自分のため、国のために君を利用する。だが、君と友人でありたいとも思う」

「互いの望む結果を出せるよう頑張りましょうね。私達は貴女の望みが叶うことも願っていますわ」

「ありがと。絶対にコルベラに送り届けてあげるから」

　女同士の友情に微笑み合う。守護役どものおかげで女友達があまりいないので嬉しい限りだ。

　……商人さん？　『同類かよ!?』『止める人間がいねぇっ』って嘆くのはやめてくれない？




　　※※※※※※※※※




　夕方の酒場は一日で一番の賑にぎわいを見せ始めていた。酒目当てだけではない、情報収集がてらに食事に来る者もいるからだ。

　本日の一番の話題は当然『夢で見た王太子妃の冷遇について』。だって、旅人は王太子妃どころか王太子のことをあまり知らないしね？　情報を得ようと思うなら町の住人達と話し込むことになるのですよ。

　給仕のお姉さんに聞く限り、いつもより賑やかなのは気のせいではないらしい。私達も早速酒と料理を注文して近くの人達の話に混ざって情報収集開始。

「しっかし、あれは酷いよなぁ」

「大丈夫なのかな、この国は」

　あ、同じ宿に泊まっているお兄さん二人発見。自称・傭よう兵へいだけど個人的にはどこかの騎士じゃないかと思っていたり。確かに魔物や盗賊退治を生なり業わいにする傭兵は珍しくないけど、雰囲気がイルフェナの騎士達とどことなく似ているのだ。

　会話も情報を聞き出すような物が多いし、商人さん達も警戒したのか彼らと接しているのは主に私。向こうも私がどう見ても一般人にしか見えないので気さくに接してくれている。

「お兄さん達も来たんだ？　何か情報は仕入れた？」

「お？　おお、ミヅキか！　どうした、小父さん達の説教は終わったか？」

「何で知ってるのよ……」

「お前が問題児だってのは宿で割と有名だったぞ？」

　盛大に笑いながら大柄で人懐っこい感じのお兄さん――ビルさんはがしがしと私の頭を撫でた。対してどことなく知的なもう一人のお兄さん――アルフさんは苦笑を浮かべたまま。

　……否定してくれないのかい、アルフさん。

　じとーっと二人を眺めていると「ま、ちょっと座れ。お兄さんが奢おごってやるから」と席を勧めてくれたので、セシル達に一声かけ同じテーブルにつく。

「何がいい？」

「酒」

「……お嬢ちゃん、酒ってのは」

「数年前に成人してます」

「「……悪かった」」

　何故ハモる。ちまいのは人種の差であって年齢的なものじゃないやい。ついでに言うなら君達の自己申告年齢が正しいなら私の方が上だ。一年の区切りが同じ時間かは知らないが。

　セシル達と同じか少し下くらいに見られることが多いけど敢えて訂正しなかった私も悪いのかもしれない。でも、今回はその方が便利だったんだよねぇ。

　この世界の成人は一応十六歳。とは言っても十八歳くらいまでは子供扱いされることも多いとか。だから子供っぽい言動でも見た目それなりだと無邪気と思われるだけ。

　まあ、成長期だもんな。それくらいの年齢って。やっぱりこの世界でも二十歳以上が大人と認識される年齢なんだろう。

　そんなことを考えていたら、目の前に酒のグラスと焼いた肉が置かれた。注文してくれたらしい。

「ありがとうございますっ！　……で。何か情報ありません？」

　お礼を言ってから本題を切り出すと、二人は揃って苦笑する。

「お前の小父さん達の方が詳しいんじゃないのか？」

「朝の騒動があってから帰国準備に忙しいんですよ、小父さん達。早めに帰ることにしたって」

「そりゃ、そうだろうね。あの夢が事実なら大混乱になるかもしれないし」

　ですよねー！　誰が見てもヤバイよな、あれは。

　同意しているとビルさんが声を潜めて話を続けた。

「しかも王太子妃は逃げたみたいだぜ？」

「情報早いね、ビルさん」

「ここに来る前に聞いたのさ、騎士どもが町を走り回って黒髪の娘を探してるってな」

「うっわ～……やっぱりあの夢って事実だと見るべき？」

「だろうねぇ。でなきゃ逃げられないだろ、お姫様には。憐れんだ奴が連れ去ったって見方がされてるらしいぞ」

　どうやら冷遇は事実として受け入れられているらしい。些細な情報も人を通して随分と早く回るようになっているみたい。

　あらあら、王太子妃様の逃亡を隠す余裕がないっぽいね。民に知られても姫を捕獲することを優先してるのかね？

　そんな会話をした直後。盛大な音を立てて酒場の扉が開かれ、入り口を塞ぐように数名の騎士達が入り込んで来た。随分と慌てているようにも見える。

「おい！　ここに黒髪の娘が居ると聞いたんだが！」

　騎士の一人がそう怒鳴ると、ざわめいていた店内が一斉に静まる。それでも周囲でひそひそと交わされる言葉から彼らがキヴェラの騎士だということが知れた。

　騎士達はそんな店内を見渡し、そのうち私に目を留め近づいて来る。

「君は……」

「イルフェナ出身です。旅券見ます？」

　じろじろと眺められる。疑っているというより、不審な点を探すような感じだ。どうやらこの人達はセシルの顔を知らないらしい。とりあえず声をかけている、という状態か。

　ほら、と持ち歩いている旅券を渡すと騎士達は顔を見合わせて受け取りすぐに返してくれた。不審な点は見当たらなかったのだろう。

　おいおい、騎士さん。姫の顔をマジで覚えてないのかよ!?　セシル達、そこにいるじゃん？　色違いになってて魔道具装備してるけどよく見れば判る程度だぞ？

「失礼した。我々はこれで」

　これ以上は時間の無駄だと思ったのか、会話を切り上げその場を後にしようとする。ふふ……折角来てくれたのに私がそのまま返すはずはないでしょ？

　さあ、イベント発生ですよ！

「ちょーっと待った。何で騎士様達は王太子妃様の顔を知らないの？」

　立ち去ろうとした騎士のマントをくい、と引く。するとその騎士は訝しげに私を見た。

「……何？」

「おかしいでしょ、旅券を見て判断するなんて」

「何故、我々が王太子妃様を探していると知っている？」

　あ、そっちね。彼らはどうやら噂を知らないらしい。これは教えてあげた方がいいだろう。

「すでに噂になってます。あんな夢の後に貴方達が走り回って『黒髪の娘』を探したりしたから確実な情報として。……で、どうして顔を知らないんです？」

　自分達の行動が噂を事実として広めたことに顔を歪めるも、私の質問に無理に冷静さを取とり繕つくろう騎士達。好奇心旺盛な小娘相手に付け入られたくはないようだ。

　やはり実際におかしいと思う人が大半だったのだろう。頷きつつ会話に耳を傾けている人が多く店内は静かなままだ。とはいえ、向こうも城勤めの騎士。簡単にボロは出さない。

　……ビルさん、『俺そこまで言ってねぇっ！』な顔するの止めておくれ。

「我々は王の居城に詰めているからだ。王太子妃様の住まう後宮には近づけない」

　もっともらしく『勤務地が違うから知らなくて当然』と言うも、私は首を傾げて突っ込む。

「いや、ですからね？　王太子妃様付きの侍女とか後宮内の警備をしていた騎士がいるでしょ？　何で彼らの記憶を見ないのかなって。魔道具を使えば記憶を他人に見せることって可能ですよね？」

「そ、それは……」

　魔術方向から尋ねられるとは思っていなかったのか、即座に反応できず騎士は僅かに動揺した。

　小型サイズとか高性能とかじゃなければイルフェナでなくとも可能だと聞いている。これは事件が起きた際の目撃証言を虚きょ偽ぎではないと証明するために使われたりするから割と普及しているとも。

　魔道具は高価な部類なのだろうが、今回は十分深刻な事態だろう。しかも大国が持っていないというのは明らかに無理がある。

　……私の様に『ホラーハウスって素敵！』で悪戯目的に使う奴はいないだろうが。

「顔を覚えている人がいないってことはやっぱり夢は事実だったんでしょうか？　でなければ『お姫様』が簡単に後宮を抜け出せるとは思えませんし」

「内部に協力者が居たのだ！」

「じゃあ、その人は……」

「共に逃げている！」

「何でその人を探さないんです？　協力者ってことは王太子妃様の顔どころか潜伏先を知ってるでしょうに」

「ぐ……っ」

　焦りを滲ませながらも言い訳を繰り返す騎士に周囲の視線はますます疑惑を孕はらんでいく。

　ふうん？　一応頑張りますね。周囲の皆さんは疑ってるみたいだけど。

　首を傾げて不思議そうに尋ねてくる外見・小娘に騎士達は言葉を詰まらせ、人によっては睨むような視線を向けてきた。それに気付かない振りをして答えを待つ。

　彼らとしては煽るのではなく『純粋に不思議に思っています！　教えて、騎士様！』な状態に加え、周囲の反応からある程度は言い訳をしなければならないと思っているようだ。だが、即座に言葉が見付からないらしい。

　騎士達も夢の話は知っているのか、あくまで『王太子妃が逃亡した』ということだけに留めたいのだろう。さすがに王太子主導の冷遇といった話が出るのは拙いらしい。

　では続いて参りましょ♪

　私は溜息を吐くと少々呆れた様子を装って騎士達に提案する。

「職人達に記憶を見せてもらうっていう方法もあるじゃないですか。貴族令嬢でさえ一年間全くドレスを作らないなんてことありませんよ？　仕立て直しにしても」

「……！　……行け！」

　私の言葉に初めてその可能性に気付いたのか、即座に指示を出すと一人の騎士が頷き店を出て行った。……気付いてなかったっぽい。どうやら想像以上に城は混乱に見舞われているらしい。

　不意に私と会話していた騎士が探るような視線を向けてきた。

「……君は随分と詳しいのだな？」

「そりゃ、元貴族の友人達がいますから」

「元貴族だと？」

　意外だったのか、訝しげな視線が強まった。それに対して私はこっくりと頷く。

「イルフェナって功績で爵位もらってもその後三代何の功績もないと爵位返上です」

「ああ……なるほど」

「イルフェナでは当然です。子供でも知ってますよ」

　騎士は視線を和らげ、「すまない、仕事なのでな」と謝った。その謝罪に首を振りつつも良心にザクッと何かが突き刺さる。

　隠している様子もない上に事実なので私への疑いは薄れたようだ。『子供でも知ってる』ということに反応したかもしれないが。

　騎士達は自分達の焦りと視野の狭さに気付いたのか、先ほどとは違った目で私を見ている。

　疑い半分、残りは貴族のあり方を知った上で第三者的な意見を言える者と評価したと見るべきか。『何か有益な意見が得られるかもしれない』という点で興味を持たせることに成功したらしい。

　先ほど指示を出した騎士が私の近くにやって来る。

「君は聡いようだ。では君の意見を聞かせてくれないか？」

「不敬罪に引っ掛かるような内容になるので遠慮します」

「構わん。是非聞いておきたいところだ。私が責任を持とう」

　一応やんわり拒絶すると即座に返事が返ってくる。責任、ね。協力しろということらしい。

　責任持つって言ったな？　その言葉を忘れるなよ？

　それじゃ、そろそろ攻撃に移りましょうか。

　私は彼らをじっと見つめ、できるだけ静かな口調で話し出す。

「先ほどのことなのですが。この一年、王太子妃様のための予算が使われていたのでしょうか？」

「何……？」

　いきなり予算に話が飛び、隊長らしき人は意味が判らなかったらしい。

「ですから。予算の管理は国ですよね？　使われていないことに気付いていなかったならば、国が王太子妃様に対し無関心だったということ。そんな風に未来の王妃を扱っていたならば『国が冷遇していた』と思われても不思議はありません」

　まず一つの可能性、と周囲に聞かせるように言いながら指を折る。

　今探し回っていることから考えても国の上層部がそう思っていたと考える人は少ないだろう。

　民の王に対する評価は高い。後々困るような真似をするとは思わないだろう。そもそも未来の王妃にと連れて来たのは王なのだ。

　ただ、あくまで王太子妃の逃亡に伴い『他国がどう見るか』ということ。

　そして私は再び指を折る。

「次に予算が使われているにも拘わらず冷遇が事実だった場合。これって『王太子様が国の財を横領した』ということになりますよね？　それ以上に『国を騙した』ということでしょうか」

　騎士達の目が見開かれた。これは彼らの管かん轄かつではないから馴染みがないかもしれないが、内容は十分拙い。新たに王太子様・犯罪者説の発動だ。

　実際、王太子が許可しなきゃならないので実行した奴も罪を問われるだろうが、王太子も無罪にはなるまい。

「この場合、夢の内容も非常に納得できるものになります。周囲に人がおらず、所有する物すらほとんどない状況……王太子妃様を選んだ王様がそう扱えと言ったとは考えにくい」

　王を馬鹿にしてなどいませんとアピールしつつ王太子は犯罪者扱い。全ての元凶は王太子だと周囲に絶賛主張中。

　騎士達の顔色も悪くなっているが、彼ら自身も否定する言葉を持たないのか無言だ。

「確か……『王太子様の後宮には一切手が出せない』んですよね？」

「あ、ああ、そのとおりだ」

　確認の意味で問えば、ゆっくりと頷く。

　王が王太子妃の扱いに口を出せないのは、王太子の後宮が独立したものであるからだと噂で聞いた。ならばこの情報も周知のものだ、口に出しても問題はないだろう。

「でしたら全ては王太子様の責任だと考える者が大半では？　噂では王太子妃様はかなり強引に嫁がされたとか。ならば『その事情を踏まえても逃げなければならなかった』と考えるのが普通ではないかと思いますよ」

　夢と噂で判断できるのはこの程度ですよね、詳しい事情を知らない部外者なんて。

　そう続けると騎士達はいっそう表情を暗くして黙り込んだ。

　民は愚かではない。自分で物を考え勝手に想像し、時に無視できないほどのものとなる。『部外者』でさえここまで予想するのだから自国の民の目はもっと厳しいだろう。

　……そう思ってもらうのが目的なんだけどね？

「職人さん達が王太子妃様の顔を知っているといいですねー」

「そう、だな」

　返事を返しつつも騎士達とてその可能性が低いことなど知っているのだろう。王太子本人を知っているからこそ、それ以外に返事のしようがないに違いない。

　表情を暗くさせたまま、騎士達は酒場を出て行った。彼らが去った後の酒場は賑やかさを取り戻しつつも、どこか不安げな人もいる。

　おそらくは王都の住人なのだろう。今の会話で予想以上に深刻な事態だと理解したらしい。

　ごめんね、皆さん。国の上層部には姫の捕獲より、騒動を収めることに集中してもらわなきゃ困るのだよ。それに私、王太子が個人的に大嫌いです。徹底的にズタボロにしてやらぁっ！




　その後、ビルさん達や商人の小父さん達にやり過ぎだと説教されたけど後悔はしてない！　だって、あれは王太子の犯した罪についての噂をばら撒くために必要なイベントだったのだから。

　王太子妃の冷遇という他人事ではなく、その主犯が自分達の未来の王なのだと自覚すれば民はこちらの予想以上に誠実な対応を国に求めるだろう。その分、国は手間をかけなければならない。

　なお、ビルさん達が傍に呼んだのは『お前も黒髪だから気をつけろ』と忠告したかったんだそうな。……すまん、無駄に終わった。







　　第十三話　本人に会って判断すべし




　――王城・謁えっ見けんの間にて――　　（ある近衛騎士視点）

「まだ見付からんのか！」

　苛立ちも露に王は報告に来た騎士を怒鳴りつける。確かこの騎士は城下町の治安維持を担当する隊の隊長だったはずだが……それでも見付からないとはどういうことだろうか。

　彼らは良くも悪くも町を知っているはずである。たかが女性一人――しかも正真正銘王族の姫が――見つけ出せないなど信じられるものではない。よほど手の込んだ誘拐にあったか、共犯者が匿かくまっているか。

　確かに王太子妃様の境遇はお気の毒以外何物でもない。残されていた侍女の日記の内容を僅かに聞いただけでも絶句するに十分だった。寧ろ生きていた方が不思議だとすら思うほどに酷い。

　王族の姫、しかも我が国の王太子妃たる方を何と思っているのか！

　正義感に駆られた者やコルベラに恩を売りたい者ならば手を貸す可能性もあるだろう。

　だが、共犯になるにしても利点などないに等しい。キヴェラ王の怒りを買えば自分だけではなく一族郎党破滅が待ち受けている。

　そんな危険な賭けをする者が居るとは思えず、最終的に姫と侍女が逃亡したと考えられていた。兵を町に放ち探せばたやすく見付かるだろう、と。

　王太子妃様と懇こん意いにしている者がいなかったことからも逃亡の手引きをした者がいたとは考えにくかったのだ。

　だが、その行方は依然として知れぬまま。跪ひざまずき深く頭を垂れたままの騎士もどういうことか判らないのだろう。周囲の者達もかける言葉が浮かばないようだった。

「申し訳ございません。黒髪の娘は何人か見掛けておりますが、どれも王太子妃様とは思えず」

「確認はしたのか？」

「はい。旅人には旅券を提示させるだけでなく、周囲の者にも滞在期間などを聞き込んでおります」

　王の問いに淀みなく答える騎士。その姿に王は深く息を吐くと、椅子に凭もたれかかる。

　そもそも追われている人物が警戒心なく姿を晒すなどありえまい。それは私だけでなく王や騎士も判っているようであった。それでも縋りたかったのか。

「そういえば……イルフェナに問い合わせた人物がいたな。あれはどういうことだ？」

　王の横にいた宰相がついでとばかりに尋ねる。

　……イルフェナ？　あの厄介な国がどうかしたのだろうか？

　宰相の僅かに期待を含んだ視線を受け、騎士は少々居心地悪そうにしながらも淀みなく答える。

「我々の質問にも動じず、鋭い指摘をしてくる娘がいたのです。『冷遇が国の意思と見られる場合がある』と。王太子妃様の予算のことを言い出したのも彼女です。もしや間者かと疑い、かの国に問い合わせたのですがどこにも不審な点はなく」

「その娘が王太子妃本人という可能性は？」

　期待の滲む声に騎士は残念そうに首を横に振る。

「ございません。本人ならば目立つような言動はしないでしょう。逆に王太子妃様の顔が判らぬならば関わった職人達に聞けと助言するくらいですから」

　確かに本人ならばありえない。間者にしても目を付けられるような真似はすまい。

「だが、問い合わせる程度には疑ったのだろう？」

「はい。イルフェナの返答によれば彼女は魔術師であり宮廷医師の弟子だそうです。指摘されたことに関しても国の内情に全くの無知でなければ気付くのが当然かと思われます」

「そうか……」

　気落ちした声で宰相は会話を終わらせる。疲れた表情に更に疲労の影が濃くなったようであった。

　魔術師であるならば賢い娘なのだろう。しかもイルフェナという実力者の国において。しいて言うなら疑われるような指摘をたやすく口にすることに幼さというか未熟さを感じる。

　もっともそれが彼女自身が王太子妃様でも間者でもないことの証明になったのだが。

　外交でイルフェナと関わった者ならば、そんな未熟者を手駒として使うなど『ありえない』と言い切るだろう。自分もかつて所詮貴族出身の『お飾りの騎士』だと甘く見て、返り討ちにあった苦い記憶がある。

　身分よりも実力が全て――あの国はそういう国だ。

　そう結論付けたのは騎士だけでなく宰相も同じだったらしい。期待したのか溜息を吐いて緩く首を振った。

「拙いな……」

　それまで黙って聞いていた王が漏らした言葉に宰相は怪訝そうな表情になる。それには構わず、王は騎士に問い掛けた。

「その娘の話を聞いていた周囲の者達はどんな様子だった？」

「は？　それは……興味深げに聞いていたと思いますが」

　思い出すように首を傾げながらも答える騎士。その返答に王は顔を険しくさせた。

「その者達が大人しく口を噤むと思うのか？」

「あ……！」

　王の指摘に誰もが顔色を悪くする。それはそうだ、ただでさえ夢が噂になり、人々の関心が王太子妃様の冷遇の真偽に向いている。そんな状況で新たな火種とも言うべき可能性を知ればどうなるか。

　民はより不安に駆られ城に疑惑の目を向けるだろう。

　いくら『王太子様の後宮に介入できない』と言ってもどこまで信じるだろうか。

　それ以上に明確な断罪を求め、最悪の場合、暴動が起きる。

　騎士は顔を青褪めさせたまま、強こわ張ばった口を動かす。それは己が失態の大きさを知ったからだろうか。

「あの娘は……それを狙っていた、のでしょうか」

「それは判らん。だが、イルフェナが自ら仕掛けることはないだろうから可能性としては低かろうな」

　王は首を横に振る。だが、その表情に安堵はない。

「では……」

「その可能性に気付かなかったお前達の失態であり、この一年、あれに好き勝手をさせてきた我々の落ち度だ」

　王の言葉、その後悔。思わずその場にいた者達は誰もが顔を俯かせた。

　そうだ、その娘は切っ掛けでしかない。今気付くか後々気付くかの差でしかないだろう。いずれ誰かが辿り付く可能性なのだから。

　全ては……『伝統を理由に全く動かなかったこちらの咎』。防げたにも拘わらず防がなかった我々の罪を、他者に押し付けるような愚か者にはなりたくはなかった。

　誰もが沈黙し顔を俯かせるのは立場は違えど自身の不甲斐なさゆえ。私もその一人として、深く後悔している。

『何故、咎められようとも王太子妃様の状況を確認しなかったのか』と。

　少なくとも公になることだけは避けられたに違いない。

「姫を探すことは最優先だが、民の不安を煽らぬよう注意せよ。必要以上に旅人を疑ってもならぬ」

「陛下、それでは他国に現状を知られることになりますが」

　意外な言葉に誰かが声を上げる。視線が集中する中、王は威厳を持って我々に言い切った。

「ここまで騒ぎになった以上は隠し通すことはできん！　下手に拘束すれば付け込まれる隙を作ることになろう。それに……『誠意ある行動』をすることが先ではないか？」

　苦いものを多分に含んだ王の言葉に誰も言葉を返すことはできない。『誠意ある行動』とは事を起こした者達への断罪だ。当然、それには王太子殿下も含まれている。

　あれほどのことを起こした自分勝手な王族を民が次期国王と認めるだろうか。

　何より王妃様もただでは済むまい。正妃の生んだ第一王子という肩書きが、あの方を傲ごう慢まんにした一因でもあるのだから。

「姫の捜索はこれまでどおりに。ルーカスを連れて参れ」

　そう告げた王の表情は父親である以上に一国を担う者のそれであった。その表情に密かに安堵する自分を自覚し目を伏せる。

　例えどれほど殿下が言い訳をしようとも……王が親子の情に流されることはないのだろう。







　――深い後悔と罪悪感。そんな物に囚われていたからこそ私は……いや、私達は気付かなかった。

　王太子妃様の逃亡という情報が『内部から民にもたらされた』ということに。

　……『敵』が『王太子妃様の逃亡を手助けした者だけではない』という可能性に。

　キヴェラがこれまでしてきたことへの復讐の炎が、未だ燻くすぶり続けているということに。

　奪われたことがないからこそ、その恨みも屈辱も理解できなかったのだ。いや、月日が経てば薄れゆくものだと勝手に思っていた。

　自分自身が国に尽くし、王に仕えることを誇らしく思う立場でありながら。




　　※※※※※※※※※




「旅券を提示してくれ……よし、行っていいぞ」

　町を出て行く旅人達の旅券を確認しつつ、目当ての人物がいないか目を光らせる騎士達。大変ですねー、お仕事頑張って。

　すぐ近くにいるのに気付かない君らには同情はしないけどな。当然、社交辞令です。

「やっぱり滞在を切り上げた奴らが多いな」

「それは仕方ないと思うよ、ビル。封鎖されても困るし」

「確かに」

　ビルさん達もすぐ近くで言葉を交わしている。当然というか、やはり他国の者達は滞在を切り上げる選択をした者達が大半だった。

　さすがに夢だけでなく騎士達が走り回る状況になってくると、危機感が増したのか旅立つ人続出。

　私達が滞在していた宿でも大半が今日明日にでも街を出て行くはずだ。

「つーかね、一人くらい『何故、王太子妃様が堂々と街中に!?』とか言ってもいいと思わない？」

　わざと騎士に聞こえるように言ってから髪を摘んでみせる。いかにも残念そう・不満そうに言う私に、商人さん達だけでなくビルさん達までもが生温かい視線を向けた。

　商人の一人が私の肩をがしっと掴む。

「嬢ちゃん。姫ってのはな、気品に溢れてるもんだろ？　お前のどこにそれがある？」

「嬢ちゃん……騎士様達も大変なんだからな？　冗談もほどほどにしとけ」

　半ば真剣に語りかける商人さん達。周囲も同意するように頷いている。

「えー……酷いですよ、小父さん達」

「ミヅキ、お前本っ当に賢さが残念な方に向いてる奴だよな」

「ビル、言い過ぎ」

「奢ってやると言ったら迷わず酒を頼む奴だぞ？　これは。下手したら不敬罪だろうが」

　あら、中々に酷い言われようですねー……騎士様達よ、何故そこで視線を逸らす？

　王太子妃と認めたくも疑いたくもありませんか、そうですか。

　これでもゼブレストでは『血塗れ姫』と呼ばれているんですが。

　……。

　容赦なしという意味だけど。粛清王の協力者的な渾名だからね、あれは。

　まあ、ここ数日一緒に過ごした面々には私の性格は知られている。確かに私じゃ一年も大人しくしてるなんて真似はしませんとも。

　私が姫なら嫁いだ数日後には報復が開始され、王太子と殺り合ってるだろうね！

　それは別にしても一応私も年頃の乙女なのだが。扱いが微妙に酷くないかい、皆さん？

　同じ宿だった人達も納得と言わんばかりに頷くのやめてくださいな。

　ああ、騎士様達までもが可哀相な子を見る目で私を見ている感がひしひしと！

「でもさ、本当にどうするんだろうね？　私達はイルフェナに戻るからあまり関係ないけど」

　ちら、と後ろを振り返りつつ町を後にする。

　町を出てしまえば自分の目的地方面の転移法陣を目指すので目指す方向はそれぞれ違う。ビルさん達ともここでお別れだ。

「俺達もアルベルダ方面だからなぁ……コルベラに向かう連中は止められるかもな」

「うっわ、迷惑！」

「そう言うな、必死なんだからさ。お前も小父さん達の言うことを聞くんだぞ？　問題児！」

　荷物を背負い直しビルさんがくしゃりと私の頭を撫でる。何だかんだでお兄ちゃんな二人には構ってもらいました。ありがとね。

　でも、ごめんなさい。今回のことを仕組んだのはほぼ私です。

　酒場であれだけ目立てば絶対にイルフェナに問い合わせが行くだろうと予想しての茶番は大成功。

　旅券を見せれば『ああ、この子ね』的な視線と共に容疑者から除外。一応暫くは見られているけど、会話をした途端に溜息を吐かれること多数。何故だ。

　ついでに言うなら私が口にしたことは盛大に広まった。酔っ払いと町の住人による情報網を嘗めてはいけない。人の好奇心までは規制できまい。

　まあ、本命もしっかり騙されてくれたみたいだが。

　町の住人達の王への評価は高い。いや、民の評価だけではなく他国からも警戒される人物が現在の王なのだ。私が警戒すべきは彼。

　下手に動いても誤魔化されてはくれないだろうと予想して『その賢さを利用した策』を仕掛けさせてもらった。

　賢王ならば私個人よりも『私が酒場で口にしたことがもたらす影響』を気にするだろう。足元を危うくしたまま、王太子妃の捜索を強行するような真似はすまい。

　それを証拠に騎士達は住民の不安を煽るような行動は避けているようだ。民に質問を投げかけられれば声を荒げることなく対処している。その落ち着いた姿に住民も不安を収めているみたい。

　暴動を抑える手段としては的確だね。噂に踊らされる人が出るのを防ぐ方向にしたのか。

　力で噂を無理に抑え込めば逆効果。兵の焦りも当然不安を煽ることになる。現状は『王太子妃の逃亡は事実だがすでに対処していますよ』といった所だろうか。

　中々やりますねー、さすが大国！

　この分だと王太子含む冷遇に荷担した連中も見せしめのように断罪される可能性が高い。

　私に関しても酒場での接触以上のことはしてきていないことが王の判断と思われる。

　一般的とは言いがたい可能性を口にした人物に不審な点でも在れば拘束されるだろうが、イルフェナに問い合わせても旅券情報そのままなのだ。不当な拘束などしようものならイルフェナが介入してくると理解できているのだろう。

　他国から見たイルフェナの印象も重要だ。これまでの歴史が国の在り方を証明している。

　更に言うなら、何らかの形で関わっているなら『自分が不利になるようなことは口にしない』。




　戦に興味のない国　＋　いまいち頭の足りない身元のしっかりしたお子様




　結果として『こいつだけは違うな、あまりにも平然とし過ぎている』という認識になるのだ。何せ敵になるのはキヴェラという大国。幾ら何でも未熟な共犯者を送り込むことは考えにくい。

　個人的な行動だとしても故郷さえ敵になる可能性があるのだ、無謀過ぎる。

『イルフェナならばもっと優れた人物を送り込むだろう』

『間者にしてはあまりにも目立つ言動が多過ぎる』

『魔術師ならば髪や瞳の色を変えることくらい思いつくはずだ』

　完璧過ぎれば疑われることこの上ないが、未熟な面を前面に出すことによって逆に容疑者から外れるのだ。上層部が有能だからこそ、思いつく様々な可能性を想定した上で逆方向を演じる。

　ビルさん達とのやりとりも重要だ。必要以上に幼く見えれば『魔術師でも未熟』という印象を騎士達に抱かせる事ができるのだから。

　それに堂々と出て行く逃亡者など普通ではありえないのだよ。そういった思い込みも私達には有利に働く。

　逃亡者は怯えたり隠れたりするものであって、騎士の前で漫才紛いのやりとりをするものじゃない。普通はそんな余裕なんてあるはずないのだ。

　天才・奇才・変人の産地を嘗めんなよ？

　世の中には上には上どころか想定外な動きをする存在が居るんだからな？

　寧ろ王が無能か小心者だったならば逆に疑われただろう。聡いからこそ私の策に引っ掛かってくれたのだから。

　そんなわけで私達は無事に王都を脱出したのだった。




　　※※※※※※※※※




「こんなに簡単にいくとは思いませんでしたわ」

　エマが感心半分呆れ半分に言うのもごもっとも。セシルも頷いていることから同じ心境なのだろう。

　今は馬車の中なので今回のことを話したところで問題はない。

「適切な対処を取れる人達が国の上層部にいたからだよ」

「何？」

「ああいった事態が起きた場合に取るべき行動や疑われる要素って限られてるでしょ？　優先順位をつけられる人ならば今回の対応は正解だと思うよ？」

　怪訝そうな二人に「一応説明するね」と前置きして私は指を折る。

「まず『民の不安を煽らない』。暴動が起きれば姫の捜索どころじゃないし内部から崩れる可能性もある。キヴェラって国内でも差があるもの、火種が燻っている可能性は高い」

　表に出ないだけで納得していない人々はいるだろう。何せ広い領土は侵略行為の賜物だ。

　二人が頷いたのを確認してもう一本指を折る。

「次に『他国に付け入る隙を与えない』。商人や旅人が運ぶのは情報、不当な拘束をして抗議されれば事情説明をしなきゃならない」

「抑え込むことはできないか？　相手はキヴェラだぞ？」

　セシルが疑問の声を上げた。エマも同じように思ったらしく、頷いている。

　セシルの意見も正しい。だが、問題は『旅人』という括りにある。

「一国だけならね。でもあそこにどれだけの国の人間が滞在していた？　他国の人間という括りならばかなりの国からの抗議は必至。拘束されなくても、いずれその可能性があるなら結束するんじゃない？」

　栄えている町だからこそ商人や旅人は多い。

　幾ら何でも滞在していた人達全ての国を敵に回すほど馬鹿じゃないだろう。

「それに旅人から今回の情報が他国にもたらされるなら『焦りを見せず冷静に対処する姿』を見せつけることも重要だと思うよ？　こんなことがあっても落ち着いていられる国ってあまりないもの。隠された情報、もしくは手段があると見るでしょうね」

　実際にあるかは不明だが、そういった余裕を見せることで介入を控える国もあると考えるべきだろう。キヴェラ王が恐れられているからこそ、そう見られるとも言う。

　これは私が使った『思い込みを利用する』という手と同じ。余裕のある姿が逆に相手に警戒心を抱かせるのだ。

　私の場合は『実力者の国ならばあんな未熟者を間者に使わない』という周囲の認識。

　キヴェラの場合は『国を揺るがす事態にも拘わらず落ち着いており、すでに事態を掌しょう握あく済みではないか』という、これまでの評価からくる可能性。

　どちらも無視すると仕掛けた場合のリスクが高いので、保守的な方向に考えがちだ。

「最後に私について。イルフェナの間者にしては粗があり過ぎる言動よね？　『わざとそういった姿を見せている』か『本当に未熟で無関係』か。キヴェラを敵にするということが前提ならば後者ととるでしょう？　わざわざ疑いを持たせる利点がないもの」

　はっとしたような顔をした後、思案顔になるセシルとエマ。

「まあ……それはそうだな」

「イルフェナがキヴェラに仕掛けるということも考えられませんが、それにしても腕の良い間者を送り込むと考えるのが妥当ですわね」

「だから上手くいったのよ。今回は深く考えたことが裏目に出たというべきでしょう」

　そう纏めると商人さん達は複雑そうな視線を向けてきた。

「賢いのに……能力だけなら本当に十分なのに……！」

「何故、性格が残念過ぎるんだ。方向性さえ間違わなきゃ有望株なんだがな……」

　残念がっているのか貶しているのか判らない商人さん達に私は胸を張って言い切った。

「性格の悪さがキヴェラ王を上回っただけだと思います。向こうは国を最優先に考えなきゃならないけど、私は奴らを陥れたい！」

　途端に呆れた視線が私に集中する。

「ああ……お前、ぶち壊したいだけだもんな」

「近々もう一件困ったことが起きる予定です。大変だよねぇ、国を守るって」

「追い討ちか。まだやる気なのかい、嬢ちゃんや」

「悪魔だ、悪魔がここに居る……」

　鬼畜と評判です。でも個人的には反省どころか全然悪いと思ってないよ、だって最終的にもたらされる結果に不満はないもの！

　今回ばかりは魔王様も呆れを通り越して頭を抱えてましたが、何か？

　商人さん達もいい加減色々と諦めようよ、楽しく生きようぜ？

「ところで。何故ここまでやるんだ？　彼らを見る限りもっと穏便な策をとる予定だったようだが」

　商人さん達に同情を滲ませつつ尋ねてくるセシルに私は笑顔で答えを返す。

「個人的に王太子大嫌い。次点で王も嫌い」

「そ……そうか」

「まあ、私もです。ミヅキの気持ち、よく判りますわ！」

　さらっと言い切った中に深い恨みを感じ取り、顔を引き攣らせるセシル。逆にエマはうんうんと頷き、私の言葉に賛同してくれた。

　判ってくれるか、エマ。そうだよねー、大事に思う主を格下扱いされ続けた君なら理解できるよね。思わず手を取り合い微笑み合っちゃうぞ、同志よ！

　魔王様とルドルフを侮辱したこと、許すまじ。

　過去イルフェナとゼブレストに攻め込んだ分も含めて恨みは深いと知りやがれ。







　　第十四話　ある砦の災難




　王都を出てからの旅は順調だった。行きと同じ道を逆に辿り、そしてイルフェナ方面とゼブレスト方面に分かれる直前の村で私達は最後の宿を取った。

　ここを出れば私達三人はゼブレストへ、商人さん達はイルフェナへ向かう。つまり姫と侍女の護衛は私一人になるという、『初めてのお使い』がスタートする。

　といっても、私の凶暴性……もとい、強さとたくましさは十分過ぎるほど証明されているのであまり心配はされていない。どちらかといえば『野放しにして大丈夫かな』という方向だ。

　商人さん達って翼の名を持つ騎士のはずだよね？　なんで『目を離したら何をするか判らない問題児の小父さん達（保護者）』と化してるのさ!?　しかも微妙に私の扱い酷くね!?

　で。

　私にとってもこの村での最後の夜はとっても重要。正確に言うなら『ある目的』があるから。

　酒場で食事しつつ、他の商人さん達と和んだ後は宿の部屋に集まって今後の確認。

　そんな中、私は一人でお出かけです。私とゴードン先生の共同作業、いってみようかぁっ！




「じゃあ、そろそろ行くね！」

　長めの黒いローブを羽織り嬉々として荷物の点検を終えた私は居残りな人々に声をかける。

　現在地は転移法陣を越えた場所にある国境付近の村、その宿屋の一室。王都の近くの転移法陣から移動したこの村に一泊、その後イルフェナとゼブレストの国境を目指すというのが一般的。ここはゼブレストの最寄り村なのでイルフェナへはもう少し距離がある。

　ま、時間がかかるもんね。それでも転移法陣が使える分、かなり短縮されている。

　行きも国境越え（両国で身分証明の確認）→転移法陣（更に確認）→王都まで馬車、という非常に面倒な過程なのだが、暗殺者とかを防ぐことを考えると仕方ないのかもしれない。それでもマシな方だし。

　ちなみに王都に近くなるほど旅券などのチェックが厳しい。一応、転移法陣の使用は『身分のしっかりした者限定』と言われているのだけど、馬鹿正直に信じないわな、そりゃ。

　妙な行動されることを警戒してか転移法陣の近くには砦が設置されているのが普通。騒ぎを起こせば滞在している兵士さんがすぐ対処に訪れる素敵な環境です。

　おかげで旅人が多くても治安が良く、村といっても寂れた印象はない。なお、目的地が分かれた建前は『ゼブレストで食材買って帰るから』。商人経由で買うと高いので、状態維持の魔法が使える魔術師――しかも趣味が料理――がいるなら納得してもらえるだろう。

　実際、料理人が個人でゼブレストを訪れることは珍しくないらしいしね。

「ミヅキ、何だか楽しそうだな？」

　呆れる商人さん達とは違いセシルは興味津々だ。どちらかと言えば参加したいというのが本音だろうか。エマも同様。この二人、あの後宮生活を自分なりに乗り切ってきただけあって精神的にたくましく好奇心が非常に強いのだ。

　連れて行けないのが実に残念！　映像は魔道具に収めてくるから帰りを楽しみにしててくれ。

　詳しいことは後で話すつもりなので、今は彼女達の追求にも楽しげに笑うばかり。

「うん、すっごく楽しみ。師弟の共同作業だし？」

「ミヅキのお師匠様というと……ゴードン医師でしたっけ？」

「そう。腕の良いお医者様ですよ」

　ついでに狸の血縁者だが。私が何をしても胃薬を必要としない、非常に大らかな人ですよ。

「嬢ちゃん、今更口出す気はないが……ゴードン先生の恥になるようなことはやってくれるなよ？」

　商人の一人も話に加わってきた。おや、商人さん達もゴードン先生のことは知ってるのか。呆れながらも釘を刺してくるってことは『犯罪の共犯者にするな』と暗に警告しているのだろう。

　勿論、私にそんな気持ちは欠片もない。

「大丈夫。何をするか先生は知ってるし、それを踏まえて共犯者になってくれました」

「……そうか」

「ええ。本人に確認してもらってもいいですよ」

　未だ複雑そうな表情だが、商人さん達はそれ以上言って来なかった。

　ええ、何を言いたいか判りますよ？　だって先生は『医者』だのもね。

『命を救う側である医者』が殺戮に関わるなど許されるはずはない。これまで築き上げてきた信頼を壊すことにしかならないのだ、世話になったことがあるなら私を止めるだろう。

　が。

　誰も殺戮なんざ望んでませんよ、寧ろ死んだら意味がねぇっ！

　大量殺人？　私達が安易に犯罪者になるとでも？

　殺すのは誰でもできる、弄ぶことが目的です!!

　師弟揃って『ざまぁ！』と嘲笑うことはあってもシリアス方向になることはない。

『頭脳は時に剣に勝まさる』……いや、『頭脳は時に剣より性質が悪い』と証明してみせますとも。

　死なせるものかよ？　生きて恐怖とその体験談を広めてもらわなきゃ困るもの。

　これ、重要。凄く重要。今後に関わる重要なイベントを『ただの犯罪』なんてものにはしない。

　ああ、騎士ズがいたら全力で止めそう。本能的な部分とこれまでの経験から『絶対にろくなことにならない』と確信される。

「ご心配なく。絶対に、そんな温ぬるい展開には、しませんから」

「そ……そうか？」

「はい」

　にこりと笑って頷く私に、何故か商人さん達は顔を引き攣らせ一歩下がった。あら、心の声が口に出てたかね？　随分と私に慣れてきたようで。

　商人さん達が一旦黙ると今度はセシルが話し掛けてくる。その表情は相変わらず楽しげだ。

「ところで、ミヅキ。どうやって砦まで行くんだ？　抜け出す姿が絶対に目撃されるぞ？」

　セシルの疑問はごもっとも。国境近くという場所柄、村の出入り口には警備の兵が立っている。

　勿論、それに対して対策を練ってありますとも。私は人差し指を上に向けた。

「上から行く」

「は？」

「まあ、空中飛行の術まで使えるのですか！」

　セシルは首を傾げ、エマは魔術的な意味で驚いたようだ。……そういえば空中浮遊は上級に該当するんだったかな？　ただし、それは『この世界の魔法において』。

　さすがですわ！　と感心するエマには悪いが、それはこの世界の魔術を基準に考えた場合だ。私の使う魔法は基本イメージと知識の産物。なので普通とはちょっと違う。

　体を浮かせる→重力軽減、飛ぶ→風を操る・『飛ぶ』というイメージによるオプションでうっすらと翼の幻影、空気抵抗→結界で対応。

　この三つの同時使用でどうにかなる。これ、逆に専門的な知識があると駄目だと思われ。『いい加減さ』と『思い込み』が重要なのだ。

　そもそもこの世界と元の世界が同じとは限らない。確認のしようがないのだから。

　酸素と水素で水、くらいの中途半端な知識だと無限に水が出せるが、『どの程度の酸素と水素を組み合わせればどのくらいの水ができる』といった細かい知識があるとその分しかできないだろう。

　時間短縮による植物育成も実際はイメージどおりに成長させるものだと推測。習う時に一度種から実をつけるまでを見せてもらったことが基準だからね……『さすが異世界！　それだけで育つのか！』という認識。種から育てて元の世界と比較しない限り私の中では『それが正しい』。

　解毒魔法や治癒魔法みたく便利な魔法を使えなくなっても困るのだ、だから先生も私の思い込みを正そうとはしない。

　その結果、自分で知識を組み合わせて似たような効果を出すという状態に落ち着いた。故に『ある意味万能』。自分の魔力量と周囲への影響を考慮しなきゃならない分、面倒とも言う。魔力を使い過ぎれば疲労で倒れるし、迂闊に火を使えば火事の危険性や焼死の可能性だってあるからね。

　私が魔法を使うならば自分で考え出せ、習うより慣れろ、を実戦しなきゃならんのだよ。詠唱が使えないから仕方ないんだけどさ。

「エマが思ってるのと違うから。確かに普通に体を浮かせて飛ぶと大変だろうね」

「はい？　何か違うのですか？」

「うーん……説明は今度ね」

　首を傾げる二人には悪いが意味不明な単語が多過ぎるだろう。ついでに言うと『同じ世界の同じ程度の知識を持つ人』しか使えない気がする。

　憶測だが、この世界の空中浮遊って術者の魔力で体を浮かせているのだと思う。重力の軽減など一切ないし常に魔力を消費し続けるから、使う魔力も通常の魔法に比べて格段に多い。

　何より空気抵抗などの『目に見えないもの』は自分なりに方法を見付けなければならないので、『制御が難しい』ということになるんじゃないかな。

「ま、いいや。じゃあ行って来ます」

「気をつけてな」

　軽く手を振って窓を開ける。窓から見た周囲は真っ暗とは言わないが、元の世界に比べると格段に暗い。月が二個あっても村では元の世界の方が明るいな。

　念のために存在を認識できなくなる魔道具を持っているから、気配を感じても人だとは思われないだろう。それ以前に人は普通飛ばない。

　窓から出て一度屋根へ、そこで目的の場所を確認する。……といってもやや遠方にそこしか明かりがないから迷子になるはずはないけどな！

　私は風のない暗闇に身を躍らせ、とりあえず目的地を目指すことにした。




　　※※※※※※※※※




　――国境付近の砦にて（隊長視点）――

　ふと違和感を感じ辺りを見回す。うっすらと出ていた霧はいつの間にか少しずつ濃くなっていくようだった。

　稀にだが霧が出ることもある。そうおかしなことでもあるまい。副官とそう結論付けたはずだが何故か違和感が拭ぬぐえないのだ。

　霧はこんなにもじっとりと重く感じるものだったろうか？

　いや、霧だけではない。何か……胸がざわざわとして警笛を鳴らす。

　兵士としてのカンなどと言ったら笑われるかもしれないが、意外と悪い予感は当たるものなのだ。

　と、その時。

　どさり、と重い音を響かせて何かが倒れた。不審に思っても視界は悪くなる一方だ、目を凝らすより動いた方が早い。音が聞こえた方に足を進めると、不意に柔らかい感触が足から伝わった。驚いて一歩引けば、音の正体が足元に倒れている。

　それは兵士だった。砦に勤める、下級の兵。

「おい、どうした！」

　……その問い掛けに応えが返されるよりも早く似たような音が響き、部下達の慌てる声が聞こえてくる。視界は相変わらず悪いまま、何が起こっているのかを知ることができない。

　何だ？　一体何が起きたというんだ!?

　疑問と恐怖に冷や汗が伝うのを感じながら、壁伝いに歩く靴先に新たに倒れた『被害者』を見つけ呆然とする。一体どれほどの兵が攻撃を受けている……いや、『何を相手にしているのか』と。

　そう思ってしまうほど、現状は不気味だったのだ。

「おい！　一体何が起きた！」

「たいちょ……からだ、が……動かな……い」

　途と切ぎれ途切れの言葉を辛かろうじて紡ぐと兵はぐったりとする。体が動かない？　……この霧か？　それとも砦を覆うほどの魔法か？

　だが、砦にも結界が張られているはず。ならば食事に入れられていたと見るべきか。現に解毒の魔道具を身に着けている自分は何ともない。間違いなく毒の類だろう。

「くそっ！」

　部下を気遣うより己の失態に歯噛みする。辺境の砦であっても『侵入を許した』という失態を見逃してくれるほど甘くはない。

『せめて侵入者を捕らえることができれば』。そんな思いに突き動かされ侵入者が目指すだろう、自分の執務室へと駆け出そうとした直後。




　ドッガァァァァン……！




　霧の中に響く何か重い物が吹き飛ばされたような音。そしてその後に続くのは。

『お邪魔しまーすっ！　さあ、イベントの始まりだよ！』

　妙に明るい、少々高めな若い男の声が霧の中から聞こえてきた。それは酷く場違いで、それゆえに不気味さを引き立てている。

　ああ、破壊されたのは門だったのか……と誰かが絶望を滲ませ呟いた気がした。




　　※※※※※※※※※




　ふふ……砦の内部は良い感じに兵が倒れてるじゃないか！

　証拠映像を残すべく記録用の魔道具を複数仕掛けながら下を見下ろし、私は口元に笑みを浮かべる。アングル上、複数の視点があった方が良かろうと魔道具を仕掛けている現在、下では数名の無事な人達が焦りを滲ませて動き回っていた。

　といっても、それはごく僅か。大半は薬の影響で立っていることもできないみたい。ま、解毒の魔道具を身に着けず霧の中にいればそうなるわな～……すまんね、エキストラになってくれ。

　大丈夫！　暫く痺しびれてその後は一日寝こけるだけだから！

　人体実験済みだから安心していいよ！

　……ああ、私は解毒作用の魔道具持ってるから効かないからね。

　砦に到着した私がまずやったのは、ひっそりと結界の一部に穴を空けることだ。そこから先生が調合した薬を霧状に撒いて暫し待つ。

　元々結界が張られていた砦を覆う形で特定の成分を通さないようにした結界を作り、その中に霧が発生している状態といえばいいだろうか。流れたら効果が薄れる。稀に霧が発生する場所なのは確認済みなので、『霧が発生する条件』とか解明されていなければ不審がられまい。

　気付かれることを警戒して一応門近辺を見ていたのだが、逃げ出す奴はいなかった。一人くらい気付けよ。もっとも……効果が出るまで建物の影に体育座りで待つ私も相当間抜けだが。




　先生、我らの腕の見せ所ですよ。映像はしっかり残しておきますからね……！




　先生、名医と言われるだけあって調合の腕が凄いのだ。『こんな感じで』と言ったら希望どおりのものを作ってくれたのである。特に麻酔や睡眠作用のあるものは使う機会が多いから得意らしい。

　調合された液体が効果そのままで霧になるのか？　という疑問は『魔法を使えばいいだろう』という一言で解消された。患者によってはそういった使い方をするんだとか。

　……そういえばゲームのトラップにもあったっけ、状態異常効果の霧。あのイメージでやればいいのか。

　そうは言っても兵士だから耐性をつける訓練をしている場合がある。不安なので魔王様公認で人体実験決行。哀れな獲物はバクスター家から献上された。そういえば騎士だったね、赤毛。

　バクスター家まで処罰しないという約束の下、事情聴取が終わったアンディ君は派遣されてきた。

　イルフェナの騎士に効くなら大丈夫だろうという言い分の下に実験を繰り返し、あっさり完成。

　ちなみにアンディ君は痺れてるか寝てるかのどちらかだったので、あまり罰にはなっていない。どちらにせよ、アンディ個人の再教育は行われるので苦難はこれからなのだが。

　今後は再教育が始まるし、今は寝ておけとばかりに放置してきたので本人の感想は聞けなかった。今度、是非聞こう。

　なお、この薬の効果は『痺れて暫く経つと眠りに落ち一日は目覚めない』というもの。襲撃の証言をしてもらわにゃ困るのだ、痺れていれば邪魔もできまい。

　犯人の特徴をしっかり見てもらわなければならないので一時的にゲーム内の姿と声に変更。今はその上から黒いフード付きローブという怪しさ炸さく裂れつな姿である。本体との身長差は私が少し浮くことでカバー。足元が見えなければいいのだ。

　今回は幻影を別の場所に出すのではなく、自分の姿を『そう見える』ようにしている。自分で幻影を纏ってボイスチェンジャーを使っているようなものだろうか。

　ただし、あくまで『そう見える・聞こえる』だけなので抱き付かれたりすると一発でバレる。ローブの中身は幻影に合わせて体があるようにしているだけなので、触れられると拙い。

　実戦経験のある兵士相手だと触れずに『実態があるもの』と『幻影』の区別がつく可能性があるらしいので、自分で纏って存在感を出すことにしたのだ。危険だけどこればかりは仕方ない。

　隊長格は解毒の魔道具も持ってそうだしね、そのあたりも気をつけなきゃならないだろう。




　そんなわけで準備万端、効果が出てきた頃を見計らい行動開始。




　霧の中、砦の門を破壊して現れた人物に倒れた兵達は恐怖を滲ませた。

　気持ちは判る。結界が張られていたはずだもの、なぜ破壊されるのか。実際には霧を閉じ込める意味でも結界は張られたままなのだ。一旦解除して新たに張っただけ。

　しかもフード付きローブを纏った表情が見えない男？　に突破されたことに加え、身動きできない状況なのだ、怖かろう。起きている奴は『見えない何か』をくらって倒されていくし。

　とりあえず明かりは幾つか破壊しておく。記録用の魔道具が仕掛けられている周辺は霧が晴れるので、後は月明かりで何とかなる。寧ろ影がはっきりできてしまう明かりが残っていると拙い。

　全ての仕掛けはこの後の演出のためなのだ。『影』と『影を作る光源』は幻影を見破られる要因になってしまうので遠慮したい。

　ああ、役者（悪役）なのに裏方作業……一人でイベントを起こすのも大変だ。

　そんなことを考えながら地道に作業していると、動ける連中が集まってきたようだ。準備はできていたので、撮影範囲を踏まえたベストポジションに移動。これで『襲撃犯と対たい峙じする砦の人々』という構図で記録されるだろう。

『初めまして、キヴェラの犬ども？　我らの調合した毒の効き目はいかがかな？』

　わざと煽るような言い方をすると目に見えて兵士の瞳に恐怖が宿る。ただ、騒動を聞きつけてやってきた人物達は目を眇めただけだった。微妙に恐れてはいるようだが。

「貴様は何者だ。魔術師か？」

『あはは！　まず聞くのがそれなんだ？　倒れた部下を心配しなくて良いのかい？』

　毒だと言っただろう……そう続ければ男は口元を歪めて暗く笑う。

「代わりはいくらでもいるんでね。しかもたやすく侵入を許した役立たずだ、気にする必要があるとでも？」

『おやおや、捨て駒としか思ってないんだね。可哀相に』

　私の挑発に隊長らしき男は平然と部下を切り捨てる言葉を口にする。一応まだ聞こえてるはずだけどなぁ？　ああ、隊長（予想）を頑張って睨み付けてる人もいるし。

「で？　貴様は何者だ」

『……私達は復讐者だよ』

「私『達』だと？」

　一人しか姿を見せていないことに疑問を抱いたのか、男は周囲に視線を廻らせる。

　私は彼の言葉には応えずフードに手をかけ、一気に顔を晒した。故意に吹かせた風が霧を一瞬退け、幻影の髪と顔が露になる。

　薄暗い中、月明かりに照らされ流れる『銀髪』、瞳の色は『緑』。女のような顔立ちでも声から『男』だと判る、得体の知れない人物。

　彼らから見た印象はこんな感じだろう。ただし印象を変える魔道具の効果で、『顔』は正しく認識できない。記憶に残すのは髪とか目の色程度、あとは性別。顔の造形じゃなくインパクト重視で覚えてもらいたいのだ。

　……そこで『薄暗いのに瞳の色まではっきり見えるんだ？』などと突っ込んではいけない。私も思うがそこは大人の事情だ。ぶっちゃけると月明かりにやや光を足したスポットライト状態――今まで霧で覆っていただけである――なのだが、場の雰囲気と勢いで流してくれ、兵士達よ。

　いいか、わざわざ演出してるんだからしっかり覚えておけ？

　都合よく風なんて吹くわけないだろ？　呆けてる場合じゃねえぞ？

『月明かりに照らされた顔は云々』といったありがちイベントですよ、顔の出来には突っ込むな！

　しかも『復讐者』は複数設定なのだ。だから当然――




　ザシュッ




　微かな音と風が彼らの間をすり抜ける。咄嗟に反応できず、男達は一瞬呆けた顔をし――

「え、う……うわぁぁぁぁっっ!?」

「おい、どうし……!?」

　突如起こった攻撃に叫び声を上げた。毒が効かない兵士達の腕や足が次々と切りつけられて血を滴したたらせてゆく。その光景に被害を受けた大半の者が驚愕し、次の瞬間には苦痛に顔を歪めていった。

　そんな騒ぎの中、私は魔石の魔力を辿り解毒作用の魔道具を破壊していく。これで彼らもそのうち立っていられなくなるだろう。

　音も無く彼等を切りつけた人物は両手に短剣を構えた少年。ちらりと敵に視線を送ると霧の中に消えていく。勿論これも幻影、ゲーム内での記憶だったり、ついでに言うと兵達の傷は浅い。

　襲撃者の気配がしないのは当たり前、風刀で切りつけたのは私だもん。これは無詠唱だからこそできる技であり、無詠唱を知らなければ幻影の人物が攻撃したと思うのが普通。

　実際は幻影がいかにも『切りつけました』な動きをしていただけなので、攻撃ができるはずもない。単に攻撃を合わせただけだったりする。これが通常の幻影なんだよね、単なる記憶の再現だ。

　よく見ればおかしいことに気付くだろうが、霧の効果もあって今の彼等には無理だろう。そして私の周囲にも霧に隠れるように、複数の幻影を出現させておく。

　気配はないのに聞こえてくるクスクスという笑い声、腕を組んで立つ男、優雅に微笑む美女……全部ゲーム内の仲間達の幻影だ。実在してるわけじゃないからお尋ね者になっても問題なし。

　割と派手な外見の連中を選んだから別人が拘束されることもなかろう。そしてそんな幻影に本気で恐怖を覚えているのが、砦の人々なわけでして。

『油断し過ぎだよ？　私は「私達」って言ったじゃないか』

「く……貴様ら……」

　毒が効いてきたのか頭が回らなくなってきたらしい。『切った奴に影がないだろ』『一体どこに居た!?』『何でお前しか喋らんの？』といった当たり前の疑問は綺麗に頭から抜け落ちているようだ。

　辛うじて立っていた全員が膝を付き、体が徐々に倒れてゆく。その表情は苦痛であったり恐怖であったりと、実に忙しなかった。

　ああ、悪役街道まっしぐらな私……！　倒れてる兵の中に正義に燃える主人公タイプがいればなお良かったのに。

『恨まれている自覚があるだろう？　どうして報復する機会を窺っていると思わないかな？　……王都で面白いことが起きたみたいだから便乗したんだよ。私達にも参加する権利があるだろう？』

「王都……？」

　意味が判らなかったのか、どこかぼんやりとした表情で倒れていた一人が聞き返す。

『知らない振りかい？　王太子妃が逃げたそうじゃないか』

「「な!?」」

　その表情に私は僅かに目を眇めた。多くの兵が驚愕の表情を浮かべているところを見ると、こちらまで情報が伝わっていないらしい。

　……いや、顔色を変えている隊長格は知っているっぽいな。通達されたばかりで兵にまで情報が行き渡っていないか、王太子妃という立場を隠しているのか。

　それとも今はコルベラ方面や主要な町が重点的に探されているとみるべきか。まあ、転移法陣が使えなければ、潜伏先どころか移動範囲は狭いのだけど。

『それにしても簡単過ぎる。……興きょう醒ざめだね』

　わざとらしく溜息を吐くと困惑が怒りに変わった。……そうそう、あと少し意識を保てよ？

　ちらり、と視線を怒りを滲ませた隊長格に向ける。彼が一番踊ってくれそうだ。

『私達の復讐ってね、君達みたいな雑ざ魚こで満足できる程度じゃないんだ。他を狙った方が楽しめるのかな』

　更に煽るような言葉を吐けば、彼は動かぬ体でますます睨みつけてきた。

「馬鹿に、する、のも……いいかげん……っに」

『事実だろう？　たやすく侵入されて手も足も出ない役立たず』

　その言葉に彼は悔しげな顔をするばかり。……ある意味事実なのだ、否定する言葉は見付からないらしい。そして私が口にした理由はそんなものではなく。

　さっきの君の言葉、そのまま君自身にお返しするよ――笑みを浮かべながらそう告げると、男は必死に睨みつけ立ち上がろうとした。動かぬ体で足掻き、けれど力が入らず結局は倒れ込んでしまう。体を震わせるのは恐怖か、それとも屈辱か。

　無理すんな？　寝転がっててもいいぞー、妥協して君に重要なポジションやってもらうからな？

　内心、彼の根性に拍手喝かっ采さいしつつも、纏った幻影の表情は楽しげなまま。それも彼の怒りを煽ることになっているのだろう。

『これ以上ここにいても無駄だね。……ああ、これくらいはやっておこうか』

　そう言って片手を頭上に上げると、魔力の影響を受けたローブと髪がふわりと舞った。そして勢いよく振り下ろした直後、強い光と盛大な音と共に砦に亀裂が入る。男達は咄嗟に目を閉じやり過ごそうとしたようだが、それでも耳までは塞げない。

　光と音と振動、そして砦に付けられた人の力では成し得ぬほどの亀裂。それらから単純に連想されるものは――落雷。

　それまで何とか強気でいた者達でさえ、目まの当たりにした光景に絶句し怯え始める。

『だから言っただろう？　「簡単過ぎる」って』

　にやりと笑い背を向ける。未だ硬直したままの人々はショックからか、私以外が消えたことも落雷の不自然さにも気付かず呆然としたまま。

　種明かしすると『目も眩くらむほどの光』と『落雷の音』を同時に再現して砦の一部を割っただけ。リアル落雷だったらこんなものじゃ済まないって！
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　単に襲撃が夢ではなかった証拠として亀裂を残しておくだけなので、本物の落雷にする必要はなし。そもそも目で認識できるほど近くに居るなら危険じゃないか。気付かないままでいておくれ。

　さて、最後の仕上げといきますか！

　いかにも『偶然落としました・気付いてません』的な状況を装い、折り畳まれた紙を風に乗せて隊長らしき男の元へ送る。

　男は必死にそれを握り締め、そのまま力尽きたように倒れ込んだ。

　よし、離すなよ？　起きたらそれ持って中央に相談しろよ？

　意識はあるのに体は動かない、しかも徐々に眠りに落ちる毒。暫く様子を見て全員が完全に眠ったのを確認し、イベントは終わりを迎える。後は使った物を回収して任務完了だ。

　念のために一度戻って彼がちゃんと握り締めているか確認、その後は結界を通常のものに張り直し退場。霧は集めて液体に戻し、解毒した上でその辺に破棄。証拠隠いん滅めつです。

　ふ……これこそ今回最大の罠、題して『お約束どおりに事が進むとは限らない！』




　あれですよ、ゲームのオープニングとかにある『襲撃されるけど手も足も出ず敗北、だけど犯人が残していった物をヒントに追いかける』的なイベント。

『炎の中を高笑いしながら消える』という退場方法は『焼死する奴が出ないのはおかしい』『砦全体に焦げた跡を残すのが面倒』といった理由により却きゃっ下か。地味な退場方法が採用になった。

　ゲームなら主人公の旅は目覚めた所から始まるね。似たような展開の度に思うが、そんなヤバイ奴をレベル一桁の主人公に追わせる王とか上司は鬼だと思う。

　……話を戻して。

　実は折り畳まれている紙は一枚ではない。重ねて二枚あるのだよ。

　紙に描かれているのはキヴェラの地図。ただし、キヴェラが周囲の国を制圧する前の物と現在の物。そして現在の地図には何箇所か赤で印が付けられ、その一箇所がこの砦だったりする。

　これを見た奴はこう思うだろう……『他にも狙われる砦がある、奴らはそこに現れる』と！

　昔の地図と復讐者という言葉から『犯人は滅ぼされた国の人間』だと思うよね？

　複数の復讐者から『組織的犯行』を疑うよね？

　砦の状態から『強力な魔術師か魔導師がいる』と判断するよね？

『奴らが王太子妃を匿っているかも』と疑ってくれれば最高だ！　協力者の可能性が出た分、王太子妃の居場所が国内・国外どちらか不明になってくる。

　普通に考えるなら王太子妃って重要な駒になるしね、逃がすより捕獲して利用すると考えるのが妥当。それに国を守ることを優先するなら、王太子妃の追っ手に有能な人物や魔術師を使うことは控えるだろう。

　紅の英雄に魔術師を殺されているのだ、数はそこまで居まい。そして対復讐者が魔法勝負になった場合を考え、魔法が使える者は国の防衛に駆り出される。

　結果として私達が有利に逃亡生活を送れるのだ、魔術師が居ないだけでもかなり違う。

　追っ手を嘗めるなと言われ続けた今回の任務、ならば追っ手の数と質を落とせば問題なし！

『国の警備』『復讐者への警戒』『国内での王太子妃捜索』『国外逃亡した場合の追っ手』。戦力を分散させていることに加えて他国では大っぴらに行動できないから私達でも逃げきれる可能性大。

　先生、私は見事遣り遂げてみせましたよ！

　師弟二人で砦を一個無力化なんて土産話としても最適です！

　……一つ一つの行動は地味な上、魔術師レベルの魔法を複数使用しているだけなんだけどさ。

　一番派手なのは門ぶち破りと砦の亀裂。薬の後遺症もないから人の被害は切り傷だけ。実は魔術師が数名いれば十分可能な宴会芸だったりする。

　下準備頑張った！　裏工作頑張った！　悪役っぽく演技してみた！　程度なのだ、マジで。

　魔道具使うか魔術師が数人いれば十分可能なこの騒動、どうにもならないのが先生の薬。一人でやるから色々と忙しかったのであって、役割分担するなら難しいことはないのだ。

　一人で演出・裏方・役者をこなした私は魔王様達に呆れられること請け合い。でも一番笑いを取るのはキヴェラだ、それは間違いない。




　だって、この後のことは全然考えてないもん。待ち構えてても誰も行かないよ？




　先生との共同作業のため、追っ手の数を減らすためという目的なのでイベントはこれで終了。散々コケにしておいて申し訳ないけど続きはないよ、ゲームじゃないもの。

　だから握り締めた紙に霧の影響が出てない謎とか粗は結構ある。普通、文字が滲んだり紙がへたる可能性あるよな……あれは防水加工してあるけど。

　捨て駒発言によって兵士を退役する人続出、腹立ち紛れに今回の騒動を人々に広めてくれれば更に増える……となってくれれば楽しいけどそこまでは望むまい。

　これはあくまで限定イベント。目的が達成されただけでも良しとしておこう。

　そして行きと同じ方法で帰った私を待っていたのは、目を輝かせたセシル達の『何をやったか教えてくれ！』という催さい促そくだった。

　セシル達って何でも娯楽方向に考えるようにできてるからあの後宮でも平気だったのね……。







　　第十五話　キヴェラ混乱の元凶、去る




　砦イベントを無事に達成後、私は一旦部屋に籠もって映像編集作業に勤いそしんだ。……セシル達が期待に満ちた目で待ってるんだもの、やらざるを得まい。

　そんなわけで、早速上映会をしてみたり。

「……これにて上映会を終了いたします」

　私の言葉にセシルとエマは惜しみない拍手を送り口々に絶賛している。イベントの詳細を聞きたがる二人に少し待ってもらって映像編集した甲斐があるというものだ。

「実に面白い！　参加できなかったのが悔やまれるな」

「本当ですわ。ミヅキ、次は置いて行かないでくださいませ！」

　心の底から楽しそうな二人。明らかに娯楽扱いだ。なお、部屋にいる人達が見ていたのは例のイベントの証拠映像である。

　自分の視点だけではイマイチ状況が理解しにくいので、騒ぎを起こす前に何箇所か仕掛けておいたのだ。兵達は霧と異常事態で混乱していたので何の問題もなく仕掛けることができた。

　私達の周囲だけ妙に視界が良かったのは記録するために下準備をしておいたから。完全に霧が晴れたのは風が吹いた時だけだから基本的に薄暗いけど、それなりに確認できる。

　斜め上から（敵対状況が判る）、敵の後方から（私の行動が判る）、そして私の記憶（敵の状況が判る）。三方向からの視点切り替えで編集された映像は本当にイベントにしか見えない。すなわち娯楽。

　私が絶賛悪役だけど。

　隊長格がイマイチ主人公っぽくないけど。

　ついでに言うなら私以外の役者さん達（仮）は未だ夢の中にいらっしゃいます。

「さすがにセシル達はマズイでしょ。隠れて見るだけならともかく」

「それは理解できてるんだがな……仮面を着けてミヅキの傍に控えるとかどうだ？」

「今の私達でしたらその程度で大丈夫そうですわね」

「でも悪役だよ？　あと本来、王族って守られる立場でしょ」

「そちらの方が楽しそうじゃないか？　それに今は逃亡者だ……寡か黙もくな剣士とかどうだろう」

「向こうも善人には見えませんし、私も是非参加したいですわ！」

　和気藹あい々あいと『次は参加したい！』『じゃあ、配役どうする？』と語る私達に突っ込む奴はいなかった。二人が想像以上に乗り気なのだ、止められる雰囲気ではない。

　対して商人さん達は、かぱっ！　と口を開けたまま硬直中。

　やだなー、神殿に潜入する時も『遠足』って言ったんだから『楽しいイベント』と言えばそれ以上だと思ってくださいよ。それにこれは今後を考えれば必要なことですって！

　ただ……望んだ結果を出すための方法が私の独断と偏見に満ちているだけで。

　それに凄くね？　実質二人――実行犯は一人――で砦を落としたんだよ？　頑張ったことを褒められても良いよね!?

「あー……その、嬢ちゃん？　念のために聞くが『それ』はどこだ？」

　頭痛を耐えるかのような表情で商人の一人が聞いてきたので、素直に答える。

「あそこ」

　指差しで窓から見える遠方の明かりを示す。霧が晴れてるし明かりを全部壊したわけじゃないから、場所の確認は十分だ。

　……外で寝てるけど役者さん達は風邪とかひかないだろうか。まあ、一応兵士だし寒いわけじゃないから大丈夫だろうけど。そこまで責任持てん。

「で、この映像は……」

「判りやすいよう視点を切り替えて記録・編集してみました。詳細は手元の解説書パンフレットをご覧ください」

「いや、演劇鑑賞とかじゃないから」

「そうは言っても魔道具の映像ですから現実ですよ？　これ」

　そう言うと商人さん達は頭を抱えて黙り込んだ。つまらなかったかな？

　私の演技力もとい悪人度が足りなかったのだろうか。やはり最後の退場は華々しく『高笑いをしながら炎の中に消える』とかの方が盛り上がって良かったかもしれない。『高笑い』って悪役の定番だしな。お約束を外すべきではなかったか。

　すると何かを察したらしい商人さん達が即座に突っ込んだ。

「違うから！　嬢ちゃんが考えてることと俺達が思っていることは全く別！」

「違いましたか。じゃあ、何が不満？」

「不満はねえ。ないんだが……」

「ないんだが？」

　首を傾げて商人さん達の言葉を待つ。そして彼らは。

「「何で娯楽扱いなんだよ!?」」

　あ、ハモった。他の人達は未だ硬直中。この二人は私のお守役と化してるだけあって立ち直りが早いな。

　まあ、とりあえずその疑問に答えてあげよう。

「個人的な趣向で」

「それで砦を落とすな！　兵士を弄ぶな！」

「真面目にやったらつまらないじゃないですか！　キヴェラを嘲笑う出来事の一つなのに！」

　馬鹿正直に答えると、彼らは生温かい視線のまま解説書をぴらぴらと振る。

「……本音はそれか？　解説書には『追っ手の数を減少させ質を落とすため』って書いてあるぞ？」

「同じ結果を出すなら楽しくやりたい。死者も重傷者もいないって凄くないですか？」

「それは凄い、確かに凄い」

「だが人としては色々問題だろ？　バレた時のキヴェラの屈辱と怒りは半端ないぞ？」

「そこが重要なんじゃないですか！　私の掌で盛大に踊るがいい！」

　ぐっ、と拳を固めて高らかに言い切る私を見て商人さん達は再び言葉を失い、がっくりと頭を垂れた。

「ミヅキはすっかり悪役がお気に入りだな」

「楽しそうで何よりですわ」

　セシルとエマは微笑ましそうにコメントしている。ほら、商人さん。世の中は楽しんだ方が勝ちですよ？

　それに私だって、防音魔法がかけられていなければ即座に通報されるレベルのことを話している自覚は一応ありますとも。……反省しないだけで。




　　※※※※※※※※※




　翌朝。

　朝食後に私達はそれぞれの目的地へ旅立つ。ここからは別行動になるのだ。

　別行動になる前に渡したのは宿の厨ちゅう房ぼうを借りて作った昼食。感謝を込めた最後の手料理ですよ。イルフェナでも互いの立場的に会えるか判らんし。

　イルフェナへはもう少し距離があるけど、私達は今日中にゼブレストへ着く予定だ。……いや、昼過ぎには着くな。昨夜、夕食がてら訪れた酒場で知り合った商人さん達が馬車に乗せてくれるから。

　丁度ゼブレストへ向かう途中なんだってさ。商人の小父さん達とも顔見知りらしい。情報収集を旅の目的としているせいか彼らは結構顔が広いようだ。

　商人だから情報を集めていても不審がられないしね、諜ちょう報ほう員いんが混じってる場合も多いとみた。

　それにしても料理好きをアピールしておくために厨房を借りて作ったおつまみが移動手段に化けるとは。人生何があるか判らないね！

「じゃあお願いします。これ、本日の昼食です」

「はいよ。お、悪いな」

　ギリギリお兄さんと呼べる商人さんが笑顔で荷物を受け取り仕舞い込む。兄弟二人で家の商売を手伝っているというハンスさんは、弟のカミルさんと二人で旅をすることが多いらしい。

　彼らも王都から早々に脱出した人達なのだろう。すまんね、迷惑かけて。

　そんな私達の傍では商人さん達がお話し中。

「何かあったら遠慮なく叩いてくれ。あの黒髪の子には遠慮すんな」

「は……はたく？　おいおい、女の子相手に手を上げるってのはなぁ……」

「治癒魔法が使えるから大丈夫だ！　勇気を出さなかった果てに被害が拡大したらどうするよ!?」

「はぁ？」

　商人さん達の必死さが理解できず、首を傾げるカミルさん。

　……小父さん達、カミルさんに何を言い聞かせてるんだろうね？　やっぱり昨夜のイベントは私の危険度を一気に上げましたか。凶暴認定されましたか。

　……。

　商人さん達よ、安心するがいい。私の所属はイルフェナだ、上には上がいる。親猫もとい魔王様には概おおむね従順ですとも、後が怖ぇ。

「予想外に早く着きそうだな」

　セシルも漸くキヴェラから出られることが嬉しいのか、どことなく表情が明るい。昨夜エマは上機嫌を隠そうともせず、荷物整理してたもんな。

　ゼブレストに着けば転移法陣で速攻イルフェナ行きだ、もう少し頑張っておくれ。きっと狸……いや、レックバリ侯爵が今か今かと待ち構えているはず。

　多分、私はそのまま魔王様と愉快な仲間達の待つ騎士寮へ連行されるけどさ。砦イベントは先生以外知らなかったからね～……説教が簡単に終わるよう祈っててくれ。

　そんなことを思いつつ、砦の方を振り返る。きっと砦の住人達は未だ夢の中だろう。私達は彼らが騒ぎ出さないうちに国境を越えるのだ。

　――さあ、互いの存在を賭けたゲームを始めましょ？

　ひっそりと大国に、キヴェラの王太子に、何よりキヴェラ王に宣戦布告。私達の旅はここから始まるのだから。




　　※※※※※※※※※




　（キヴェラ王太子ルーカスの独白）

　私は生まれながらに王となることを定められていた。それ以外の選択肢など与えられない……否いな、許されない。

　なんて重い鎖なのだろうと思ったことは数知れず。

　努力しても周囲の望む結果でなければ落胆され。

　私はいつしか……誰より国に隷れい属ぞくする未来に恐怖を覚えるようになった。このまま誰かと比べられながら一生を過ごし、誰よりも不自由な人生に意味はあるのかと。

　そう考えれば苦く言げんを呈ていしてくる者達の言葉も素直に受け取れなくなっていった。彼らの言葉は正しいのだろう、『私より優秀』なのだから。

　周囲の失望も当然なのだろう、『私は出来損ない』なのだから！

　慰める声に縋って生きる日々は惨めで情けなかった。だが、その時だけは私の弱さを許された気がしていたのだ。

　そんな時に出会ったのがエレーナ。

『王太子様は立派に努めてらっしゃいますわ』

『誰かと比べるなど恐れ多いことでございますのに』

　綺麗な声で囁ささやかれる言葉は誰より私を認めるものだった。彼女にとって私は『頼るべき存在』であり、蔑み失望する対象ではなかったのだ！

　だが、彼女の生まれが私の傍に在ることを許さない。生まれはどうにもならぬというのに、誰もが彼女を遠ざけるべきだと言った。

　手放せるわけがない、彼女は私が私であるために必要な存在なのだから！

　見上げてくる瞳も、寄り添ってくる姿も、私に向けられる微笑も。全てが私の心を落ち着かせる……今の私であることを許す。

　だから彼女以外との婚姻など冗談ではなかった。コルベラという小国だろうと王族であることには変わりない、その姫がエレーナよりも優遇されることなど判りきっていた。

　何より……婚姻の際にちらりと見えた、あの瞳。

　あれは王族の瞳だった。何物にも脅かされぬ誇りと血による義務を当然と考える、父王によく似た厳しい眼差し。

　視線が合わなかったのは幸いだったのだろう。私はその瞳に怯えと憤いきどおりと……自身の不甲斐なさを思い出してしまうだろうから。

　だから徹底的に避けた。制約があるのだ、あの女に意見などさせはしない。

　冷遇とて女同士ならばよくあることだろう。正妃だからと苦言を呈してくる配下達の言葉は、ますます私にあの女を憎ませた。

　正妃だから。王族だから。

　エレーナは生まれのせいで私の妻になれぬというのに、あの女は何もせずとも認められるというのか。それはかつての私を思い起こさせた。

　努力しても認められず、他国の王族と比べられる日々。

　どれほど私に寄り添おうとも妻になれぬエレーナ。

　私は、私だけはエレーナの手を離すわけにはいかない、そう強く思った。それは私の言動の節々に現れ、周囲の者達に誰が優遇されるべきかを伝えていく。

　冷遇？　あの女には父上がついているじゃないか。私が気にかける必要などないだろう。

　エレーナに子さえできれば後ろ盾だてを作ってやることもできる。そうすれば正妃だろうともエレーナに逆らうことなどできまい。

　私達は幸せな夫婦となるのだ。そのためにはどんなことでもしてみせよう。

　そう、思っていたのに。

『王太子妃様が侍女と共に姿を消しました！』

　その報告と共に父王より差し向けられた者達がこれまでの暮らしを暴いてゆく。それは私が思うより随分と酷いもので……さすがに青褪めた。

　王族に対する扱いではないと誰もが言う。その責任は私にあるのだと。

　侍女達が勝手にしたことが私どころかエレーナの罪になっていく。

『己が後宮さえ満足に管理できぬか』

　失望を隠そうともしない声に苛立ちが募つのり、けれどもたらされた事実に言葉を呑み込む。

　今はエレーナと会うこともできず、ヴァージルも傍にはいない。

「あの女が来なければ良かったのに」

　思わず口を突いて出た言葉は、逃げた王太子妃へのものだ。彼女とて望んだ婚姻ではないだろうが、どこまでも私の邪魔にしかならぬ立場であるゆえに苛立ちが募る。

　思い出すのはあの厳しい眼差し。後宮で冷遇されながらも、泣き言一つ言わぬ淡々とした態度。

　小国の王女にすら侮られたのだと、私はただ怒りを向けるばかりだった。――それしかできなかったのだ。私にはどうしていいか、判らなかったのだから。







　　エピローグ




　よく晴れた空にひんやりとした空気が心地良い。何事もなかったかのように夜は明けて――まだ砦の皆様はお休み中だろう――私達は宿を後にする。

　これから私達はゼブレスト、小父さん達はイルフェナへと別行動で向かう。理由を聞かれたら『お土産にゼブレストの特産物が欲しいんです！』と力一杯主張する気だ。

　調べられてもキヴェラで泊まった宿屋では厨房を借りたりしているので、料理好きな娘さんで通るだろう。セシルとエマは私に付き合った幼馴染、という設定だ。

「いいか、絶対に妙な気起こすんじゃないぞ！」

「小父さん……それ、もう五回目」

「嬢ちゃんに理解させるには百回言っても足りないだろうがっ！」

　互いを気遣い合い、しんみりとした別れ……になるはずもなく。

　現在、絶賛お説教中であります。やはり昨夜の『一度はやってみたかった娯楽！　目指せ、ゲームのオープニングイベント！』的な砦陥落（仮）イベントは、商人さん達の心に多大なる不安をもたらしたらしい。

　いいじゃん！　あれはゴードン先生との共同作業なんだし！

　実際、陥落というほどのダメージはない。単に『復讐者』という存在を印象付けるだけなのだ。

　ただ、その弊害として私達が逃げやすくなり、キヴェラがより混乱に見舞われるだけで。

　大国だからこそ守るべきものは多い。いくら王太子妃の逃亡が拙かろうとも、国が傾いては意味がないのだ。復讐者への対策に重きが置かれ、暫くの足止めは可能だろう。

『復讐者』の代表が優れた魔術の使い手――実際には違うのだが、常識的に考えるとそう見える――だということが一番の問題だろうね、キヴェラにとって。

　恨まれ過ぎて対象を絞れず、しかも彼らの『次の行動』を示し唆さするようなヒントが与えられている。対抗できる人材を要所に派遣し守りを固めることになるので、必然的に優秀な魔術師は追っ手になるまい。十年前にゼブレストで壊滅させられたから、数がそれほどいないだろうし。

　エマは魔法が使えることを知られていない上に、セシルは元々魔法が使えない。この二人を主軸に考えるなら、それなりの追っ手を向かわせれば何とかなる。協力者が魔術師であっても、接近戦に持ち込めば勝てると思うだろう。……一般的には。

　何よりセシルに『制約』がある以上は王太子とキヴェラ王には逆らえない。逃亡先の捕獲であろうと、公の場での再会であろうと、キヴェラの謝罪を受け入れさせれば今回の件も片かたがつく。

　その余裕がある以上はどうにもならない事態――復讐者達のことだ――に重きを置くだろう。復讐者達が王太子妃を保護したとも考えられるので、無視はできない。

　――私達にとってもそう考えてくれるのは都合がいいけどね？　誓約書があるという余裕のお陰で追っ手の質と数が落ちて逃げやすくなるから。

　お説教されつつもそんなことを考えていると、小父さん達――商人さん達の中でも特に私の保護者と化した二人――は諦めたように溜息を吐いた。無駄だと理解したらしい。

「あ、お疲れ様です」

「ああ、うん……嬢ちゃんには無駄だと悟った」

「俺達じゃ無理ってこともな。イルフェナでしっかり叱ってもらうよう頼んでおいてやるよ」

「ちょ!?」

　疲れたような顔をしていた小父さん達は顔を見合わせるとニヤリ、と笑う。思わず声を上げるが、小父さん達はニヤニヤと楽しそうなまま。

「お嬢ちゃんの保護者は怖いよなぁ？」

「ああ、しっかり叱るだろうよ」

「ぐ……今回はゴードン先生が味方だもん！　狸さんだって味方をしてくれるはず！」

「ほほう……そうだといいなぁ？」

　レックバリ侯爵の名を出しても小父さん達は笑うばかり。おおう……魔王様には逆らえないってばっちりバレている。

　まあ、私達を心配するからこんなことを言ってるって判るんだけどね。

　ゼブレストが私にとって友好的だと言っても、彼らだって国と私を天てん秤びんにかけたら迷わず国を選ぶから。『油断はするな』と言いたいのだろう。気楽に遊びに行く時とは状況が違うのだから。

「ふふ……ミヅキも保護者様には弱いのですね」

　傍で見ていたエマが楽しそうに笑う。それを聞いた小父さん達が私の頭をぐりぐりと乱暴に撫でた。

「そうさ、心配性でおっかない保護者様だよなぁ」

「嬢ちゃん相手なら確かに適任だな、保護者としては」

　からかうような言葉だが、込められた感情は温かい。彼等は魔王様を恐れるようなことはしないのだろう。だからこそ、異世界人である私のお守りも任されたのかもしれない。

　そんなことを思いつつ大人しく撫でられていると、セシルの姿が見えないのに気付く。エマがここに居るので近くには居るはずなのだが。

「エマ、セシルは？　……小父さん達、髪がぐちゃぐちゃになるからいい加減やめて」

　腕で小父さん達の手を阻そ止ししながら聞けば、エマが指である方向を指す。

「あちらに居ますわ。私もですが、セシルも色々と思うことがあるのでしょう」

　その言葉に顔を向ければ、やや離れた場所で背の高い麗人がこれまで来た道を振り返っている。

　その背には何やら話し掛けづらい雰囲気が漂っていた。エマはそれを察してこちらに来たのだろう。

　本当ならもう少しそのままにしておいてやりたいが、昼を過ぎれば砦の兵達が起き出してくる可能性が高い。彼等が行動しだすと色々と面倒だ、それまでに国境を越えてしまいたかった。

　私は軽く溜息を吐くとセシルに歩み寄る。さりげなく小父さん達は周囲を見張り、人を遠ざけてくれているようだ。これならば少々込み入った会話をしても大丈夫だろう。

　声をかける前に彼女の見ている光景を暫し眺めると、セシルは顔を動かさぬまま私に話し掛けた。

「……私はこの国に来ることを自分で選んだ。そのことに後悔はないし、今でも正しかったと思っている」

　――『キヴェラの要求を受け入れなければコルベラが滅ぶから』。

　可能性だろうと口にしたくはないのだろう。だが、彼女の声なき言葉は私にきちんと伝わる。その言葉に込められた悔しさも。

「冷遇というには随分と温い状況だったと思う。だが……私が唯一許せなかったのは祖国を見下す言葉の数々。それは王太子殿下であったり、侍女であったりしたのだが……寵姫殿だけは一度も口にしなかった。だからこそ、私は彼女が嫌いではないのだと思う」

「ふうん、珍しいね？　一番攻撃されそうな話題なのに」

　私の言葉にセシルも頷く。セシルを貶めるならば最も効果的な方法を取らなかった寵姫。持ち物を取り上げたことといい、彼女の行動はどうにも不可解だ。

「彼女は生粋のキヴェラ人ではないから想う相手の妻になれない。そんな事情があるからこそ、そういった嫌味は避けていたのかもしれないな。彼女に言われた言葉は恋人の座を主張するような、可愛らしいものばかりだったよ」

　思い出したのか、楽しそうに笑みを浮かべるセシル。話を聞く限り、寵姫は恋する乙女そのものだ。王太子に興味のないセシルからすれば、微笑ましい以外の何物でもない。

　……だからって彼女のために私が王太子を許すことはないけどな！

「私自身が傷付いたことはない、そう思っていた。だが、これからキヴェラを去ると思うと随分と気分がいいんだ。大変な旅になるかもしれないというのに、自由になれることが嬉しい、自分で行動できることが嬉しい、そして……君と旅ができることが物凄く楽しみなんだ」

　そう言うと振り返って私に笑顔を向ける。その表情は後宮内で見たような『王族』としてのものではなく、『セレスティナ』という一人の女性のもの。

　王族としてあの状況に納得しつつも、やはりストレスはあったのだろう。それがキヴェラ最後の村で思い出され、予想外の開放感に自分自身も驚いていたのか。

　セシルに釣られるように私も笑みを浮かべ、今後の楽しいことだけを口にする。……勿論それだけではないと互いに判ってはいるのだけど。

「楽しい旅になると思うわよ？　美味しいものだって食べたいし、綺麗な風景だって見たい。それに皆でキャンプしたり、宿で夜遅くまで話し込んだり」

「きゃんぷ？　って何だ？」

「えーと……野宿とか野営とかってこと」

「ああ！　それは楽しそうだな。皆で火を囲むなど久しぶりだ」

　思いつくままに色々言ってみれば、『キャンプ』という言葉に首を傾げるセシル。曖昧に説明すれば、目を輝かせて同意する。キャンプ……うん、多分セシルが知るより遥かに快適なものになると思うけど、間違ってはいない。多分。

「楽しい旅になるな、きっと」

「ええ、勿論。折角の機会だもの、少しくらいは楽しんだって許されるでしょ」

「そのとおりだ！」

　不利な状況や今後の不安を、一時忘れるように笑い合ってこれからに思いを馳はせる。大丈夫だよ、セシル。私は『絶対に』楽しい旅にしてみせるから！

「セシル！　ミヅキ！　そろそろ出発するようですわ。私達も参りましょう」

　エマの声に顔を見合わせると笑って頷き合う。立ち止まる必要も振り返る必要もない、まして嘆くばかりの姫などいないのだ。

　私の目の前にいるのは『セシル』。祖国を何より大切に思い、自分で最善の手を考えて行動する、『私の友人』。彼女は『悲劇の姫君』になどならないし、させるつもりもない。

「じゃあ、エマも呼んでるし行こうか。『帰ろう』、故郷へ」

　そう言って手を差し出せば、セシルは軽く目を見開き……次の瞬間、しっかりと頷いた。その目は強い意思を湛たたえて私を映すと、差し出した手を握る。

「『帰ろう』。私達の在るべき場所へ」

「勿論よ。最善の結果を目指しましょ！」

　――そのままセシルの手を引いてエマの下に歩き出す。意外な光景にエマは驚いたようだが、すぐに嬉しそうな笑顔になって頷いていた。
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　気丈に振る舞いながらも不安を拭いきれなかっただろう、コルベラ王女唯一の侍女。彼女の表情も今は明るい。

「いいかぁ、絶対に無茶するんじゃねーぞぉっ」

「はいはい、そっちも気を付けてね～！」

　離れて行く商人さん達の、どこまでも私達を心配する声を聞きながら私達は手を振り。やがて私達の乗った馬車もゼブレストの国境へと動き出す。

　未だ情報が出回っていないこの村では、キヴェラでの騒動が嘘のように穏かな時間が流れていた。少なくとも、私達が去るまでは。砦イベントで暫くは時間が稼げたと思いたい。

　私達にとってはこれが本当のスタート。国を跨またいだ追い駆けっこは今始まった。

　大国に追われる逃亡者？

　王太子妃を拉致した罪人？

　上等だ！　新たに個人的な恨みもできたのだ、望んだ結果を得た上で倍返ししてやらぁっ！

　これからどんな騒動が起こるのか、恐れるよりも期待する自分は御伽噺に出てくる善意の魔法使いには程遠い。だからこそ、異世界でも生きていけるのだけど。

　そう、ひっそりと思いながら見上げた空は明るく、心地良い風が吹き抜けて行く。空の色に今も案じてくれているであろう保護者様を思い出し、胸に温かいものが込み上げる。

　きっと今日は良い日になるだろう。何となく、そう思った。














（次巻へ続く）





　　番外編　「その後のアンディ君　（アンディ視点）」




『俺の人生、終わったかも』

　穏やかな笑みを浮かべた人物を目の前に俺はそう思った――




　事の起こりは一ひと月つきほど前。

『ディーボルト子爵家を裏切ってこちらにつかないか？』

　そんな言葉をかけてきたのがグランキン子爵だった。

　彼の黒い噂は勿論知っている。だが、同時にグランキン子爵の持つ財力と人脈――落ちぶれかけた貴族に金の繋がりはある意味首輪を嵌められているようなものだ――が魅力的なことも知っている。

　チャンスだと思った。

　どうせ自分は実家を継ぐことはないのだから。

　近衛になれたのは幸運だったが、それでも所詮は騎士なのだ。功績を立てて爵位を得ない限り、いつまで経っても騎士のまま。

　その立場とて常に命の危機が伴うものである。落命の恐怖と令嬢の憧れだけで終わる可能性に虚むなしさを覚えなかったわけじゃない。

『そこそこ強くて家柄もそれなりの優男』。それだけの男が成り上がれるほどこの国は甘くはない。

　立場も、地位も、顔さえも上には上がいるのだ……自分では追いつけないと理解するには十分だった。

　だから賭けることにした。野心を持ってもいいじゃないか、と。

　ディーボルト子爵の娘は愛されて育ったせいか、人を疑うよりも信じることを選ぶような少女だった。

『初めまして。クリスティーナと申します』

　貴族ともなれば子供ですら周囲に――下手をすれば血縁者も含む――警戒心を持つというのに、あの娘は無邪気なまま。

　こんなお子様が社交界でやっていけるのかと、一瞬心配になったほどだった。

　実力者の国と呼ばれるだけあって、令嬢達は気が強い者が多い。そして仕掛けてくるような連中はそれなりに自信があるのだ、やり返さねば嘗められる。

　提示された役割は『デビュタントにおけるエスコートの辞退』。ほとんど夜会直前ともいえる時期に行われるディーボルト子爵家での食事会、その席でグランキン子爵の娘を選べというもの。

　はっきり言って最悪のタイミングだろう。夜会は半月後なのだ、めぼしいパートナー候補は大半が相手を決めており、エスコート役を探すだけでも難しいだろう。

　最悪の場合は兄達の誰かに頼るのだろうが、グランキン子爵達はそうなったことを笑い、見下したいらしい。

　親が親なら娘も娘。よくぞここまでそっくりな内面に育ったものだと呆れはしたが、それに対して何かを思うことはなかった。

　俺は提示された報酬のために与えられた役割を果たすだけ。

　グランキン子爵達やクリスティーナに対して何かを思う必要などない。

　彼らに対する嫌悪も憐れみも俺には不要だ、俺が見ているのはその先にある自分の未来なのだから。

　そう、思っていたのに――




『やれやれ、嫌われたみたいだね。だけど……きっと今夜は楽しいことが起こると思うよ？　この家にとって、ね』

『ええ、それは同感ですね。ですがそれは「私にとって」ですわ』

『何？』

『さあ、この部屋ですわ。どうぞ楽しい夜を』

　始まりはあのメイドだった。中々に美人な女を見つけて声をかけるも一切靡なびかない。

　その様子に焦じれて少々意地の悪いことを言ってみれば鮮やかな笑みと共にそう返された。

　正直、一瞬見惚れた。毒を多分に含んだ、その笑みに。

　それまでの姿を消し去り、ぞっとするような……引き込まれる笑みを見せた彼女は即座に使用人の顔に戻って部屋に入ることを促した。

　思わず不機嫌になったのも仕方ないことだろう。これでも近衛騎士、それが使用人でしかない女に一瞬だろうと呑まれるとは。

　彼女に勝てるはずはなかったのだと今更ながらに思う。……嫌な予感というものがあるならば、この時俺は間違いなくそれを感じていたのだろう。

　そして始まった食事会は『異様』の一言に尽きた。

『ふん、珍しいという割には野菜の煮込みか』

『あら、ロールキャベツがお気に召しませんでした？　グランキン子爵様方はチーズがお好きとのことでしたので全ての料理に使ってみたのですが』

『さすが庶民と馴れ合う奴らは高貴な味など判からんな』

『ええ、理解できません。好ましく思わないと言いながらも綺麗に完食される方のお考えなど』

　嫌味にも平然と答えを返し――訂正、倍返しする先ほどの女。

『あ、あの……っ』

『クリスティーナ嬢、ミヅキが伝えた料理はお気に召しましたか？』

『はい、とても！』

『そうですか。後で彼女に伝えてあげてくださいね』

『私はグランキン子爵家の……』

『ほう、いいワインだな』

『ええ、この年の物は中々手に入らないのですよ』

　異様に顔立ちの整った男達はこちらを一切無視し。

　あからさまなその光景に親族達は口を噤んでひたすら食事をするのみという状況。『楽しい食事会』などとは間違っても言えなかっただろう。

　特に異様なのが男達だった。あれほど美しい顔立ちならば噂の一つもありそうなのに、俺は彼らが誰なのか全く判らないのだから。

　いや、『判らない』のはそれだけではない。非常に美しいことは理解できるのに、その特徴を聞かれれば答えられないだろう。覚えにくいというのか……何故かひどく曖昧なのだ。

　クリスティーナは平然と、むしろ親しげに会話をしているので付き合いのある家の子息達なのだろう。もしかしたら他国の貴族なのかもしれないと結論付ける。それならば知らなくても不思議はないからだ。

　この時に違和感から目を背けずにいれば……最悪の結果にはならなかったのかもしれない。

　そして明かされた事実。

　こちらの思惑は全て読まれ、その上で対策が取られていたとは。

　挙句に女は異世界人、男達は彼女の守護役だと明かしてきた……！

　単に異世界人というだけならば、これほど動揺はしない。問題なのは彼女に纏まつわる噂、そして周囲に異世界人だと告げ、噂を思い出させるその性格。




『異世界人は魔導師であり、守護役達から溺愛されている』




　所詮、魔導師のご機嫌取りだと思っていた噂は事実だったのだ。彼らは彼女の『お願い』によってわざわざ子爵家の食事会如きに姿を現したのだから。

　いや、それだけではないのだろう。そのうちの二人が『女の我侭に付き合った』などとは聞いたことがない。例外的に彼らがそう動くのは『主の命』のみ。

　血の気が引くどころではない、グランキン子爵はすでに国に目を付けられていたのだ。そして自分は誰の目から見てもグランキン子爵側……間違いなくエルシュオン殿下に報告されるだろう。

　あの女はそれを判っていてわざと口にしたのだから。『貴方はグランキン子爵側でしょう？』と。

　……発言は全て記録されているに違いない。それを判らせる意味で俺に告げたのだ――あの、笑みを浮かべながら。

『あれは守護役達と同類だ』

　それは確信だった。異世界人は民間人扱いだと？　冗談じゃない！

　あれは、あの女は。目的のためならば何者だろうと邪魔を許さず、時に陥れて結果を手にする惨酷さを持ち合わせているじゃないか。

　何より……守護役達が自分の隣に立つことを『許している』。対等だと認めねばそうはなるまい、性別や立場からいっても通常ならば彼女は『守られる側』なのだから。




　それからのことはよく覚えていない。半ば呆然としながらも日々を過ごし、契約どおりにアメリアのエスコートをする夜会の日が来た。

　グランキン子爵とその娘のアメリアは彼らに報復する気満々だったようだが、俺はそこまで楽観的にはなれなかった。

　それでも参加したのはグランキン子爵と交わした契約があるから。それ以上にクリスティーナの優しさに縋り、彼らを宥めてもらうため。

　グランキン子爵との関わりがあろうとも、俺自身は彼の悪事に関わったわけではない。デビュタントのエスコート役に関しては不誠実だと責められるだろうが、連中に敵認定されるよりは随分とマシだろう。

　そんな打算――いや、甘さは、あの魔導師達にはお見通しだったようだ。

　夜会で見かけたクリスティーナは社交界の華達と談笑していた。彼女のパートナーがアルジェント・バシュレなので、決して不思議はない。

　だが、それを見れば誰だってこう思うだろう――『あの娘には彼女達が味方している』と。それを理解できなかったのはクリスティーナを貶めることしか考えていなかったアメリアだけだ。

　そして俺は想像以上に彼らを怒らせていたのだと知ることになる。

『ではバクスター家もグランキン子爵の一味ということですわね。ご子息が肯定しましたもの』

『そういえば……貴方は私の弟と敵対したと聞きました。弟は公爵子息であり、本人の身分は騎士ですが……確か貴方は伯爵子息でしかありませんよね？　侮辱される謂れはありませんわよ？』

　シャルリーヌ・バシュレから突きつけられる『現実』。偽りではなく、けれど事実そのままでもない言い方は貴族達を巻き込んで俺に向けられた断罪だった。

　俺にそのつもりはなくとも『バクスター家がバシュレ家を侮辱した』とも受け取れる言い方をわざわざ使い、クリスティーナに集まる好奇の視線すら利用して。

　人々の無責任な噂の果てに俺とバクスター家を追い込んでみせたのだ、あの令嬢は！

　そしてアメリアが敗北したのは彼女達ではなく、クリスティーナ。

『私はデビュタントに向けて努力したわ。まだ拙いけれど家の名を貶めぬよう、家族に恥ずかしい思いをさせないよう多くを学んだの。貴女が努力したことは違うでしょう？』

『手を差し伸べてくれた皆様はこう言ってくださったの……「自分も超えて来た道なのだから努力する姿を見れば応援したくなる」って。それは私だけに当て嵌まるものじゃないでしょう？』

『アメリア。私のことはどう言っても構わないわ。だけど私に手を差し伸べてくれた方達を侮辱するのは許さない』

　やや震えながらもアメリアの言葉をはっきりと否定し真っ直ぐに見る彼女に、周囲の視線も好意的なものへと変わっていく。

　見苦しく人のせいにするアメリアがシャルリーヌの怒りを買うのも当然だった。そして……憧れていたであろう、アルジェント本人からの冷たい言葉も。

　その後はグランキン子爵の件もあって騎士達に別室へと連れて行かれたのは、ある意味幸運だったのだろう。これ以上の好奇の視線と醜しゅう聞ぶんから逃れられたのだから。

『君は何も言い訳しないのかな？』

『何を言えるというんです？　事実ではありませんか』

　穏やかなブロンデル公爵の言葉にもそう返すしかない。いや、これ以上言い訳すれば後がないのだと本能的に悟ったのだ。

　それはブロンデル公爵にも伝わったようで、彼は苦笑しただけで何も言わなかった。もっとも……反省だけで済まされるはずはないのだと理解していたが。

　そもそも公爵が出て来る方がおかしいのだ。公爵夫人がクリスティーナのドレスを誂あつらえたと言っていたから、取り調べを口実に妻のために俺を探りに来ただけなのだろう。

　その後は家に返され。両親からは散々詰なじられ、部屋に軟禁され。

　どこかぼんやりと処罰を待っていた俺は唐突に呼び出されたのだ。そしてやって来てみれば部屋には何故か副団長、加えて数名の近衛騎士達。

『俺の人生、終わったかも』

　そう思ったとしても仕方がないことだろう。

「アンディ・バクスター。貴方は自分が何故呼び出されたか理解していますか？」

　穏やかに微笑んだまま、副団長が問い掛ける。優しげな表情と声音だが、眼鏡の奥の瞳は決して笑ってはいない。今回の不祥事に近衛が関わっていたともなれば当然だが。

「グランキン子爵家に協力したからでしょう。先約のあったディーボルト子爵家を蔑ろにする不誠実な行いだったと反省しています」

　嘘ではない。それによってもたらされた様々なことは反省した程度では拭えない傷だ。

　そんな胸の内を読み取ったのか、副団長は満足そうに一つ頷く。

「宜しい。最低限の理解力はあるようで何よりです」

　……。今、さりげに俺を馬鹿扱いしていたと言われなかっただろうか？

　気のせいだと思い次の言葉を待つ俺に対し、副団長は更に続ける。

「貴方の近衛としての行動も随分問題がありますね。加えて今回のことで不誠実さは誰の目にも明白、その程度の顔と頭でどうして思い上がれるのか理解に苦しみます」

　前言撤回。絶対この人、俺を馬鹿にしている。思わず顔を引き攣らせると、それを察したのか副団長はにこりと微笑んだ。

「何か間違いがありましたか？　あるならば反論をどうぞ」

「い……いえ、何もありません」

「そうですか。私も忙しい身ですので、下らぬことに手間を取らせないでくださいね」

　さらっと倍返しが来た。つまり『貴方の感情などどうでもいいのです、黙ってろ』ということだ。

　周囲に目を向けるも俺の味方はいない。この顔ぶれは……騎士団長の率いる隊の者達ではなかっただろうか。それが何故ここに居るのだ。

　しかも彼らから向けられるのは厳しい目……などという生やさしいものではなく。




　殺気だった。目が据すわっていた。




　冷や汗を流して焦るも心当たりなど皆無だ。彼らからこのような感情を向けられるような真似をした覚えなどない。

「おや、彼らから向けられる感情が意外なのですか？」

　相変わらず穏やかな口調はこの場に酷く不似合いだ。その笑みすら何故か寒々しく見える。

「貴方は騎士の誇りというものを随分と嘗めているのですね。いいですか、騎士に必要なものは家柄と実力だけではありません。馬鹿でもなれる気楽な立場ではないのです」

　……。何故、副団長まであの魔導師と同じことを言うのだろうか。

　報告書を読んだという可能性もなくはないが、あれは魔導師の個人的な発言だ。通常ならば『相応しくない人格』といった異なった表現を使うだろう、この人ならば。

「今回グランキン子爵はディーボルト子爵家のクリスティーナ嬢を狙って襲撃を依頼しています。しかも依頼内容は『彼女を傷物にすること』なのですよ」

「な!?　そんなことまでしていたんですか!?」

　驚きの声を上げる俺に副団長は頷くと、手元にある報告書を指差した。

「襲撃犯達の事情聴取で確認が取れました。貴方も後で目を通しておくといいでしょう。これに関しては貴方は関わっていないと判っています。判っています、が」

　キラリ、と眼鏡のレンズが光った。一度言葉を切った副団長の雰囲気に飲まれ、俺は思わず一歩後ずさる。

「貴方が依頼主のグランキン子爵と関わりがあったことは明白。……十五歳になったばかりの少女をそんな目に遭わせようとする輩の仲間に冷たい目が向けられるのは当然でしょう」

「……はい」

　それはそうだろう。これは嫌がらせの域を超えている。項うな垂だれる俺に副団長は更なる追い討ちをかけてきた。

「貴方はあの時グランキン子爵と離れていた上に呆然としていたと聞いていますから、知らないのも無理はありません。グランキン子爵はあの夜会でそのことを広めようとすらしたのです」

「……」

　嫌がらせどころか正気を疑う行動だ。事実でなくともそんな噂を立てられれば、クリスティーナにとってはどれほどの醜聞だろうか。婚約者を探すことすら難しいだろう。

「ですが、それを見越して動いた者達がいるのです。あの日クリスティーナ嬢が身に着けていたものは全てブロンデル公爵家で本人立ち会いの元に依頼されています。他にも多くの者がブロンデル家の彼女を訪ね、食事会の日から滞在していたという証言をしてくれました」

「そうですか……」

　ほっと息を吐く。それならば醜聞を単なる言い掛かりとして十分払ふっ拭しょくできるだろう。しかも証言者の筆頭はブロンデル公爵夫妻、彼らを嘘吐き呼ばわりする馬鹿もいまい。

「襲撃は身代わりを立てて捕獲の上、折せっ檻かん……いえ、取り調べを行いました」

　……？　今、『折檻』と言わなかったか？　しかも何故、近衛騎士が取り調べを行ったんだ？　訝しげに首を傾げる俺に構わず副団長は続ける。

「襲撃犯は随分と頭の悪い連中でしてね、『明るい茶色の髪と瞳をした一般騎士二人と同じ色彩の令嬢』という組み合わせが子爵家へと赴おもむけば必ず襲撃に遭ったそうですよ。悪党の甘言に乗るだけあって愚かなのでしょう」

　それは馬鹿だと思われても仕方がない。恐らくは外から来たならず者か。

　そう思っていた俺に今回最大の『裏事情』が投下される。

「ちなみにクリスティーナ嬢の身代わりが魔導師ことミヅキ、兄達の身代わりが翼の名を持つ騎士達と一部の近衛です」

　勿論、アルジェント達も含まれていますよ……と続く声は楽しげですらあった。衝撃のあまり思考が停止している俺にさえ、その重大さが理解できた。

　つまり。

　少なくとも二つの公爵家に喧嘩を売った、と。

　しかも『血塗れ姫』なんて呼ばれる魔導師にもやらかしたと。

「そ、れは……」

　掠かすれる声で何とかそれだけが口から零こぼれた。気絶しなかっただけ自分を褒めたいくらいだ、そういう事態なのだから！

「襲撃犯達は今はすっかり大人しくなって再犯など死んでもしないと涙ながらに誓ってくれましたよ。魔導師直々の『お説教』は随分と感動的なものだったみたいです。勿論、我々も国を守る者としてしっかりと言い聞かせました。あの子は本当に優秀ですね」

　思い出したのか口元を綻ばせる副団長。……だが。




　それ、本当に『感動的なお説教』？

　近衛に恐れられる貴方が褒める『優秀さ』って一体何に対してなんですか!?




　冷や汗がだらだらと流れる。え、俺は一体どんな奴を敵に回したの？　魔導師とか公爵家と繋がりがあるとかすっ飛ばして、性格的にヤバイ奴を敵に回してない？

　そんな俺に追い討ちをかけてくる人物が居た。現実逃避は許さないとでもいうように肩を叩いて正気に戻らせると、かなり場違いな笑顔を向けてくる。

「ちなみにミヅキは父上達……つまり騎士団長夫妻のお気に入り。夜会でも父上と一曲踊ってたしね、親しい付き合いがあると周りにもしっかり印象づけてるから」

「何故、騎士団長と面識が!?」

「ん？　ほら、エルシュオン殿下の護衛とかあるだろう？　でさ、殿下が自分の直属の騎士寮の方で食事とかとるんだよ。まあ、ミヅキの様子見に行く建前なんだろうけどな。それで知り合ってる」

　その言葉にふと周囲を見回す。

「……もしやここに居る騎士達は」

「おう！　全員ミヅキと顔見知り。しかも怪我を治してもらったり夜遅くに食事を提供してもらったりしてるから、ミヅキに好意的で妹分的扱い。……意味判る？」

「……。今回の件は身代わりを本人が言い出したこととはいえ、許しがたいと」

「そのとおり！」

　これから頑張れよ、と明るく笑い肩をばんばん叩いてくる男の目も笑ってはいない。わざわざ俺にこの場で気付かせるあたり性格は宜しくないようだ。

　騎士団長アルバート。常に厳しい表情を崩さぬ、王の信頼厚い人物。騎士の鏡と言われる彼に憧れ、騎士を目指した者は少なくはない。

　守るべき者達には絶対の信頼を向けられ、騎士を目指す少年達からは尊敬と憧れを向けられ、騎士になった者達からは尊敬と戦場の絆から英雄の如く慕われる人物である。ぶっちゃけると『どこまでもお供します！』を素で言う野郎ども多数。

　何せ騎士を志す者達の動機第一位が『団長のようになりたいです！』というものなのだ、実力者の国の騎士はお飾りではないのだと実によく判っている。

　女性と浮名を流すような騎士とは真逆の立派な騎士が自分を見たら何を思うか。近衛からそのような輩を出した団長の憂いを見た連中が何を思うか。

　考えるまでもなく恐ろしかった。しかも近衛騎士は全員貴族なのだ、個人どころか家の権力を持ち出す可能性とてあるだろう。




　終わった。近衛としてだけではなく、俺の人生は家を巻き込んで終了だ。




　これだけの敵を作り出して今後『平穏に』なんて生きられるはずがないじゃないか。

　しかも報復を匂わせる言い方なのが何とも憎い。間違いなく一気に済ませることなどせず、地味な嫌がらせを繰り返してじわじわと息の根を止めに来る。

　そこに響いたのは優しげな声だった。

「ふふ、そう悲観せずともいいのですよ。貴方は悪事には関わっていませんから、取引に応じてくれれば報復を抑えますが」

「え!?　やります、やります、どんな取引にも応じます！」

　思わず顔を上げて副団長に詰め寄る。どうせこのままでも明日などないのだ、ならば今はどんな提案にでも縋りたい。

　そんな思考が駄々漏れの俺に副団長は苦笑を浮かべると、一枚の紙を俺に差し出した。

「これです。ゴードン医師からの依頼ですね」

「ゴードン医師？　戻っていたのですか、あの方」

「ええ。宮廷医師には復帰していませんけどね」

　記憶の中のゴードン医師は誠実で腕の良い医師だった。医者として患者には厳しいが、それ以上に案じてくれる。そんな人だからこそ、腕の良さもあって多くの騎士達に慕われている。

　彼の依頼ならばおかしなことにはなるまい。少なくとも命の危機とかではないだろう。

「判りました。ゴードン医師には伝えておきましょう。今日はもう戻っていいですよ、貴方は家で待機していてください。追って連絡します」

　その言葉に安堵する。この場から逃れることを許された、その事実に。

「はい、失礼します」

　一礼して退室する俺の表情には未だ笑みなど浮かばない。だが、随分と足が軽く感じるのは気のせいではないだろう。少なくとも家ごと破滅する恐怖から免まぬがれる術が見付かったのだから。




　　※※※※※※※※※




「あ～あ、明るくなっちゃって」

　アンディが居なくなった部屋ではディルクの呟きに苦笑する騎士達が居た。彼らは当然アンディが安堵したことに気づいていたのだ、その程度判らぬはずはない。

「ふふ、私は再教育については一言も告げていないのですが」

「副団長、それわざとでしょ」

　わざとらしく口にするクラレンスにディルクが突っ込む。だが、そのディルクでさえ笑いを噛み殺したままだ。

「おや、少なくともアンディ・バクスターがグランキン子爵の共犯者だという方面での厄介事は十分軽減されるではないですか」

「ま、そういうことにしておきます。どっちにしろバクスター家とは取引が済んでいるから、あいつに拒否権なんてなかったんですけどね」

　今回の『呼び出し』。それはアンディにゴードン医師へ協力するよう、命じるものだったのだ。最初から確定なのである、それを彼らは延々と脅したのだったりする。

　彼らの怒りは未だ継続中なのだった。再教育という名の調教……訂正、躾直しが始まる前に少々鬱うっ憤ぷん晴らしがしたかっただけである。

「ゴードン医師の依頼自体は特に苦しいことなどないでしょう。ですが、それで終わるのはグランキン子爵へ助力したことに対する罰のみ。近衛騎士にあるまじき言動をした報いはしっかり受けてもらいませんとね」

　いつの間にか手にしている愛用の鞭むちでクラレンスはパシッと掌を軽く叩く。その瞳は僅かに細められ、口元に浮かんだ笑みも含めて正しく近衛における恐怖の象徴だ。

「今はほんの少し、温い夢に浸っているといいでしょう」

　その言葉に部屋にいる全員の口元に笑みが浮かぶ。その中に誰一人アンディを案じる者など居ない。

　近衛騎士の皆さんは個人的感情と近衛という立場双方の面でお怒りなのだった。
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　――前日、ゴードンの部屋にて　（ミヅキ視点）

「と、いうわけなんですけど」

　今現在、私は先生の部屋にお邪魔中。訪問目的は対キヴェラ追っ手のための砦イベントの協力要請だ。

　先生はじーっと計画書を見ている。村で私と暮らした期間があるせいか、先生は私の行動にはある程度の理解があった。好奇心が強いということも一因だろうけど。

「ミヅキ、これは必要なことなのか？」

「必要ですね。追っ手の数と質を落とし、キヴェラ上層部の動きを制限させるには」

「ふむ……確かに有効ではあるだろうな。『姿亡き復讐者』か」

　計画書から顔を上げて問い掛ける先生にもしっかり頷く。実際、これは必要なことなのだから。

「私達だけ、というか戦力が私だけと仮定した場合、どうしてもキヴェラの対応の早さが問題になります。数で攻められれば勝ち目はないでしょう」

　納得できるのか頷く先生。それを確認し、次の説明に移る。

「ですから内部にも敵がいるのだと……外ばかりに目を向けていられないのだと思わせます。他国の動きも気になるでしょうし、王太子妃逃亡の噂はすぐに広まりますから余計なことを気取られたくないと思いますよ」

「おい、なんだ『王太子妃逃亡の噂が広まる』とは。それこそ必死で隠すだろう？」

　先生の突っ込み、ごもっとも！　当然隠すでしょうね、恥だもの。

　ただ、それを利用する奴もいるというだけですよ、先生。

「私がバラしますから」

「おい」

　ぴし、と先生がデコピンをした。教えたからってやりたがらないでくださいよ、先生。

「いたっ」

「誤魔化すな」

　そう言えば再びデコピンが。先生、今度は手加減なくやりましたね？

　額を摩さすりつつ、じとっとした視線を向けると「誤魔化さずに話せ」と返される。

「王太子妃の冷遇状況にもよりますが、夢という形で民に見せようと思うんです。それから噂の方向性を誘導しつつ混乱に乗じて王都を脱出します」

「情報の誘導？」

　首を傾げる先生。

「王太子を犯罪者として認識させます。『王太子妃様お労いたわしい』という同情ではなく『自分勝手な王太子殿下』という方向の方が現実味があるんじゃないですか？　次期王であり自分達も無関係ではいられません」

「ああ……民の不安も煽るのか」

　先生の言葉に笑みを浮かべる。正解です、先生。

　こう言ってはなんだが民にとって王族なんて雲の上の存在だ。下手をすると同情どころか物語を楽しむような感じに捉えるだろう。だが、これが自分達にとって無視できないものだったらどうなるだろう？




　感情のままに王命や配下の言葉を無視する男が王になったらどうなる？

　そんな男が民のことを慈いつくしんだりするのだろうか。




『王太子殿下には妃にできぬ想い人がおり、それゆえに王はコルベラから王女を王太子妃として連れて来た』というのがキヴェラの民の認識なのだ、だからこそ『物語のような悲劇』として捉えられている。それはこう言い換えられないだろうか。

『王太子殿下は自分勝手な人物であり、意に染まぬことは王命だろうとも無視する人物である』。

　言い方を変えただけで指す内容は同じなのに印象は随分と違ってくる。悲恋云々ではなく王太子の人物像にスポットを当てたものだが、これなら民は娯楽ではなく国の未来を憂うんじゃないのか？

「これまで隠されていた部分に気付かせるだけ。それでも国の上層部に向ける不安は桁違いになる可能性がある。ならば国とて内部を抑えることを重視するかと」

「可能性としては十分だ。いや、キヴェラ王ならば必ずそちらを重要視する。他国に隙を見せないという面も含めて足元が崩れるような事態は避けようとするだろう」

「ですから、その逃亡方法も含めての砦イベントなんですよ。危機感を煽る決定打として『内部に見えない敵がいる』と思ってもらいます。それが王太子妃の協力者という見方もできますし」

　私は言い切って先生を見た。先生は暫し考えるように目を閉じ……そして。

「判った。望まれた物を作ろう。ただし、死者を出さんことが条件だ」

　しっかりと頷き、欲しい言葉をくれた。先生のつけた条件に私も当然と頷く。

「当たり前です。彼らには復讐者の存在を伝えてもらわねばなりませんからね」

　私の返事に先生はやや呆れた様を見せるが、それでも止めはしなかった。

　それからは細かい打ち合わせ。何せ先生の作る薬が重要――魔法では加減が判らない。死んでも困る――なので、どの程度効果が続けばいいかをご相談。

「ふむ、不可能ではないだろう」

「本当ですか！」

　一通り私の希望を聞いていた先生が「可能だ」と告げる。だが、喜ぶのは早かったらしい。

「『希望どおりの効果を出すこと』と『命の危機にならぬこと』。この二つが重要なのだが、相手が兵士では耐性をつける訓練をしているやもしれん。それに事前に試して調整もしておきたいな」

「いきなり本番は危険ですかね？」

「危険というより効果が薄い方が心配だ。効くのが遅かったり、効果が切れるのが早くても拙いんじゃないか？　やるならば徹底的に希望に近いものを作りたい」

　なるほど、使う相手が人だから人体実験が必須というわけか。微妙に職人根性が出ているのは気のせいだろう。そういうことにしておく。

　先生のことだから死ぬ危険はないだろうけど、それでも外道な行いである。国どころか個人的なことのためなのだ、希望者は難しい……あ。

「居ます！　喜んで家に差し出され、本人も受けざるを得ない奴が一人」

　私の言い方に先生は眉をひそめる。ああ、弱みを握ってるとでも思われたかな？　それもある意味間違いではないのだけど。

「アンディ・バクスターですよ。あいつ、家ごと巻き込んでヤバイことになっているから」

「おお！　あいつか。近衛だし理想的な実験台だな」

　先生もなるほどと納得する。アンディは今回のグランキン子爵の件で協力者として見られているのだ、条件次第でこの話を受けるに違いない。……受けて少しでも印象を良くしないとどうせ先がないだろうしね。

　微妙に本音が出た先生もアンディの人選には文句がないようだ。これならば被害者を出さずに理想的な薬ができることだろう。

　被害者じゃないよ、アンディは。自分の意思で『お手伝い』だから。

　その結果、少々立場を回復できるという見返りがある。本人ではなく、バクスター家の方に話を持ちかければ即座に息子を差し出すだろう。

　とりあえずバシュレ家とブロンデル家という二つの公爵家からの『お仕置き』はなくなるのだ、それだけでも十分な価値がある。

「それでは私の方からの依頼ということにしておこう」

「では、私は魔王様達に提案してみますね」

　笑い合って私は先生の部屋を後にする。二人揃って躊躇いなど欠片もない、あるのは未知のことに挑戦する好奇心だけ。

　師弟初の共同作戦ですね、先生。とりあえずはそこまで到達できるよう頑張ります！

　そんな決心を胸に私は魔王様に許可を得るべく、食堂に居るはずのアル達の下へと足を進めた。

　――下準備は念入りな方が楽しいよ、ね？
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